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　序章　心に棲すむ獣けもの







「退たい屈くつがわずらわしいか？」

　頭の中にその声が響ひびいてくるようになったのは、いつの頃ころからだったろう。




　幼い頃から優ゆう秀しゆうだと言われ続けてきた。

　一通りの学問も、武芸も、兄弟たちの誰だれより優すぐれているとほめそやされた。皇こう宮ぐうを歩けば、男たちからは畏い敬けいと期待の目で見られ、女たちからは黄色い声でもてはやされた。

　そして、二言目には同じ台詞せりふが繰くり返される。

『しかし皇太子は碧へき眼がんの御み子こだと決まっておりますからなぁ……──』

　だからどうした、としか思わなかった。

　別に皇位など欲しくはない。何も不自由はないし、気楽に生きていければそれでよかった。

　ただ、子どもの頃から、心に巣くう欲よつ求きゆうがあった。

　本当に太子は龍りゆう神じんに選ばれたのか？

　だとすると、何があっても龍神は太子を守るのか？

　もしも碧眼でない者が皇位についたら、この国はどうなるのか──？

　それらをこの手で確かめてみたい。はじまりは、そんな純じゆん粋すいな好こう奇き心しんだった。

　知りたいという欲求は日増しに大きくなり、やがて〝実験〟に至るまでそう時間はかからなかった。







「退屈がわずらわしいか？」

　周りから向けられる期待と羨せん望ぼうと同情にうんざりしているのを見み透すかすかのように、声は低く笑って誘ゆう惑わくしてきた。

「面おも白しろきことというのは己おのれで作るものよ。幸い、おまえにはその力がある。つまらぬ日常を変えてみたくはないか？　このぬるい朝ちよう廷ていが驚きよう天てん動どう地ちの騒さわぎになるのを見たいのではないか？」

　──見たい。

　この代わり映ばえのない日々を自分の手でぐちゃぐちゃにかき回してみたい。想像すると心が躍おどった。

「おまえは何が見たい。何が望みだ」

　訊たずねる声に、迷わず答えた。

「本当に龍神の加護があるのかどうか、試ためしてみたい」

　太子を襲おそえばきっとそれがわかる。朝廷だって前ぜん代だい未み聞もんの騒そう動どうになることだろう。両方一度に見られるのなら、こんなにすばらしいことはない。

「やってみるがいい。我も興味がある」

　声は愉ゆ快かいそうに笑った。同じ思いを持つ者なのだとわかり、妙みように高こう揚ようした。

「おまえは誰なのだ？」

　いつのまにか聞こえてくるようになった声。自分が隠かくしている欲よく望ぼうや欲求を知っていて、諫いさめるどころか焚たきつけてくる不思議な存在。

　これはもう一人の自分なのか。それとも魔ま性しようの妖よう怪かいにでも取り憑つかれたのだろうか。

　声は、問いには答えなかったが、まるで望みのものでも見つけたように嬉うれしげだった。

「我に従うのならおまえに力をやろう。我が目覚める日まで、おまえは我の主あるじとなる。退屈はさせぬぞ」

　ひどく魅み力りよく的な言葉だった。だから少しも躊躇ためらわなかった。

「どうすればいい？」

「生け贄にえを捧ささげよ。あと五年もすれば眠ねむりから覚める。その間は好きにするがいい」

「いいとも。では早さつ速そく、生け贄の入手も兼かねてやってみよう」

　その足で武器庫に向かい、妖怪を宿した太刀たちをいくつか盗ぬすみ出した。

　──人当たりの良い皇子を演じながら、〝好奇心〟を満たす日々が始まった。







　ある日、知ち己きの元将軍を訪ねた先で、その娘むすめと出会った。

「ご無礼なのは承知ですが、どうか私とお手合わせをお願いいたします！」

　突とつ然ぜん駆かけてくるなりそう要求したのは、まだあどけないながら、はっとするほど美しい娘だった。

　華きや奢しやな肩かたを鎧よろいで覆おおい、太刀を手にした彼女。そのまっすぐな視線に、一いつ瞬しゆん震ふるえた。

（これは、人の美しさではない……）

　なぜこんなところに人外の娘がいるのか。好奇心を刺し激げきするには充じゆう分ぶんだった。

　手合わせをしてみると、予想よりはるかに彼女は筋がよかった。見た目よりも頑がん強きようなのか、打たれても転がされても弱音を吐はかないし、普ふ段だんは無口でひたすら稽けい古こに励はげんでいる。教えてやれば驚おどろくほど飲み込みが早く、目を瞠みはるような返しをしてくるようになった。

「今の手はいいぞ。油断していたらやられていた」

　まさか自分がひやりとさせられるとは。言いしれない高揚がこみあげるのを止められない。

「いえ、速さも重さもまだまだです。これしきの技わざでは大将軍への道はほど遠いと思います」

　あくまで生き真面まじ目めに答える彼女に、我知らず笑えみがこぼれていた。

（面おも白しろい……）

　本来なら屋や敷しきの奥深くに暮らしているはずの娘が、一心不乱に剣けん術じゆつに励み、日に日に上達していく。爽そう快かいで愉快だと思ったし、立ち合いの相手として誇ほこらしいとさえ感じた。

（どこまで強くなるのだろう？　いや──私はこの娘をどこまで強くしてやれるだろう？）

〝実験〟をすることでなぐさめていた退屈な日々は、一変した。







　他ほかの者のように媚こびたりしないところが気に入って稽古に付き合ううち、いつしか、心に棲すむあの欲求を忘れかけていた。

　武人として彼女を教え育てていく道も悪くない。何より彼女といると好奇心が満たされる。

　そう思い始めた頃、その思いは突とつ然ぜん裏切られた。

　彼女が武挙を受けると言い出したのだ。

　豊ほう家の娘が武官になるなんて、一体なんの冗じよう談だんかと思いきや、彼女は真しん剣けんだった。

「私が修しゆ行ぎようしていたのはひとえにそのためです。大将軍を目指しているのですから」

「あれは……もののたとえだろう？　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、武術をたしなむのはいい。だが名門の令れい嬢じようが武官になるなど聞いたことがない」

　そうなってしまったら、この心躍る日々がなくなってしまうではないか。

　毎日太刀を合わせ、濃のう密みつな時間を過ごしてきた。彼女も楽しんでいたはずなのに。

「たとえではありません。本気です。私は太子殿でん下かをお守りするために武官を志したのです」

　きっぱりとそう言われた時、初めて悟さとった。

（結ゆい蓮れんが見ていたのは、私ではなく琮そう成せいだったのか）

　不快な嫉しつ妬とがこみあげ、ようやく気がつく。

　自分は、いつのまにかこの娘を愛していたのだ。

（私を見ていると思ったのに）

　自分の中で何かが蠢うごめくのがわかる。しばらく聞こえなかった声が再び気配を見せるのを感じる。

（あのひたむきなまなざしを、琮成ではなく私に向けさせたい。私だけに……）

　琮成さえ、太子さえいなければ。彼女が彼に仕えたいと言い出すこともなかったのに。

　──ゆっくりと、闇やみから声が気配を現す。

「欲しいのか。この娘が」

　声は、歓かん喜きしているようだった。

「我も欲しいぞ。共に手に入れよう。主よ──」







　第一章　はじまり







　午後ということもあり、あたりは静かだった。

　だから聞き違ちがいでないのは確かだ。

「嬢じようちゃんを攫さらうのを邪じや魔まされんように、愛まな弟で子しを足止めにきたのさ」

　真しん君くんは間ま違ちがいなくそう言った。

「……なんだよ、それ」

　結蓮を諦あきらめろと言ったり、聞き違いでなくとも意味がわからない。

　だが何かよからぬことが起きているのは感じる。季すえ隆たかは眉まゆをひそめ、師の表情を探さぐった。

　真君が酒でうるんだ目を季隆の胸むな元もとにむける。

「それを読んだなら、ぼちぼち事情は察しとるだろ。大変なことになっとるんだ」

　懐ふところにねじこんでいたのは各国に戻もどった留学生たちからの書簡だ。相変わらずなんでもお見通しらしい。

　天てん帝ていが遣つかわした六人の天てん女によの伝説。誰だれもが知るその逸いつ話わには秘密がある。この世界を支える六つの石柱の存在だ。大地を守るそれらを〝蓮れん女によの加護〟といい、六蓮天女とはその隠いん語ごなのである。

　大陸に割かつ拠きよする六つの大国──朧ろう、煌こう、汀てい、采さい、璉れん、坦たんにそれぞれ存在し、国の機密となっている。留学生らが送ってきた書簡は、その蓮女の加護に関するものだった。

　そしてどうやら結ゆい蓮れんは、それにからんで何かに巻き込まれようとしているらしい。

「六つの蓮女の加護のうち、四つまでが襲おそわれてる。大変なのはわかるけど、それとあの子とどう関係するんだ？」

　ここにきてもまだごまかすようなら、なんとしてでも吐かせてやる。そんな思いで見み据すえたが、真しん君くんのほうは隠すつもりはないようだった。

　酒さか瓶びんを逆さに振ふり、空になったのに気づいてやれやれと顔をあげる。

「襲って回っておるやつを封ふうじるのに、ちっとばかし力がいるのよ。そのために、蓮女の加護を護まもっておる者が出向くことになった。嬢ちゃんはそいつの後こう継けい者しやに選ばれたのさ。これからは嬢ちゃんが赤の天女として石柱を護ることになる」

　あっさりとそんなことを言われ、一いつ瞬しゆん思考が固まった。

　後継者？　赤の天女？　わけがわからない。

（石柱を護ってる人間がいたってことか？　それに結蓮ちゃんが選ばれた……？）

　春先に封ふう陰いん省しようの次官に任命されてから蓮女の加護のことは聞いたが、それもごく一部の情報だけだ。まだ知らないことのほうが圧あつ倒とう的に多い。

「これからって……いつまで？」

　思わず唾つばを吞のみこむ。そんな存在がそう簡単にころころ代われるはずがない。となると──。

　さあな、と他人ひと事ごとのようにぼやき、師が面おも白しろそうに笑う。

「何百年か、何千年か。ちなみに今の守護者は六百年やっとるがな」

「六百……って」

　季すえ隆たかは笑おうとしたが、できなかった。

　仙せん籍せきにある者から見ればわずかな時間なのかもしれないが、生身の人間にしてみれば途と方ほうもない歳月だ。

「冗談やめろよ、師し匠しよう……」

「おまえにくだらん冗談を言うためにわざわざ都くんだりまで来るわけなかろう」

「……」

　諦めろ、と言われた意味がようやく理解できて、顔から血の気が引いていく。

　一いつ緒しよに国を出ろと思いつめたように言ってきた太子の顔を思い出し、今さらのように合が点てんがいった。

　そんな大層なお役目に選ばれたのだ。皇こう帝ていや相そう長官も承知のことだろう。部外者じゃないという言葉は確かにそのとおりだったのだ。

「それ、あの子は知ってるのか？」

　訊ききながら、嫌いやな予感がした。もしすでに聞いていたとしたら、結ゆい蓮れんは無条件で承知しかねない。何しろ太子が一番大事という信条の持ち主なのだ。

　ぼりぼりと肴さかなの飴あめ菓が子しをかじりながら真しん君くんが上をむく。

「もう猶ゆう予よがないからな。とっくに聞いてるだろう」

　予想した答えが返ってきて、思わず拳こぶしをにぎりしめた。

（なんで俺に言わない……！）

　いつ聞いたのだろう？　そんな話を聞けばさすがに動どう揺ようせずにいられないだろうから、態度に出たはずだ。近ちか頃ごろ彼女の様子がおかしかったのはいつだ？

　師匠と弟子としてでもいいから、相談してくれていたら──。また一人で抱かかえ込もうとしているのだろうかと恨うらめしく思ったが、ふと思い出して息を吞む。

（待てよ。まさか、さっきの……）

　つい先ほど会った時、感じたばかりではないか。彼女は明らかに様子が変だった。出て行く前までは確かに普ふ通つうだったのに。

　もしや、そのお役目とやらの話を聞いてきたところだったのではないか？

　だとしたら、今から追えば間に合うかもしれない。急いで屋や敷しきに帰って話を聞けば。

「おっと。余計なことをするなよ」

　ざり、と後ずさりかけた靴くつの音が聞こえたらしい。真君がやんわりと目を向けてくる。

　空気が張り詰つめる。いつのまにか結界が張られていた。師をとりまく気配がいつもと違っているのは気づいていたが、まさか。

（足止めって、そういう意味か）

　結蓮を天女のお役目になど就つけさせたくないというのもお見通しだったわけだ。

　こめかみを汗あせが伝っていくのを感じながら、季すえ隆たかは師を見返した。

「俺に隠かくれてこそこそ連れていくって、目の前で言われて納なつ得とくできるかよ」

「別に納得せんでもいい。邪魔をするなと言っとるだけだ」

「邪魔って、そんな……」

　ふっと笑い、袖そで口ぐちに仕込んだ呪じゆ具ぐを投げ放つ。

「するに決まってんだろ！」

　真君の顔めがけて飛んだ呪具が、刺ささる直前ではじかれる。

　同時に彼の背後に飛んだもう一つの呪具が結界壁へきに突つき立った。瞬しゆん間かん、それに巻かれた霊れい符ふが爆ばく発はつする。

　すかさず季隆は別の呪具を投げ、真君の周囲に小さな結界を張った。呪符から柄えの長い呪具を召しよう喚かんし、呪を唱えて結界壁をそれで突き破やぶる。

　チリン、と結界の破れる音が響ひびいた。

　季すえ隆たかは一気にそこを飛び出したが、走り出したとたん、足あし下もとをすくわれた。

「──！」

　勢い余って地面に転がる。その時にはもう、破ったはずの結界が再び張られていた。

　急いで振り向くと、真しん君くんがにやにやしながら眺ながめている。

「こんなちんけな結界にわしを収めるつもりだったのか、愛弟子よ」

　彼が上に向けて広げた掌てのひらに、浮うかぶようにして蒼あおい水の膜まくが揺ゆれている。術がかからなかったわけではない、彼のほうが上うわ手てだったために破られたのだ。

　季隆は師を見据えながら唇くちびるに笑えみを浮かべた。

「あんたがとんでもないだけだろ？　それ、妖よう怪かいなら五匹ひきは捕とらえる結界だぞ」

「ほう。張り切った術をかけたもんだな。おかげで体力の消しよう耗もうも激しそうだのう？」

「！」

　突とつ然ぜん、足が石のように重くなった。立ち上がるどころか動かすことすらできない。

　文字通り足止めをくらったとわかってにらみつけたが、真君は嬉うれしげににやついている。

「いい恰かつ好こうだのう、季隆よ。愛いとしの御み使つかい様とやらがこんなざまでは、百年の恋こいも冷めるってもんだ。嬢ちゃんがいなくてよかったなぁ？」

「……ぶっ飛ばしていい？」

「そんな腕わん力りよくもないくせに」
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　フンと勝ち誇ほこったように鼻で笑うと、真しん君くんは酒瓶を傾かたむけた。空になっていたはずなのに、よからぬ仙術でどこからか酒を調達したようだ。

「もう少し足あし腰こし鍛きたえんかい。それでは山に戻もどっても生きていけんぞ」

「大きなお世話だ。つか、戻るつもりねえし」

「お師匠様お許しください僕が悪うございました本当はお師匠様が大好きなんですって土下座すれば許してやるぞ。ほら、言え」

「言うか！」

「お？　照れとるのか？　ぶち切れて出てった手前、戻るのが気き恥はずかしいのか？　フハハハ、青いやつめ」

　季すえ隆たかはうんざりして師を見上げた。こんなどうでもいい会話で時間をつぶしたくない。

「安心しろよ、今さら許してもらうつもりないから。あんたこそ、不出来な弟で子しがいなくなってせいせいしてるだろ。世話になったことは感謝してるけど、俺はもう──」

「戻ってもらわんと困るんだよ」

　少しだけ強い口調だった。妙みようにからむのが気になり、季隆は眉まゆをひそめる。

「なんで」

「うむ。わし、山に戻れんかもしれんから」

「……は？」

「仙人やめさせられるかもしれんのだよなー。はーぁ。つーわけだから、おまえ、わしの後を継ついで蓬ほう白ばく山さんに入れ」

　いきなりとんでもないことを言われた。しかもあっさりと。納得できるわけがない。

「不良仙せん人にんなのが偉えらい神様にばれたのか？　遊びすぎなんだよ。いろいろと」

「師をからかうでない、愛弟子よ。わしは本気だぞ」

「そんな緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない顔で言われてもな。──だいたいなんで俺なんだよ。大兄にいさんや大姐ねえさんらがいるのに九番弟子が後継ぐって」

「それだけおまえを買ってるのさ。弟子入りしてきた時からな」

　さらりと言われ、やれやれと遠くを見ていた季隆は思わず目を戻した。

　こんなときに言う冗じよう談だんとは思えない。ただの軽口ではないのではないか？

　どういうつもりなのかと見つめると、真君は再びにやにやし始めた。

「他ほかのやつらも今回のことでそれぞれ国元に帰ったしな。もう戻らんだろうし、おまえしか残ってないんだよ。観念せい」

　噓うそをついているふうでもないし、やはり意味があるような気がする。

「師匠……」

「おい、何を遊んでる」

　急に声が聞こえ、師を問い詰めようとしていた季隆は驚おどろいて振ふり向いた。

　誰だれもいなかったはずのそこに、いつのまにか若い娘むすめが不ふ機き嫌げんな顔で立っていた。

　頭の横で髪かみを括くくり、白い衣い装しようをまとっている。何より目を引いたのは、彼女が人ではないことだった。皇こう宮ぐうにいる幽ゆう鬼きとは大たい概がい顔見知りの季すえ隆たかだが、彼女のことは見たことがなかった。

　彼女を見て真しん君くんが口をとがらせる。どうやら知り合いらしい。

「人聞きの悪い。弟子に説教しとっただけだ」

「この忙いそがしい時に道草なぞしおって」

「そうカリカリするな。やはり歳食うと怒おこりっぽくなるのかのう。切ないのう、瑶よう花か」

「じじいに言われたくないわ」

　四十男と若い娘が言いたいことを言い合っているのはなかなか不思議な光景だ。

　一体何者なのだろうと観察していた季隆は、ふっと呪じゆ縛ばくが解かれたのに気づいた。

「そういうわけだ。これがうるさいから行くぞ、季隆」

　面めん倒どうくさいという内心を隠そうともせず真君が言う。先ほどの会話の続きを問いただしたかったが、このぶんではおそらく訊いても流されるだろう。

　季隆は師に答える代わりに、件くだんの娘へと目をやった。

「……瑶花ちゃん、って言ったっけ。悪いことは言わないから、こんなおじさんと付き合うのやめな。まだ若いんだから」

　あわよくばこちらから何か聞き出せないかと思ったのだが、彼女はきょとんと瞬またたくと、人の悪い微笑ほほえみを浮かべた。

「では、おまえが付き合ってくれるか？」

「俺？」

「うん。おまえだ」

　予想外の口調と態度の大きさに面めん食くらってしまう。うなずく彼女はいかにも気が強そうな顔で見つめてきた。

「燎りよう幻げんから話は聞いていた。おまえにも会ってみたかったんだ」

「あー……ごめんね。悪いけど、もう決めた人がいるんだよね……って、おぉ!?」

　両りよう腕うでをわしづかみにされ、ずいっと詰め寄られる。にじり寄る彼女は笑みを浮かべたままだったが、目は真しん剣けんだった。

「結ゆい蓮れんのことでおまえに話がある。暴れるのは後回しにして、ついてくるがいい」
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　東の空はすでに紺こん碧ぺきに変わり、星が瞬いている。

　夕暮れも差し迫せまった時刻、皇宮にたどりついた結蓮は皇こう帝ていのもとを目指していた。

（朝堂で会議中ということは……まだ皇宮では琇しゆう有ゆう様への嫌けん疑ぎが晴れていないようね）

　当然ながら城門は閉められている時間だ。門番にはうるさく言われたが、緊きん急きゆう事態だと訴うつたえて通してもらった。ついでに、皇帝が高官たちと午ひるから続く会議中だというのも聞き出した。会議の内容はもちろん、琇しゆう有ゆう皇子が東とう宮ぐう府ふの孔こう少しよう保ほを襲おそって逃とう亡ぼうした事件のことだろう。

（早く、陛下に奏上しなければ）

　内ない宮ぐうへと続く石いし敷じきの大たい街がを駆かけながら、結ゆい蓮れんは歯は嚙がみする。

　琇有は無実だ。犯人は別にいる。おそらく、今もこの皇宮の中に。

（急がないと！）

　誰もいなくなった官街を駆け抜ぬけながらも、恐おそろしさと動どう揺ようで震ふるえが止まらなかった。

　孔少保襲しゆう撃げきの犯人として捜そう索さくされている琇有は、水すい伯はくに水門を開けてもらうという手段を使い、皇宮から逃とう走そうした。彼が逃走先に選んだのは結蓮の屋や敷しきだった。

　そして結蓮は、彼からすべてを聞いた。

『僕が、知ってしまったから。遠見の術で、あの人のしていることを見たから……！』

　琇有の告白がよみがえり、思わず目を瞑つぶる。唇を嚙かみしめ、また行く手を見み据すえた。

　今でも信じられない。いや、信じたくなかった。

（どうして……！）

　まずは本人に確かめるべきなのかもしれない。だが琇有が見たことや彼が受けた仕打ちを思うと、自分一人だけで捜索するのは生ぬるいと思えた。一刻も早く捕つかまえなければ大変なことになるという予感がする。

　官街を抜けて目的地にたどりついた時には、緊きん張ちようのせいもあってひどく息が乱れていた。

　朝堂の前には武官が護まもりを固めていた。駆けてきた結蓮を見て、いっせいに身構える。

「止まれ！　何用だ！」

　隊正らしい武官が立ちはだかった。止められるのはわかっていたので、結蓮は早口に訴えた。

「柚ゆう梨り軍の豊ほう結蓮です、皇帝陛下にお取り次ぎを！」

「陛下は重要な会議中であられる！　後にしろ！」

「緊急の用件です！」

「ならば用件を申せ！　わしから羽う林りん郎ろうに申し伝える」

　当然のように彼は言う。流れとしてはその言い分はもっともだった。しかし今は時間がない。皇帝近きん侍じの羽林郎、それから他の侍じ従じゆうや高官を介かいしてとなると、皇帝に伝わるまでどれほどかかるかわからない。

　説明する暇ひまが惜おしい。仕方ないと心を決め、強きよう行こう突とつ破ぱすることにする。

「──御ご免めん！」

「ぬおッ!?」

　立ちはだかる隊正を投げ飛ばすと、武官たちが仰ぎよう天てんしたように槍やりを構えて迫ってきた。それをへし折り、下をくぐり抜け、中へ駆け込んだ。

　高い天てん井じように乱れた足音と追っ手の怒ど声せいがこだまする。結ゆい蓮れんは声を張り上げた。

「皇帝陛下に申し上げます！」

　皇帝の御ご前ぜんに並んでいた高官たちが振り返る。突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に、ざわめきが起こった。

「またそなたか！　久しぶりに見たと思ったら、一体何事だっ！」

　東宮府の蔡さい太たい傅ふが目をむいて怒ど鳴なったが、結蓮は構わず進み出て膝ひざをついた。

「皇帝陛下に火急の奏上がございます！」

「わきまえぬか！　許しもなく陛下の御前に出るなど！」

　鋭するどく言ったのは豊ほう家の高官だった。よく見れば他にも豊家出身の者が大勢臨席している。皆みな結蓮を見て眉まゆをひそめ、しぶい顔つきをしていた。

「何をしている、早くつまみ出せ！」

　彼らに指示された武官たちが鬼き気き迫せまる勢いでやってくる。それに気づき、結蓮はせっぱ詰つまって皇帝のいる御み簾すの向こうを見つめた。

「皇帝陛下！　どうかお話を──」

「いい加減にせぬかっ！」

「──よい」

　涼すずやかな声が響ひびき、一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが落ちた。

「話があるのだろう。ここへ来るがよい。許す」

　御簾の向こうから聞こえた声に、高官たちがぽかんとしている。まさか許しが出るとは──いやそもそも皇帝が発言するとは思わなかったのだろう。

　結蓮も驚おどろきでとっさに動けなかったが、そこへ、高官たちの中から相そう長官が抜け出してやってきた。結蓮の暴れっぷりを見ていたのか苦く笑しよう気味だ。

「陛下のお許しが出たよ。こちらへ来なさい」

「……はっ！」

　一礼して進み出る。さりげなく視線を走らせてみたところ、出席しているのは各官府の長官や軍の大将軍など、最高官ばかりだ。内心、彼も来てはいないかと心配していたが、姿はなかった。

「話とはなんだ？」

　静かに問われ、結蓮はごくりと唾つばを吞のんだ。高官たちが何事かと注目しているのを感じ、迷ったが、思い切って口を開く。

「おそれながら、陛下に直接お伝えしとうございます」

　逃にげてきた琇しゆう有ゆうと会ったことや、彼から聞いたこと。そのすべてを彼らの前で話すのは躊躇ためらわれた。六ろく蓮れん天てん女によや龍りゆう神じんの太刀たちの持ち主のことまで軽々しく話していいとは思えなかったのだ。

　思ったとおり、背後では非難するようなざわめきが起こった。

「どこまで無礼なことをするつもりだ、豊舎しや人じん！　己おのれの立場をわかっているのか!?」

　豊家の高官が怒いかりに満ちた形相で咎とがめた。

　確かに、一武官が皇帝と直接話をしたいと申し出るのは普ふ通つうならば非常識なことだ。責められても仕方がないのは結ゆい蓮れんもわかっていた。

「皆みな様さまにお話しする前に、陛下のお耳においれしたほうがいいと判断いたしました」

「な──」

　再び怒声が起こりかけたが、ふいにそれが止やんだ。

　御簾の向こうで皇帝が立ち上がったのがわかった。何か言葉があるのだと察した高官たちが、うやうやしく平へい伏ふくする。

「ではそなたの話を聞く前に、余から皆に話しておくとしよう」

　皇帝の声が聞こえ、結蓮はわけがわからないながらも頭をさげた。

　静まりかえる朝堂に、皇帝の宣言が響く。

「この豊ほう結蓮を、次代の六蓮天女に選んだ。これからはこの者が煌こうを護っていくことになる」

　顔を伏ふせたまま結蓮は目を見開いた。

（それは国の機密のはずじゃ……）

　だからこそ言葉を濁にごしたのに、まさか皇帝自ら堂々と話すとは予想外すぎた。

　高官たちは戸と惑まどったように眉をひそめ、顔を見合わせている。彼らの知る六蓮天女の逸いつ話わは表向きのものだから無理もなかった。

「突然のことで驚いたであろう。これは煌国の根幹に関かかわる話でもある。むろん口外無用だ。それをふまえて聞くがよい」

　高官たちが緊張したようにまた面おもてを伏せて控ひかえる。皇こう帝ていは冷静な声で続けた。

「六蓮天女とは、この大地を支える六つの石柱の隠いん語ごだ。それぞれが守護者に護られ、それによって国を守っている。六国に一つずつ存在し、この煌国は赤の石柱を護り、護られてきた。守護者がいなければ石柱は輝かがやかず国を支えることができない。その重要な役目である六蓮天女が、これ以上務めを果たすことができなくなった。よってこの豊結蓮が選ばれたのだ」

　先ほど結蓮が瑶よう花かから聞いた話を、皇帝が淡たん々たんと披ひ露ろうしていく。

「なにゆえ赤の天女が務めを果たせなくなったのか。それは、大陸に迫せまる危機に天女が立ち向かうことになったからだ。この大陸は今、とある破は壊かい者によって存亡の危機に瀕ひんしている。大地を支える六つの石柱のうち、四つまでがその者に襲撃を受けた。この煌と、残る璉れんの石柱までもが襲われれば──世界は終わるであろう」

　誰だれかが息を吞んだのが聞こえた。

　場内は水を打ったように静まりかえっている。その静せい寂じやくとはうらはらに異様な雰ふん囲い気きだった。周囲の高官たちの目が痛いほど注がれているのを感じ、結蓮は汗あせがにじんだ。

　皇帝がここまであからさまにこの話をしたということは、事態が相当押し詰つまっているということの裏返しではないだろうか。これまではごく一部の人間にしか知られていなかった件を彼らにも知らせ、一丸となって対処していかねばならなくなったということなのか。

「……陛下。そ、それは、まことでございますのか……？」

　ようやく誰かがかすれた声で訊たずねた。皇帝がそんな冗じよう談だんを言うわけがないのだから訊きかなくてもわかったはずなのだが、あまりにも信じがたい話だったのだろう。

「国の存亡に関わることだ。偽いつわりは言わぬ」

　皇帝の答えに、ゆっくりとざわめきが広がった。

「石柱……？　六蓮天女が？」

「そんなものが存在したとは──」

「それより、襲しゆう撃げきを受けたということのほうが大事だろう！　すでに四つまでもが襲おそわれているのだぞ」

「一体どうなっているのだ。煌こうが襲われるようなことになったら……」

「いや、そうならぬよう六蓮天女が護ってくださるのだろう。ならば心配することはないのではないか──」

　動どう揺ようしたような囁ささやきが飛び交かう。その間、結ゆい蓮れんに向けられる視線は徐じよ々じよに変化していった。

　初めて聞かされた、六蓮天女という存在の真実。突然飛び込んできた女武官が次代のそれに選ばれたという、その意味をかみ砕くだいているのだろう。

「！」

　急に腕うでをつかまれ、驚いて見ると、豊ほう家の高官が緊きん迫ぱくした顔で見下ろしていた。

「おまえは知っていたのか？　先刻のお話を」

「はい。私もつい先ほどお聞きしたばかりですが」

「……なんということだ……！」

　彼は動転しているようだった。国の、いや世界の存亡がかかった話に、一族の娘むすめが──それも厄やつ介かい者で通っていた娘が関わっている。しかも重要な役目として──。その事実を必死に、さまざまな秤はかりにかけているらしかった。

　やがて彼は、あらたまったように御簾のほうへ向き直った。

「陛下。すぐにもこの結蓮を天女としてお使いくださいませ。事は煌国の危機でございます。一刻を争うでしょう。豊家としても力を尽つくして対処いたします。この結蓮も差し出しますゆえ、どうかよきようにお使いくださいませ」

　その言葉に、他ほかの豊姓せい官かん吏りたちもはっとしたように駆かけ寄ってきた。

　呆ぼう然ぜんとする結蓮を取り囲み、皇帝のほうへ押し出す。

「このように重大なお役目を仰おおせつかり、光栄の極きわみ！」

「豊家としても誉ほまれ高いことにございます」

「そなた、知っていたのならなぜ言わぬのだ！　準備などあるというのに」

「して、陛下。天女のお役目はこれからすぐということでよろしゅうございますか？」

　口々に声を張り上げる彼らに、静かな答えが返される。

「天女になれば、人ではなくなる。何百年、何千年という歳月を石柱の守護にささげることになる」

　御み簾すの向こうから聞こえた声に豊姓官吏らは一いつ瞬しゆん黙だまった。だがそれは心を動かされたわけではなく、単純に驚いたからのようだった。

「構いませぬとも。煌こう国と陛下のお役に立てるのですから！」

「さようでございます！　豊ほう家には異論は一いつ切さいございませぬ！」

　彼らの高こう揚ようした声を聞きながら、結ゆい蓮れんは何も言うことができなかった。

　豊家の人たちに疎うとまれていたのは知っている。六蓮天女を継つぐ話を断るつもりもなかった。けれど、こんなにも惜おしまれない存在だったのかとあらためて思うと、少し胸が苦しかった。

　彼らはおそらく、国のためになるということより、これで豊家がまた優ゆう遇ぐうされるということのほうが大事なのだ。もし選ばれたのが一族の他の娘だったら、こんなにもあっさり差し出されただろうか──考えても仕方のないことを思い、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

　黙だまっている結蓮に気づいてか、小声で釘くぎを刺さされた。

「そなた、よもや天女を継ぐのは嫌いやだなどと思ってはおるまいな？」

　冷ややかな視線を向けられ、結蓮は軽く頭かぶりを振ふる。

　今さら、こんな仕打ちをされて悲しいと思ってもしょうがない。天女に選ばれたことはありがたいと本当に思うし、太子や国を守れるのは嬉うれしい。本心からそう思っていたから、返事には迷わなかった。

「いいえ。喜んでお引き受けします」

　豊家の損得云うん々ぬんでしか考えられない彼らに、動揺したところは見せたくない。それがせめてもの矜きよう持じだ。

　当主に連れん絡らくせねば、などとひそひそ話している彼らに構わず、まっすぐ御簾を見つめていると、また声がかかった。

「では、そなたの話を聞こう、豊結蓮。少しは話しやすくなったのではないか？」

「はっ」

　やはり、結蓮が言いよどんでいたのを見ての天てん女によの話だったようだ。ざわついていた場内が収まるのを感じながら、一歩前へ出る。

「申し上げます。つい先刻、琇しゆう有ゆう様とお会いいたしました」

「──琇有と？」

　皇帝の声が少し硬かたくなる。逃とう亡ぼう中の皇子の名が出て、高官たちも驚おどろいたようだった。

「直接お話をいたしました。皇帝陛下、琇有様は孔こう少しよう保ほ襲撃の犯人ではございません。真犯人を知ったがゆえに陥おとしいれられたのでございます」

　場内がまたざわめいた。周囲にいた豊姓官吏らが当とう惑わくしたように顔を見合わせている。

「それは、確かか？」

「はっ。琇しゆう有ゆう様のお話をうかがう限り、矛む盾じゆんはなく、信しん憑ぴよう性せいの高いものと思われます。陛下、琇有様はかつて呪じゆ禁ごん師しの修しゆ行ぎように励はげまれ、それによって遠見の術という術式をお使いになります。部屋にいながらにして遠くの光景を見ることができる術式です。琇有様はその遠見の術で、真犯人の姿をご覧になったのです」

　この五年間、御ご殿てんに引きこもっていた琇有は、遠見の術式で外の世界を視みるのを楽しんでいたという。そして偶ぐう然ぜんに、その光景を見てしまったのだと。

「……その真犯人とは？」

　心なしか皇帝の声が緊きん張ちようを帯びる。高官たちも固かた唾ずを吞のんで注目しているのを感じる。

　結ゆい蓮れんは一つ息をつき、自分の中に混乱がふたたびわきあがってくるのを抑おさえながら口を開いた。

「はっ。実は──」

　その時、奇き妙みような感覚が身体からだを包んだ。

　なんだろうと怪け訝げんに思いながら視線をめぐらせ、思わず息を吞む。

（──え？　何、これ……）

　空中から人の腕が一本、突つき出ている。その腕に、肩かたをつかまれていたのだ。

　あまりの異様な光景に啞あ然ぜんとしていると、その腕は、ぐいと結蓮の身体を持ち上げた。

　宙に黒い空間が開いている。身体がそこに引きずられるのを感じ、結蓮は青ざめた。

（これはなんなの!?　一体、誰が……っ）

　身体はすでに宙に浮ういている。高官たちが驚きよう愕がくした顔で見上げているのが見えた。

　ずるずると引きずられ、肌はだが粟あわ立だつ。相そう長官が駆けてくるのが見えたが、間に合わないと直感する。

　そして、気がついた。

（この腕の感覚……）

　覚えがある。何度もこうして腕をつかまれたことがある──。

　そう思った瞬しゆん間かん、身体は闇やみに吞み込まれた。
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　結蓮が突とつ如じよ、空中から現れた腕に捕つかまり姿を消した。

　一部始終を目まの当たりにした高官たちは、恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。

　腰こしを抜ぬかす者、周囲を捜さがすよう人を向かわせる者、逃にげだそうとする者──。

　それぞれの行動に走る中、相長官は皇こう帝ていのもとに控ひかえていた。

「今のはどういうことだ？」

　さすがに皇帝の声にも動揺が感じられる。羽う林りん郎ろうらが周りを固めるのを見やり、相そう長官は御簾に向かって一礼した。

「おそらく敵に連れ去られたのでしょう。彼女が言っていた真犯人に」

「龍りゆう神じんの太刀たちの主あるじ……か？」

「まず間ま違ちがいなく」

　皇帝がいる場所には常に厚い結界が張られている。それをかいくぐり、結ゆい蓮れんを拉ら致ちした。あんな術まで扱あつかうとは予想外で、完全にしてやられた。

「どこへ連れて行かれたかわかるか」

「いえ……、痕こん跡せきがございません」

「結蓮が赤の天女を継ぐ者だと知ってのことだろうか。そうであるなら一刻も早く捜し出さねばならない」

　皇帝の声に焦あせりがにじむ。

　龍神の太刀の主は封ふう陰いん省でもさんざん捜していた。しかしどんな占せん術じゆつにも占みえず、手がかりすらつかめなかった。その相手が、ついに魔ま手しゆをのばしてきたのだ。

「すぐに手配いたします」

　封陰省に文ふみを出すべく相長官が下官を呼んだ時だった。

　身なりのよい武官が泡あわを食って飛び込んできた。

「こっ、皇帝陛下に申し上げます！」

「どうしたのだ！」

　臨席していた大将軍に一いつ喝かつされ、武官は真っ青な顔で口をぱくぱく動かす。

　異変に気づき、相長官が皇帝の前に出て身構えると、武官はやっとのように声をふりしぼった。

「ただいま報告が入り……っ、雪せつ南なん府ふの軍勢が、皇こう宮ぐうを取り囲んだとの由よしにございます──！」







　第二章　簒さん奪だつ







　目の前が急に明るくなったと思った瞬間、床ゆかに投げ出された。

「……っ！」

　身体を強く打ち付け、息が詰つまる。目がくらみ、視界が揺ゆらぎそうになるのを、懸けん命めいに頭を振ふって散らした。

（ここは……？）

　見えるのは、高級そうな調度や、宝玉をちりばめた帳とばり。身分のある人の私室のようだ。

　術で連れてこられたせいだろうか、ひどく身体が重く、気分が悪い。それでもなんとか結ゆい蓮れんは起き上がった。

（とにかく、状じよう況きようを把は握あくしないと……、っ！）

　太刀があるのを確かく認にんし、立ち上がろうとしたところで、誰だれかがいるのに気がついた。

　はっとして身構えた結蓮に、卓子つくえに寄りかかっていた彼は、いつもの顔で微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、結蓮？　少し乱暴にしてしまったな」

　変わらない朗ほがらかな声が、今はなぜか薄うすら寒く聞こえる。

　結蓮はひやりとしながらも彼を見つめ返した。

「……崇すう怜れい様」

「来るのを待っていたんだが、陛下のところで足止めをくらっていたようだったから。こちらから迎むかえに出向いたんだ」

　屈くつ託たくなく言いながら彼が近づいてこようとするので、結蓮は思わず太刀に手をかけた。油断のない動きで後あと退ずさる。

　まさかこんな形で彼と相対することになるとは思っていなかった。突とつ然ぜんの対たい峙じに、全身から汗あせが噴ふき出す。

「琇しゆう有ゆう様からうかがいました。崇怜様……あなた様がこれまでになさったことのすべてを」

　見み据すえる結蓮を崇怜は少し不思議そうな顔で見ている。何をそんなに怒おこっているのかとでも言いたげな様子だ。

「本当なのですか、崇怜様。あなた様が……」

　続きを言おうとして、できなかった。口にするのが、認めるのが恐おそろしい。

（琇有様のお言葉が真実なら、この方が──！）

　豊ほう家別べつ邸ていに逃げてきた琇有は、遠見の術式で視たことをすべて結蓮に話してくれた。

『ここ何年か、崇怜兄上は都に何度も入られてる。その時のことをたまたま水すい盤ばんで視たことがあるんだけど、兄上はいつも何かを探しておられたんだ。それも、立ち入り禁止の場所ばかり……』

　最初は崇すう怜れいが何をしているのかわからず、気にも留めていなかったという。だが今年に入り、彼が歴代皇こう帝ていの陵りよう墓ぼを次々に訪おとずれ、しかも陵墓内にまで足を踏ふみ入れているのを視みて、さすがにおかしいと思ったらしい。そこで意識して崇怜の動向を視るようになったのだと琇しゆう有ゆうは語った。

「先日も陵墓を訪れておいでですね。そして墓はか守もりの役人に見み咎とがめられ、彼を殺害した──」

　結ゆい蓮れんは崇怜を見据えながら、琇有に聞いたことを追つい及きゆうした。

「琇有様にそれを気づかれたことを知ったあなた様は、副官の蒴さくどのに命じて抹まつ殺さつしようとなさった。しかしそこに孔こう少しよう保ほが来合わせ、彼のことも口くち封ふうじしようとした。それが今回の事件の真相なのですね？」

　崇怜は答えない。ただ穏おだやかにじっと見ている。彼の視線に、結蓮のこめかみを汗が伝う。

「あなた様は、とてつもない呪じゆ力りよくを秘ひめた太刀をお持ちだと琇有様が仰おつしやっていました。もしやそれは──龍神の太刀ではございませんか？」

　蓮れん女によの加護を壊こわすことのできる唯ゆい一いつの得物、破は壊かいの太刀。それを何者かが抜ぬいたと瑶よう花かが言っていた。その人物が四つの蓮女の加護を襲おそい、この煌こう国のことも狙ねらっているのだと。

　琇有から太刀の存在を聞いた時は、さすがにすぐには信じられなかった。崇怜が何を思って陵墓に立ち入り、役人を殺したのかはわからない。もちろん許されないことだが、その件と蓮女の加護襲しゆう撃げきの件が同一人物の仕し業わざだとはとても思えなかった。

　もし彼が本当にその太刀たちを持っているのだとしたら。ここにいるのは、この世界を破壊しようとしている人物なのだ。

（そうだとしたら、黙だまっているわけにはいかない……！）

　緊きん張ちようで張り詰めながら向き合う結蓮を、崇怜はしばらくの間見つめていた。

　ようやく口を開いた彼は、軽く息をついた。

「琇有のことを少し甘く見過ぎていたようだ。一体どのあたりから視ていたのかな」

「……では、本当にあなた様が……!?」

　崇怜が無言のままうなずく。

　その手にいつのまにか太刀が握にぎられているのに気づき、結蓮は震ふるえが走るのを感じた。

　彼の持つ太刀から黒い炎ほのおのような影かげがちらちら立ち上っている。見るだけでも禍まが々まがしさが肌はだを刺さすかのようだ。彼はそれを満足げに見下ろした。

「美しい太刀だろう？　悪い龍りゆう神じんが憑ついているというからどんなものかと思えば、まさかこれほど清せい澄ちような輝かがやきのある太刀だとは。初めて見た時は驚おどろいたよ」

「……崇怜様……」

「だが、抜いてみるとなかなか手て応ごたえがある得物でな。しかしまだ完全には目覚めていないんだ。真の姿になった時に何が起こるのか、想像するとたまらなく高こう揚ようしてしまう」

「そのようなものを手に入れて、一体、何をなさるおつもりなのです……!?」

　楽しげに太刀たちを撫なでている彼に、なじるように問いをぶつける。朗らかで凜り々りしい、誰にも慕したわれていた青年将軍の顔のまま、そんなことを言う彼が恐ろしかった。

　崇すう怜れいは太刀を丁てい寧ねいに卓子に置いた。それを見つめるまなざしはとても優やさしい。

「本当は、琮そう成せいの代わりに太子になろうと思っていた。しかし、いずれ皇帝になることを思うとそれも回りくどい。初めから皇帝になったほうが早いと考え直した」

「……!?」

　耳を疑った結蓮に、彼はまっすぐ視線を向けてきた。

「だから、父上に代わって私が皇帝になる」

　堂々たる宣言──だがそれは罪の告白でもあった。結ゆい蓮れんは絶句し、崇怜を凝ぎよう視しした。

　それだけはあってはならない。他国ならいざしらず、この煌こう国では絶対にしてはいけないのだ。

「なんという……恐ろしいことを……っ！」

　身み震ぶるいする結蓮とうらはらに、彼は平然と微笑んでいる。それがますます禁きん忌きへの恐ろしさと畏おそれをかきたてた。

「あなた様のなさろうとしていることは簒奪です！　煌国では碧へき眼がんの御み子こしか皇位にのぼるのは許されない、それはあなた様もよくご存じのはず！　それに背そむくのはすなわち神意に背くということです！」

「もちろん知っているとも。だが、そもそも誰が決めた決まりだ？　初代皇帝が勝手に定めたことだろう？　碧眼ではない御子が皇位につけば国に災わざわいが起こるなどともっともらしく囁ささやかれているが、本当にそうだとなぜわかる？　今まで誰一人として慣例を破った者はいない、だから本当に災いが起こるかどうかは誰も知らないし証明できない」

　卓子に寄りかかり、彼は淡たん々たんと述べながら腕うでを組む。どこか遠くを見るような目つきをしていた。

「私はそれが知りたいんだよ。もし碧眼でない御子が皇位を簒奪したら、この国は滅ほろびるのか？　子どもの頃ころから気になって仕方がなかった。この答えを知るには、自ら突つき止めるしかないだろう？」

「崇怜様……っ」

「琮成の身に何かあれば本当に龍神が護まもってくれるのかと、いろいろ試ためしてみたよ。確かに、瀕ひん死しの重傷までは負わせても結局は生き残ってしまう。しかしそれが龍神の加護なのか、ただの偶ぐう然ぜんなのか判然としない。だから琮成をどうにかするより、自分が皇位についてみようと思ってな」

　傍そばの水盤の水を指先でかきまぜながら崇怜は言い結んだ。いつもと変わらない横顔を結蓮は凝視する。

「まさか……、五年前、後宮に業ごう焰えんを放ったのは……」

　突然現れた妖よう怪かいに襲われ、皇后と琮そう成せいが重傷を負った事件。女官たちが亡なくなり、結ゆい蓮れんも巻き込まれた。あの凄せい惨さんな現場は今でも脳のう裏りに焼き付いている。

　誰だれかが故意に業焰を放ったのではないかという説を聞いてから、結蓮はずっと憎にくんできた。仲良しの女官の命や大切な人たちとの日常を奪うばった、その『誰か』を。

　崇すう怜れいが目線を戻もどす。

「ああ。私だ」

　その瞬しゆん間かん、身体からだ中の血が逆流するような感覚がした。

　激しい混乱が、やがて怒いかりに変わる。結蓮は目がくらむような思いで太刀の柄つかを握りしめた。

（崇怜様が、殿でん下かを……！）

　あの事件がなければ結蓮は武官になろうなどとは思わなかった。皇后や女官たちに慈いつくしまれ、琮成を兄として慕い、ごく普ふ通つうの生しよう涯がいを送ったかもしれない。今の生き方を悔くやむ気持ちはまったくないが、人生が真逆に変わってしまったのは事実だ。

　崇怜の表情が少し曇くもった。

「そうか。あれにはおまえも巻き込んでしまったのだったな。怖こわい思いをさせてすまなかった」

「……」

　結蓮は必死に怒りを押し殺し、深く息を吐はく。

　彼が探求心旺おう盛せいな人だというのは知っていた。調べものがあるからと国の辺境や他国にまで出かけていったのを覚えている。土産みやげだといって贈おくり物を持ってきてくれる彼を、勉強家なのだなと吞のん気きに思っていた。

　けれどまさか、こんな方向に道を誤ってしまうなんて。

　恐おそろしいのは、彼がみじんも悪意のようなものを見せないことだ。ただひたすら好こう奇き心しんから行動を起こした、そんなふうに見える。

（止めなければ）

　これ以上罪を犯おかさせてはならない。ましてや簒さん奪だつなど言語道断だ。

　煌こう国の武官として、太子の近衛このえとして、なんとしても止める。彼を斬きってでも──。

　すばやく目を走らせる。室内には自分たち以外に誰もいない。今なら、彼の気をそらせればきっと仕留められる。

　柄を握る手に力がこもる。指が震えるのを懸けん命めいにこらえる。

「皇帝にのぼるとなると、皇后が必要になるだろう？　それでおまえを呼んだんだ」

　崇怜は再び水盤に目を落とし、指でかきまぜ始めた。結蓮の怒りに気づいていないかのようにそれに気をとられている。

　結蓮は眉まゆをひそめ、彼をにらみつけた。

「私に、皇后になれと？」

「前から言っている。おまえは私の妻だ」

「嫌いやです」

　見み据すえたまま太刀を抜ぬき放つ。迷わず崇すう怜れいに切っ先を向けた。

「簒奪を企たくらんだ時点で、あなた様は背信者。たとえ皇子様であっても見過ごすわけにはまいりません。皇后だのという戯ざれ言ごとも、聞くだけで不ふ愉ゆ快かいです」

　ゆっくりと崇怜が顔をあげる。結ゆい蓮れんの知らない、暗い笑えみを浮うかべていた。

「照れ屋なのもここまでくると罪だな。だがどれだけ意地を張ったところで、おまえが私のもとに来るのは変わらない」

　結蓮は無言で太刀を構えた。崇怜が軽く苦く笑しようして、水すい盤ばんにまた目を落とす。

「──蒴さく。琮そう成せいは連れてきたか？」

「……？」

　水盤に向かって語りかけたのを不ふ審しんに思って見つめると、彼はさらに続けた。

「そうか。ではその場に捕とらえろ。どんな神通力があるかわからない、幽ゆう閉へいではなく縄なわをかけて監かん禁きんしておけ」

「!?」

　まさかという思いで結蓮は水盤を見た。琇しゆう有ゆうがやっていたという遠見の術式、あれも水盤を通じて外の光景を見ることができたはずだ。

　疑問に応こたえるように崇怜がこちらを見て笑った。

「遠見の術は、私も得意なんだ」

「──っ！」

　結蓮は思わずそれに駆かけ寄った。崇怜がいるのも構わずのぞきこみ、映っている光景に気づいて、息を吞のむ。

　先ほどまでいた朝堂が見える。見慣れない鎧よろいで固めた兵士たちが高官らともみあっていた。あれは確か雪せつ南なん府ふの──崇怜の配下の鎧だ。

　その奥で、眼帯をした黒ずくめの男が琮成や護衛の武官たちを乱暴に捕らえようとしている。

「殿下っ！」

　目にするなり悲鳴がもれた。全身から血の気が引いていく。

　あの会議の場に琮成は臨席していなかった。ということは崇怜の指示で連れてこられたのだろう。これほどの兵士を皇こう宮ぐうに入れているのだから、本格的に簒奪するつもりなのだ。

（昨日今日でこんなことができるはずがない。相当前から計画を立てていたということ……!?）

　皇こう帝ていと太子の身み柄がらを押さえ、武力で皇宮を制圧する。短時間でこれだけのことをしたのは、いつでもできるように準備がされていたからではないだろうか。崇怜の副官の蒴が都へ来ていた理由はおそらくこれだったのだ。

　蒴さくが琮そう成せいに縄をかけるのが見える。結ゆい蓮れんは真っ青になって叫さけんだ。

「殿下！　やめて……っ、やめさせてください！」

　琮成の危機がわかっているのに助けにいけない。狂くるおしいほど焦しよう燥そうがこみあげる。

「結蓮」

　ふいに後ろから抱だきしめられた。水盤にかじりついて見入っていた結蓮はびくりと震ふるえる。

「琮成を助けたいか？」

「……っ、もちろんです！」

「だろうな。私もできればひどいことはしたくない。今はまだ、なるべくここを血で汚よごしたくないんだ」

　物もの憂うげにつぶやくと、崇すう怜れいは結蓮の頰ほおを愛いとしげに撫なでた。

「条件を出そう、結蓮。おまえを信じていないわけじゃないが、契けい約やくを結ぶ形にしたほうが互たがいのためということもある」

「条件……？」

「私の妻になると今ここで誓ちかえ。そうすれば琮成たちは助けてやろう」

　耳元でした声に、身体からだが凍こおりつく。

　皇帝と太子を人ひと質じちにとられた。崇怜はおそらく、〝好奇心〟を満たすためなら二人にどんなことでもするに違ちがいない。

　この状じよう況きようで結蓮に出せる答えは、一つしかなかった。

　震える指から力を抜き、握にぎっていた太刀たちを下げる。切っ先が床ゆかに当たって小さく鳴った。

　怒りをこらえ、唇くちびるをかみしめると、声を押しだす。

「……わかりました。崇怜様の仰おおせのままに──」
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　反乱軍が皇宮に入ったという一報は、すぐさま各地に知らされた。

　皇宮の門が閉まった後だったこともあり、各官府の官かん吏りたちは帰宅していて巻き込まれることはなかったが、会議中だった彼らの上官がそろって反乱軍の人質になってしまい、余計に混乱を引きおこす事態となった。

　そんな中、官吏たちが頼たよったのは朝ちよう廷てい実力者の豊ほう家だった。会議に出席していなかった高官たちが本ほん邸ていに集まり、情報集めに躍やつ起きになっていた。

「皇帝陛下と太子殿下が幽閉されたのは間ま違ちがいないのか!?」

　緊きん急きゆうの執しつ務む室として開放された広間に怒ど声せいが響ひびく。豊家当主であり皇后の父でもある豊諭ゆ迅じんが駆けつけたのだと気づき、集まっていた官吏たちが慌あわてて礼をとった。

「はい、どうやらそのようでございます」

「皇后様はどうしておられる？　やはり質にとられたか」

「そこまではまだわかっておりません。ただ、反乱軍が声明を出しました。雪せつ南なん王おうが皇帝に即そく位いするまでは、皇宮を血で汚すようなことはしない、と……」

「雪南王……！」

　諭ゆ迅じんは憎にく々にくしげにうめいた。

　武勇に優すぐれ人望もある皇子のことは当然知っている。子どもの頃ころから将来を期待され、事情が事情なら太子になってほしかったと一部の者たちがひそかに熱望していたことも。

　もちろん煌こう国の慣例にのっとり、それを実現させようとする者はいなかったし、人気があるとはいえ所しよ詮せんは碧へき眼がんを持たないただの皇子。母親の身分も高くない。諭迅としては警けい戒かいしていなかった。

　だが彼は、恐ろしいことに煌の民たみの常識を軽々と超こえることをしでかしたのだ。

「そもそも、軍は何をしておったのだ!?　いとも容易たやすく反乱軍に攻せめ込まれるとは！」

　雪南府の軍勢が都に入ったという報しらせも聞いていない。皇宮を制圧できるほどの数ならば、都にいれば必ず目に付いたはずだ。

「皇宮の軍が気づいた時には、皇帝陛下のお身柄を押さえられた後だったそうで……、雪南府の軍勢は気取られないよう少人数に分かれて都入りし、手引きされて皇宮内に入ったもようです。どうやら、かなり前からの企みだったようで──」

「……おのれ……！」

　数でいえば皇宮にいる軍勢のほうがはるかに多いだろう。しかし皇帝と太子を押さえられては身動きがとれないというところか。

　碧眼を持つ者は今、煌国に二人だけ。そのどちらもを人質にとられたのだ。煌に生まれた者にとって、碧眼の御み子こを失うことは何よりも恐おそろしい。軍が動けないのも理解できた。

「もっと詳くわしいことがわかればよいのですが……。こちらには、皇宮を脱だつ出しゆつしていらした方がおいでとか？　我々にもお話をうかがえませんか」

「うむ……、少し待たれよ」

　朝堂での会議に出席していた豊ほう家の高官の一人が命からがら逃にげてきたのだ。貴重な情報源である彼を中心に、豊家では一族の緊急会議が開かれているところだった。

　諭迅は渋じゆう面めんで踵きびすを返したが、意外な人物が立っているのに気づき、足を止めた。

「少しよろしいですか。ご老公」

「婿むこどの……」

　正装した季すえ隆たかが、真顔で拱きよう手しゆした。







　屋や敷しき中に慌ただしい雰ふん囲い気きがただよっている。回かい廊ろうを進む間もあちこちから怒ど鳴なり声や応おう酬しゆうが聞こえていた。

「ご無事だったのですな。朝廷にいた官吏は皆みな、人質になったと聞いておりましたが」

　人目を避さけるように声をひそめた豊ほう老人に、季すえ隆たかは軽くうなずく。

「明るいうちに皇城を出てましたので。実は、師し匠しようが会いにきたんです」

「真しん君くんが……!?」

「ええ。それでだいたい話を聞いて。──結ゆい蓮れん嬢じようが六ろく蓮れん天てん女によに選ばれたことはご存じですか？」

　豊老人が険しい顔つきになった。

「先ほど皇城から逃げてきた者から聞きました。しかし、すぐには信じがたい話ですな」

「まったくです」

　季隆は目を据すわらせてつぶやく。釣つり灯どう籠ろうがほの明るくあたりを照らす、その美しい光景ですら腹立たしかった。

（何が六蓮天女だ。勝手に決めやがって）

　そんな八つ当たりのような感情と同時に、ひどく焦あせりを感じていた。

　結蓮は、特に疑問も持たずにそれを受けてしまうのではないか。国のためと言われれば彼女が断るわけがない。平気で自身を犠ぎ牲せいにする娘むすめなのだ。もっとも、本人は犠牲とも思わないだろうが。

「他ほかにも雪せつ南なん王おうは龍りゆう神じんの太刀の持ち主だの、もう荒こう唐とう無む稽けいな話ばかりで……、わしはついていけませぬ」

　豊老人が深々とため息をつく。季隆は表情をあらためて彼に向き直った。

「実は今まで、師匠と一いつ緒しよに別べつ邸ていにいたんです。これからのことについても話すことがあったので。そこで琇しゆう有ゆう皇子に会いました」

「琇有様に？　……そういえば、そのようなことも聞きましたな。雪南王に罠わなにはめられて逃げていらしたとか」

「はい。それで琇有様にもお話を聞いたんですが、龍神の太刀を持っているというのはどうやら本当らしいんです。それを手にした者は人外の力を持つと師匠が言っていました。たぶん、崇すう怜れい皇子はもう人間じゃなくなってると思います」

　豊老人が啞あ然ぜんとして見つめてくる。季隆はうなずいてみせた。

「荒唐無稽と言いたくなるお気持ちもわかりますが、すべて現実のことなんです。ご老公」

「……では……、これは単なる、武力による簒さん奪だつではないということですか」

「反乱を収めるという考えでは勝てないと思います。それで、その太刀について調べたいことがあるんです。ご老公に力を貸していただけないかと思って来たんですよ」

「あ……ああ、さようでござったか……」

　豊老人は茫ぼう洋ようとした様子で再び歩き出した。あまりのことに思考が追いつかないようだ。

　数歩もいかないうちによろめいたので、季隆は急いで支えた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ご気分が？」

　顔色が悪い。人を呼ぼうと見回していると、袖そでをつかまれた。

「結ゆい蓮れんが、結蓮が皇こう宮ぐうに……」

「ええ、戻もどったのは琇しゆう有ゆう様に聞いてます。彼女も人ひと質じちになってるんですか？」

「さ……攫さらわれたと聞いておりまする。先刻届いた文ふみによれば、雪せつ南なん王おうの妃きさきにされるとか……そのような人外の者の妃になるなど……っ」

　季すえ隆たかは愕がく然ぜんと目を見開く。──その話は知らなかった。

　真しん君くんや瑶よう花かは、天女としての結蓮の身を心配していた。蓮女の加護を破は壊かいして回っている龍神の太刀の主あるじなら、彼女を始末することもありえる、と。

　だが考えてみれば、あれほど執しつ拗ように結蓮を欲しがっていた男が今さら見み逃のがすはずがない。そして太子が人質にとられては彼女が拒きよ否ひするわけもない──。

「……おそらく結蓮は拒こばまぬでしょう。陛下や殿でん下かを質にとられてはなすすべがござらぬ」

　豊ほう老人が重々しくうめく。彼にも孫まご娘むすめの今後が予想できたのだろう。

　季隆は、しばし庭の明かりをにらんだ。

　結蓮ならこんな時、どう考えてどう動くか。そして自分は何をしてやるべきか？

「──ご当主、こちらでしたか！」

　回廊を中年の男が駆かけてきた。焦った顔で豊老人を急せかす。

「豊家としての対応を早く出せと使者が来ております！　皆みな動どう揺ようして、収しゆう拾しゆうがつきません！」

　豊老人がカッと目をむいた。大おお股またに歩いていく彼を季隆も追う。

　一族会議が開かれていた別の広間は、豊家の男たちが集まり、熱気に満ちていた。どの顔も青ざめ、うろたえているのが見て取れる。

「ご当主！　皇こう帝てい陛下から勅ちよく使しがまいりましたぞ！」

　入ってきた豊老人を誰だれもがすがるような顔で見つめている。豊老人は彼らを苦々しい顔つきで見回した。

「静まれ！　何が皇帝陛下だ。ただの簒奪者であろう！」

「ご当主っ、お声が高たこうございます！」

「使者に聞かれたらどうなることか……っ」

　しきりに部屋の外を気にしているところを見ると、勅使とやらはあちらのほうに待たされているのだろう。季隆は隅すみに控ひかえながらそちらを見やった。

（この騒さわぎ……当分、豊老公と話すのは無理っぽいか）

　結蓮が妃になる云うん々ぬんを聞いた今、すぐにでも行動に移りたかったが、豊家の出方を見ておくのも今後のためだ。煌こう国一の財力と人脈を持つ彼らがどう動くかでいろいろ変わってくる。

　しかし、季隆のかすかな期待もむなしく、彼らは狼ろう狽ばいしきっていた。

「結蓮との婚こん儀ぎを行うのに豊家の了りよう承しようが欲しいとのことですが……、おそらくは我々の動向を見ておられるのでしょう。逆らえば真っ先に滅ほろぼすという意思表示に他なりません」

「ご当主、一刻も早くお返事を！　結ゆい蓮れんを差し出すだけで助かるのなら容易たやすいことではございませんか」

「さよう、さよう。そんなにあの娘むすめが欲しいのなら、くれてやればよいのです。惜おしがるほどのものではないでしょう」

「雪せつ南なん王おうの気が変わらぬうちに、差し出すべきです。もし他の娘にしたいと言われたらどうするおつもりか」

「むしろ厄やつ介かい払ばらいできるというものでしょう。龍神の太刀たちなどという恐ろしいものを持つ者に、他の娘はやれませぬ」

　そうだ、と同意の声があちこちであがる。豊ほう老人と違ちがって龍神の太刀の存在や威い力りよくを信じているらしく、彼らの意見はすでに一つに固まっているようだ。

　豊老人は厳しい顔で目を閉じている。孫娘を庇かばいたいのはやまやまだろう。しかし彼には当主として豊家全員の身を守るという使命もある。苦く悩のうしているのがありありとわかった。

「ご当主！　もう猶ゆう予よはありませんぞ。ここにいる皆が賛成しているのです。今さら誰が異議を唱えましょうか。ご決断を！」

　周りからも決断を促うながす声が飛ぶ。

　眺ながめていた季すえ隆たかは、はーっと深く息をはいた。

　こんなことだろうとは思ったが、本当に辟へき易えきする。我が慢まんならなかった。

「──ちょっとお待ちを。異議なら大ありです」

　豊家の男たちが口をつぐむ。怪け訝げんそうに声の主を探していた彼らは、季隆を見つけて眉まゆをひそめた。

「なんだ、そなたは。ここは一族会議の場だぞ、何をしにきたのだ」

　朝ちよう廷ていで高官を務める者が横おう柄へいに咎とがめる。顔を見知っていたのだろう。

　季隆は真顔で答えた。

「皆さんの意見に異を唱えに来ました」

「異を唱えるだと……？　部外者が何を言う、そんな権利はない！」

「ありますね。彼女は私の許嫁いいなずけです。勝手に他の男に嫁よめにやられては困ります」

　負けずおとらずの高圧的な調子で堂々と言い返す。あまりの大きな態度に、相手も一いつ瞬しゆん戸と惑まどったようだった。

「結蓮は豊家の娘だ。嫁に出す先は豊家が決める」

「ほー。都合のいい時だけ豊家の娘になるんですか。それはそれは」

　ひらひらと扇せん子すであおぎ始めたのを見て、相手もかちんと来たらしい。顔を真っ赤にして怒鳴りつけてきた。

「皇帝になろうとする方とそなたでは、どちらを選ぶか、考えずともわかるであろう！」

「わかるわけねえだろ。厄介払いとか言ってた人らに、あの子の人生渡わたしてたまるか！」

　急に変わった口調に驚おどろいたのか、相手が口をつぐむ。

　ぱちんと扇子を閉じ、季すえ隆たかは彼らを見回した。

「豊ほう家のことだけ考えてていい時だとお思いなら、皆みなさんちょっと頭が沸わいていらっしゃる。龍神の太刀のことをご存じということは、結ゆい蓮れん嬢じようが次代の天てん女によに選ばれたこともお聞きおよびでしょう。その彼女が敵の手に渡ったんですよ。もし何かあったら豊家の繁はん栄えいどころじゃなくなる。国が滅びて大地が破壊されても、まだそんなぬるい心配をなさるおつもりですか？」

　男たちが怯ひるんだように黙だまり込む。そのことはすっかり頭から抜ぬけ落ちていた、そんな顔だ。

「……だ、だが、どうしろと言うのだ！　その太刀を持つ者に、人間が敵かなうとは思えん！」

　誰かがうろたえた声で叫さけぶと、またもやそれが伝でん染せんしていく。

「そうだ！　結蓮を差し出せば当面の時間稼かせぎにはなる。その間に何か対策を……」

「恭きよう順じゆんの意を示せば、とりあえず我らは助かるのではないか!?　ならばやはりこうするしか」

「こうもあっさりと皇宮を押さえた相手なのだぞ！　どうやって対たい抗こうしろと言うのだ!?」

「いや、だから、それをこれから話そうと思っ……」

　なだめようとしたが、彼らの混乱は止まらない。青くなって言い合っているのを見やり季隆は内心ぼやいた。

（こりゃだめだな）

　当分収拾はつかないだろう。冷静な人物にだけ話をして、あとでまとめてもらうしかない。

　浮うき足立つ豊家の男たちをよそに、豊老人は苦い顔をして考え込んでいる。取り囲む男たちの言葉に耳を傾かたむけている様子はない。

「──ご老公。さっきのお話の続きなんですが。お力を貸していただけますか」

　背後から近づいて耳元に口を寄せると、彼はすぐさま反応した。

「なんなりと」

「腕うでの立つ人を何人かお借りしたいんです。できれば武官を」

「それくらいは容易いことですが……、何をなさるおつもりか？」

「皇宮に乗り込みます」

　あっさりと答えた季隆に、豊老人は目をむいた。
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　黄金でいろどられた絢けん爛らん豪ごう華かな宮きゆう殿でんでは、すでに新皇帝を迎むかえたかのような日々が始まっていた。

　崇すう怜れいは皇帝の住まう御ご殿てんに入り、皇帝の朝服である龍りゆう袍ほうに身を包み、皇帝のごとく振ふる舞まっているという。雪せつ南なん府ふにいた彼の配下たちが指揮をとり、即そく位い式しきの準備が進められていた。

　傍そば付つきの女官からそれを聞いた結ゆい蓮れんは、じりじりとした焦あせりを感じていた。

（このままでは本当に崇すう怜れい様が即そく位いしてしまう。そうなる前に手を打たないと）

　婚こん礼れいまで身体からだを休めろと言われ、同じ御殿の一室に閉じこめられているが、崇怜はあの日以来姿を見せなかった。皇后にふさわしい生活を送るよう強要され、きらびやかな衣い装しようで着き飾かざらされるだけの日々だが、気持ちは少しも萎なえていない。

　崇怜に訊ききたいことが山ほどある。彼と面と向かったら〝やりたいこと〟も。

（お会いできさえすれば、私がなんとかする。してみせる……！）

　大人しくしているふりをして見張り役の隙すきをうかがったり、それとなく外の情報を女官から聞き出したりしてはいたが、こうしている間にも琮そう成せいがどうしているのかと思うと胸がしぼられるようだった。

「──お妃きさき様さま。お召めし替かえを」

　夕方近くになり、女官たちがしずしずと入ってきたので、書き物をしていた結蓮は手を止めた。

　この宮殿ではすでに結蓮は崇怜の妃という認にん識しきになっているらしい。抵てい抗こうはあったが表に出すわけにもいかないので、無表情で従うしかなかった。

　金糸の織り込まれたあざやかな赤の打ち掛かけを着せかけられ、髪かみに真しん珠じゆや玉をちりばめた歩ほ瑶ようが飾かざられる。耳飾りや指輪も極ごく上じようのものばかりだ。

「今日はこれから何か宴うたげでもあるのですか？」

　いつもより豪ごう奢しやな身なりに気づいて訊たずねると、女官の一人が一礼して答えた。

「皇こう帝てい陛下がお渡りになるのでございます。今こ宵よいはこちらで夕ゆう餉げをお召し上がりだとか」

　結蓮は驚いたが、それを押し込めて「そうですか」とうなずいた。

　部屋を整えている女官たちからさりげなく離はなれ、文箱の底を探さぐる。隠かくしておいた小刀を取り出し、何食わぬ顔で袖そで口ぐちに入れた。

　崇怜がやってくる。この好機を逃のがす手はなかった。







　夕餉の席での崇怜は、やはり普ふ段だんと変わったところは見られなかった。

「ようやく夫ふう婦ふになれる日が近いというのに、あまり構ってやれなくてすまないな。結蓮」

　心からそう思っているように表情をくもらせる彼に、食しよく卓たくに向き合った結蓮は淡たん々たんと答えた。

「お忙いそがしいのでしょう。私のことはご心配いりませんので」

「私が寂さびしいんだよ。同じ御殿に住んでいるのに顔も見られないのだからな」

　嘆なげく彼に適当に相づちをうちながら、目の前の食卓を眺める。

　大きな卓子つくえには数え切れないほど皿が並び、そのどれもに贅ぜいを尽つくした料理が載のっている。味はもちろん見た目も美しく、皇帝の食卓にふさわしい彩いろどりを放っていた。

（それなのに、どうしてこんなに色あせて見えるのかしら……）

　最高級のはずの料理も、ちっとも味がわからない。まぶしいほどきらきらしい部屋の調度や内装にも、まったく心が動かされない。

（もっとこぢんまりとしていていいから、賑にぎやかな人と楽しく食べたい。こんなに豪ごう華かでなくていい、素そ朴ぼくな、庭の畑でとれたものを調理したような食事がいいのに）

　ぼんやりと考えていたが、ふと気づいて目を伏ふせた。

　無意識に思い浮かべたのは、別べつ邸ていでの日々そのものだった。

　季すえ隆たかが作った畑で根菜や菜葉を一いつ緒しよに収しゆう穫かくしたこと。彼の手によってそれらが見たこともない料理になっていくのに感動したこと。小さな従者たちと皆で料理の蓋ふたが開けられるのをわくわくして待ったこと。おいしいと感想を述べた時の、季隆の優やさしい笑え顔がお──。

　次から次に思い出される。遠い昔のことのように、ひどく懐なつかしい。

　金粉の浮かんだ羹あつものを匙さじで口に運びながら、そっとため息をつく。

（季隆様のお粥かゆが食べたい……）

　どんな術を使ったのだろうと不思議に思うほど温かくておいしかった。こんなことになるのならもっとちゃんと教わっておけばよかった。

（いつか私が作って差し上げたかった……）

　おそらくもう二度と戻もどらない日々。だからこんなに胸が苦しいのだろうか。
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「結ゆい蓮れん」

　名を呼ばれ、はっとして顔をあげる。

　崇すう怜れいがじっと見つめているのに気づき、ぎくりとした。

「箸はしが進んでいないな。口に合わないか？」

「いえ……、あまり動かなくなったものですから、お腹なかが空かないのです」

　動どう揺ようを悟さとられないよう、目を伏せて控ひかえめに答える。それは噓うそではなかった。

　母の形見の太刀たちはもちろん、他ほかの武器もすべて取り上げられ、日課の鍛たん錬れんも禁じられている。やることがなくて毎日困っているのだ。

「それは可哀かわい相そうなことをしてしまったな。もう少し辛しん抱ぼうしてくれ。即位して時間ができれば私が鍛錬につきあってやる」

「ありがとうございます」

「また昔のように鍛きたえてやろう。おまえは覚えがいいから教え甲が斐いがある。久々に楽しみだな」

「おそれいります」

　懐かしそうに笑う崇怜に相づちを返しながらも、結蓮は少しも同意できなかった。

　以前だったら一緒に懐かしめたかもしれない。だが今は当時を思い返すことすら苦痛だった。

（信じていたのに。あの時にはすでに、崇怜様は殿でん下かを……）

　突とつ然ぜん稽けい古この相手を要求してきた小こ娘むすめを笑って許してくれて、快く受け入れてくれた。熱心に、誠実に稽古をつけてくれた。噂うわさ通りの立派な武人だと尊敬していた。

　けれども彼は、琮そう成せいのいた後宮に妖よう怪かいを放って殺そうとした張本人だったのだ。

　何も知らず、琮成のため強くなろうと修しゆ行ぎように励はげんでいた。憎にくい仇かたきに稽古をつけてもらっていたなんて滑こつ稽けいすぎて笑い話にもできない。

　自分で自分を抑おさえつけていないと、ふとした瞬しゆん間かんにどす黒い感情がこみあげそうになる。今もそうなりかけたのを深呼吸して堪こらえ、顔をあげた。

　崇怜が見つめていた。目が合うと、彼は口元に笑みをたたえて席を立った。

「食が進まぬようだし、今宵はここまでにしよう。少し休もうか、結蓮」

「……はい」

　女官たちが機き敏びんに配置につき、寝しん所じよへ繫つながる通路へと彼を案内する。それに自分も続きながら結蓮は袖の中で小刀を握にぎりしめた。







　寝所の中は、半分ほど明かりが落とされていた。

　甘い香かおりの煙けむりがただよう室内に入ると、崇怜はごろりと寝しん台だいに横になった。

「おまえも来い」

　手招きされ、結蓮はうなずいて寝台に腰こし掛かける。女官たちが逃にげるように出ていくのを見ていると、崇すう怜れいが膝ひざの上に頭を載せてきた。

「こんな柔やわい枕まくらで毎晩眠ねむったら、さぞかし快かい眠みんできるだろうな」

　見上げてきた彼が笑う。結蓮もなんとか微び笑しようを返し、言葉を探した。警けい戒かいされないためにも会話は続けなければ。

「そんなにお忙しくては、あまりお休みになれないのではありませんか？」

「ああ。だが近ちか頃ごろはそれほど眠らなくてもいいようになったんだ」

「そうなのですか？」

「体質のせいかな。まあ私はどちらでもいいが」

　さらりと言われた言葉が一いつ瞬しゆん引っかかった。

（体質のせい……近頃になって変わられたということ？　龍りゆう神じんの太刀を抜ぬいた件と関係があるのかしら）

　彼がそれを持っているというのは知っていても、詳しよう細さいまではわからない。とりあえず頭の隅すみに刻みつけておくことにする。

「即そく位い式しきの準備というのは大変なのですね」

「事前の儀ぎ式しきがかなりあるそうだ。私は省略するつもりだが」

「え……、ですが、それでは即位式の意義が」

「いいんだよ。そういう形式には興味がない」

　いつのまにか崇怜は目を閉じていた。居い心地ごこちよさそうにくつろいでいる。このまま眠ってしまいそうな体勢だ。

　世間話を続ければ本当にうたた寝ねしてしまうかもしれない。せっかくの好機だ、無む駄だにしたくない。訊ききたかったことを訊くことにした。

「──本当に即位なさるおつもりですか？」

　彼が反乱を起こしてからずっと抱いだいていた疑問をぶつけてみる。

「崇怜様は皇位に興味などお持ちでないと思っていました。武人としての生き方に誇ほこりを持っていらっしゃるように見えましたから」

　崇怜は目を瞑つぶったまま、片かた眉まゆだけ軽くあげた。

「よく見ているな」

「……あなた様を尊敬していましたので」

　彼は少し黙だまったが、やがて静かに微笑ほほえんだ。

「そのとおりだ。皇位自体に興味はない。──権力者になることに興味がない、というほうが正しいか。私が皇位に就ついた後でどんな事態が起こるかについては大いに気になるが。だが、実際に即位するつもりはなかったよ。少なくとも最近まではな」

「ではなぜこのようなことを？　何が目的でいらっしゃるのですか？」

　彼は龍神の太刀の主あるじとなり、世界を破は壊かいしようとしている。だがそれならば皇位を手に入れる必要はなかったはずだ。これから破壊を目もく論ろんでいる国の頂にのぼってどうしようというのか。

　ふいに、崇すう怜れいが瞼まぶたを開けた。

「おまえだよ」

「……え？」

「おまえのために皇こう帝ていになるんだ」

　見上げてくる彼はもう笑っていなかった。どういうことかと戸と惑まどう結ゆい蓮れんを、真顔で見つめている。

「おまえが私になびかないのは琮そう成せいがいるからだ。琮成が碧へき眼がんの太子で、いずれ皇帝になる存在だから、煌こうの民たみである自分は仕えなければならない。そう思っているのだろう？」

「それ、は……、煌に生まれた者なら当然のことです」

「だが、琮成が太子でなかったらどうだ？　碧眼を持って生まれたのが私だったら、おまえは琮成に向ける愛を私に向けたはずだ。それがおまえの忠誠ならば。私が太子でないがゆえにおまえは私を見ない。そうだろう？」

　目を瞠みはって見下ろす結蓮に微笑むと、彼はそっと手をのばした。

「だから琮成に代わって太子になろうと思った。いずれ皇帝になるのだから、初めからこうしても問題あるまい。おまえは太子を愛し、皇帝を愛する。おまえの心を手に入れようと思ったら、その位に就くしかないじゃないか」

　頰ほおに愛いとしげに指が触ふれる。苦く笑しようするような笑えみを向ける彼を、結蓮は呆ぼう然ぜんと見つめ返した。

　いつも朗ほがらかで人々に愛されていた彼にも表に出せない葛かつ藤とうがあったのではと、反乱を起こした理由をそんなふうに考えていた。父皇帝や弟太子への不満、もしくは豊ほう家に対する不満が高まっての簒さん奪だつという行こう為いだったのかと。

　けれど、そうではなかった。もっと単純で恐おそろしい理由からだったのだ。

「……では……、崇怜様が反乱を起こされたのは、私のせいだと……？」

　崇怜が目を細める。結蓮の頰をなでる仕草は肯こう定ていを表しているようだ。

「おまえさえ手に入れられれば、皇位などどうでもいい」

　甘やかな言葉なのに、ぞっと背筋が冷えた。

　たかが女一人を手に入れるために、国の転てん覆ぷくを謀はかるなんて。これがあの輝かがやかしく快活な皇子将軍なのだろうか。以前と変わらない笑顔なのに、見知らぬ怪かい物ぶつのように得体が知れない。

（私が崇怜様の求きゆう婚こんを断り続けたせいで……そのせいでこんなことになってしまった……！）

　太子のため、そして自分のために武官を続けたかった。崇怜の求婚を受けなかったのはそれが理由だ。だが結局はその思いが仇あだになってしまった。

　他者からすれば、なぜこれくらいのことでという動機。けれど崇怜がそのために反乱を起こしたのは事実なのだ。琮成が窮きゆう地ちに陥おちいったのは自分のせいだ──それを知って、初めて結蓮は求婚を断ったことを後こう悔かいした。

（受け入れていればこんなことにはならなかったかもしれない。私が崇すう怜れい様の道を踏ふみ外させてしまったの？）

　自分の判断は間ま違ちがいだったのか。そう思うと恐ろしさに押しつぶされそうになった。だが、懸けん命めいに気持ちを落ち着かせた。

（そうだとしたら私が挽ばん回かいしなくては。せめて陛下や殿下をお救いしなければ）

　結ゆい蓮れんが欲しくて反乱を起こし、手に入れれば皇位はいらないと彼は言った。ならば、人ひと質じちを解放してもらえる余地はある。ひそかに息を吸い込んだ。

　彼の目をしっかり見つめながら口を開く。

「あなた様の妻になります。いいえ、ここにいる時点ですでに妻になっています。どこへなりとも一いつ緒しよにまいります。ですから、もうこんなことはおやめください」

「……」

「お願いします。どうか、囚とらわれた方々を解放してくださいませ。そして二人で国を出ましょう。いつまででもついてまいりますから」

　崇怜は黙って見つめている。疑っているのだろうか、どこか感情のないまなざしだった。

　やがて、ゆっくりと身体からだを起こした。振ふり向いた彼が微笑みを浮うかべる。

「それではだめだ」

「……っ!?」

　いきなり、寝しん台だいに押し倒たおされた。結蓮はとっさに起き上がろうとしたが、それより早く崇怜が覆おおい被かぶさってきた。

「おまえの言葉には心がない。私を心から愛するようにならなければ、その願いは聞けないな」

　予想外のことを言われ、結蓮は凍こおりつく。

　妻になると自分で言った以上、そして琮そう成せいたち人質のことを考えると、崇怜を押しのけることができなかった。身体を硬かたくして彼を凝ぎよう視しする。

「そんなことはありません……本当に愛しています」

「噓うそはいけない。おまえの正直なところが好きなのに、そんなことを言われると悲しいぞ」

「噓ではありません、私は本当に」

「いいや、噓だ」

　少し悲しげな笑みを浮かべ、彼は結蓮の頰をなでた。

「まだ恋こいも知らない乙女おとめだったのに。いつのまにかおまえは私の知らないところで特別な相手を作ってしまった」

「……？　一体なんのお話ですか、崇怜様」

「そう、自分でも気づいていない。だからこそ無意識の想おもいは純じゆん粋すいで美しいんだ。どうしておまえがあんな男に惹ひかれたのか、私には少しも理解できないが……」

　頰をなでていた手が首に添そえられる。絞しめられるのではと結ゆい蓮れんは緊きん張ちようしたが、崇すう怜れいはそうはしなかった。そっと顔を近づけてくる。

「〝御み使つかい様〟への文ふみに書いていただろう？　婚こん約やくを解消してほしくない、もう少し許嫁いいなずけでいてほしい、と。普ふ通つう、好きでもない男のことを誰だれかにそんなふうに話すものかな？」

「……」

「それからのおまえはあの男のことばかり口にしていたな。あの男の前では言いたいことを言い、楽しそうに笑っていた。琮そう成せいのことだけ見ていたおまえが──。相手が琮成だから見み逃のがしていたのに、おまえはいつのまにか他ほかの男を見るようになった……」

　結蓮は血の気が引くのを感じた。

　季すえ隆たかのことを言っているのだとやっと気がついたのだ。

　崇怜の瞳ひとみに、それまではなかった憎ぞう悪おのようなものが浮かんでいる。季隆に何かするつもりかもしれない。そう直感し、思わず叫さけんだ。

「違ちがいます！　私は、季隆様をそんなふうには見ていません」

「それも噓だ」

　いつもの顔に戻もどった崇怜が即そく座ざに否定する。首に添えられていた手が下へおりた。

　しゅるり、と紐ひもが解かれる音が響ひびく。

　自分の衣ころもが奏かなでた音だと気づき、結蓮はぎくりとした。打ち掛かけをはだけられるのを感じ、硬こう直ちよくする。
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　皇帝を名乗る男と彼の妻になると宣言した女が二人きりで寝台にいる。その意味がわからないほど間ま抜ぬけではない。

（……どうしよう）

　崇すう怜れいの手は躊躇ためらいがなかった。下に着込んだ衣の留め具がぽろぽろと外されていく。このまま行けばどうなるか考えて、さすがに結ゆい蓮れんは動どう揺ようした。

（どうする──？）

　思い切り抵てい抗こうすればきっと逃にげられるだろう。それくらいの体術は習得しているし、自信もある。

　だが、身体が動かなかった。怖こわいのではなく、迷ったからだ。

（このまま隙すきをうかがえば、油断したところを突つけるかもしれない）

　そのために自分を殺してされるがままになる。好きでもない相手、ましてや憎にくい相手に。

（でも、これは好機──）

　首の下や肩かたのあたりに風を感じた。肌はだがあらわになるところまで脱ぬがされたと察し、覚かく悟ごを決めてぎゅっと目を瞑つぶる。

（少しだけ我が慢まんすれば……！）

　こんなことをしたと知れたら御使い様に叱しかられるだろう。いや、むしろ知られたくない──。

　ふっと、鼻先に息がかかった。

「自分でもわかっただろう？　噓をついていると」

　瞼まぶたを開けると、すぐ目の前に崇怜の顔があった。

　その指し摘てきにどきりとしながらも、結蓮はまっすぐ見つめ返す。

「──いいえ。妻ですからこれくらい当然のことです」

　そっと右手を動かし、じりじりと袖そでの中に引っ込める。仕込んだ小刀に指が触れた。

　うなじに触ふれられてびくりとしつつも、視線はそらさなかった。自分に注意を引きつけておかなければならない。右手の小刀を悟さとられてはいけないのだ。

　気づいた様子もなく、崇怜は少し苦く笑しよう気味に見下ろしている。

「強ごう情じようだな。素す直なおで正直なおまえが好きだったのに。困ったものだ」

「申し訳ございません。しかしこれが今の私なのです」

　そういえば季すえ隆たかにも『強情だ』とよく呆あきれられた。なぜかそんなことを思い出しながら、結蓮は袖の中で小刀を握にぎりしめる。

　あとは、いかに隙を突けるかだ。

　反逆者とはいえ、相手は皇族。琮そう成せいのことを思えば手にかけるのに躊躇いはないが、やはりどこかで怯おびえているのだろうか。柄つかを握る指が震ふるえる。

　顔には出すものかと唇くちびるを引き結び、視線をそらさない結蓮に、崇怜は微笑ほほえみかけてきた。

「仕方がないな。では、強情な我が妻よ。私に教えてくれるか？」

　言うなり、彼は結ゆい蓮れんの着物の肩かた口ぐちをつかむと一気に下へずり下ろした。

（なっ……！）

　肩も腕うでも胸まであらわにされ、さすがに度ど肝ぎもを抜ぬかれる。こうも乱暴にされるとは予想外で、思わず逃げようともがいた。しかし右手をつかまれ、寝台に押しつけられる。

（……っ、小刀が！）

　袖の中で指から離はなれてしまった。気づかれたかと結蓮は息を吞のんだが、胸に冷たい感かん触しよくが当たり、びくりとして目をやった。

　崇すう怜れいの手が胸に触ふれている。──ぞっと悪お寒かんが走った。

　触さわらないで、と叫びそうになるのを懸命に堪こらえる。取り乱しては負けだ。考えなければ。

　けれどこのままでは隙を突いて攻こう撃げきできない。焦あせりで冷や汗あせが噴ふき出す。

「……こんなにはっきりと印が出るのか」

　ぽつりと崇怜がつぶやいた。

　はっとして視線の先を追うと、彼は結蓮の胸をじっと見つめていた。触れられているのは、蓮花に似た痣あざのあるあたりだ。

　天てん帝ていの御み印しるし花ばな、彩さい玉ぎよく蓮花。六ろく蓮れん天てん女によになることを生まれながらにさだめられた乙女の証あかし。

　それを彼が確かく認にんしている──。

「美しい印だ……。赤の天女を継つぐ乙女よ」

「！」

　顔をあげた崇怜の瞳が、高こう揚ようしたように輝かがやいている。

「さあ、教えてくれ。おまえに役目を言い渡わたした天女はどこにいる？」

　結蓮は必死に表情を隠かくした。動揺を悟られてはいけない。

（やはりそれが目当てだったのね……！）

　各国の蓮女の加護を襲おそった龍りゆう神じんの太刀たちの主あるじ。同じように煌こう国の赤の石柱を護まもる瑶よう花かを狙ねらっていたのだ。

「存じません」

　目線をそらさず声を押し出す。崇怜が顔をくもらせた。

「そんなはずはない。また私に噓をつくのか？」

「噓ではありません。本当に知らないのです」

　実際、瑶花の居所は知らされていない。六蓮天女の話を聞かされたのはつい先日のことなのだ。石柱のもとに誘いざなわれたのも彼女の術によってのことだし、たとえ案内しろと言われても無理な話だった。

（たぶん皇こう宮ぐうのどこかにおいでだとは思うけれど、崇怜様はそれすらご存じないはず。めったなことは言えない）

　事実だとわかったのか、崇すう怜れいは軽く息をついただけでそれ以上追つい及きゆうしなかった。何か考えるかのように黙だまり込んでしまう。

　この隙にと結ゆい蓮れんは空いた左手で衣ころもをかきあわせようとした。しかしすぐにその手もつかまれ、そのまま指に口づけられた。

　触れる唇の感覚に、ぞわりと背筋が冷える。

（しまった。これじゃ動けない！）

　両手をふさがれて焦る結蓮を、崇怜が憐あわれむように見下ろす。

「おまえは利用されているんだ。赤の天女にも、父上にも。さらに言うなら天帝にも」

「……え？」

「おまえが龍神の娘むすめだから。その素質や力を当てにして天女に仕立てようとしているんだ」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかった。

「龍神……？」

「なんだ。知らなかったのか？」

　意外そうに目を見開き、崇怜は言った。

「私の中にいる黒こく龍りゆうがおまえをうらやんでいるぞ。龍りゆう王おうの公主ともなれば、さぞやすばらしい姿と神通力を持っているだろう、とな。──本当に何も気づいていなかったのか？」

「……」

　思い当たる節はいくつかある。

　蒼あおく変色する血が流れていることや胸を一ひと突つきされても死ななかったことから、人間ではないというのはわかっていた。母が残していった従者たちが人外の者であることも知っていたし、受け入れていた。けれども、まさか。

（龍神……？　私が？　でも、どうして……）

　祖父は普ふ通つうの人間のはずだ。父と母、どちらかが龍神ということなのか。そもそも龍神だというのならなぜ自分はこんなところで生きているのか？

　誰だれもそんなことは教えてくれなかった。祖父も、母も、伯母おばも、従者たちも。

　混乱していると、頰ほおをなでられた。そっと声が降ってくる。

「私はおまえの龍神としての力も含ふくめて愛している。龍としてのおまえも欲しいんだ」

　崇怜が愛いとしげに見つめている。指が唇に触れ、彼が目を細めたのが見えた。

「言っただろう？　身体からだも心も魂たましいも、すべて欲しいと」

「……」

「人間どもなど捨て置けばいい。私と一いつ緒しよになろう、結蓮。私もおまえと同じ、龍神だ」

　呆ぼう然ぜんと黙り込む結蓮に誘ゆう惑わくの囁ささやきをすると、崇怜はおもむろに身体を起こした。

　思い出したように結蓮の右の袖そで口ぐちから小刀を抜き出し、薄うすく微笑む。

「私のことを心から愛するようになるまで、無む理り強じいはしないよ。そんなふうに手に入れてもつまらないからな」

「！」

　最後にもう一度顔を近づけ、彼は囁いた。その響ひびきに、ぶるりと震えが走る。

　優やさしいことを言われたはずなのに、なぶられたような心地ここちがした。

　崇すう怜れいが寝しん台だいを下りて部屋を出ていく。扉とびらが閉まるのを見届けると、結ゆい蓮れんはよろよろと起き上がった。震える指で衣の前をかきあわせる。

（しくじってしまった。でも、次こそは必ず……！）

　無理やり自分を鼓こ舞ぶしようとしたが、なかなか気持ちが落ち着いてくれない。

　一難去ったとはいえ心底安あん堵どする気には到とう底ていなれなかった。また同じ状じよう況きようになった時のことを思うと正直なところ自信がない。

（今の崇怜様の力は以前とは比べものにならない。勝てるのかしら……）

　ここを出て琮そう成せいを助けるためには、崇怜に勝つか、もしくは彼を愛して琮成の解放を請こうか。どちらかしか道はない。

（勝たなければ。他ほかに道はない！）

　そうだ、勝たなければここから出ることは敵わない。彼を愛することなどこの先永遠にあるはずがないのだから。

　だがそれはつまり、彼から永遠に逃にげられないということではないか。ふとそんな予感がかすめ、結蓮はぎゅっと衣を握にぎりしめた。

　怖こわがってはいられない。ここを出るのも、琮成を助けるのも、今は自分だけが頼たよりなのだ。







　第三章　牢ろう獄ごくの再会







　軒のき先さきに下がる釣つり灯どう籠ろうが、池の水に明かりを落としている。

　部屋のすぐ下に池が広がるこの宮きゆう殿でんは、もとは月見の宴うたげなどのために作られたものらしい。父皇こう帝ていはあまり使わなかったようだが、崇すう怜れいは気に入り、大たい抵ていの時間をここで過ごしていた。今では配下に指示を出すのもこの部屋からだ。

　龍神の太刀を抜ぬいてから、水場の傍そばを好むようになった。だからここが落ち着くのかもしれない。

　静かなひとときに、鎧よろいの奏かなでる無ぶ粋すいな音と声が割り込んだ。

「皇帝陛下に申し上げます。蒴さく将軍より報告状がまいりました」

　張り出し窓の欄らん干かんにもたれ、水に手を浸ひたしていた崇怜は、振ふり向きもせず答える。

「読め」

「はっ！　──先帝と太子は別の場所に監かん禁きんし、仰おおせのとおり太子はすぐに引き出せるところに置いたとの由よし。封ふう陰いん官かんも引き離はなしてあるとのことにございます」

「引き続き監かん視しを」

「は！」

　鎧の音が忙せわしなく部屋を出て行く。かと思ったら、別の足音が近づいてきた。

「皇帝陛下に申し上げます！　皇こう宮ぐう内におります武官につきましてご報告を」

　崇怜は無言で促うながす。兵士が読み上げる報告状を聞きながら、月の浮うかぶ夜空を見上げた。

　すでに雪せつ南なん府ふの配下たちにとっては〝皇帝陛下〟になっているようだが、そう呼ばれても大して心が弾はずむこともなかった。国の頂にのぼったという高こう揚よう感かんもない。むしろ、ちっぽけなものだというのを実感したくらいだ。

（欲しがるほどのものでもなかったな）

　将来を期待され、碧へき眼がんの弟と比べられて同情された少年時代。あの頃ころは玉座から見える景色はどんなものかと知りたくて仕方がなかった。ただそれだけのために皇帝の座に憧あこがれ、太子である弟を排はい除じよできないかと妖よう怪かいに襲おそわせたりもした。

　結ゆい蓮れんと出会ってからは、彼女が一心に想おもう弟のことが別の意味でも疎うとましくなった。とはいえ憎にくんでいたわけではない。羨うらやましかったのだ。

　けれども今はもうどうでもいい。

（これと、結蓮さえいれば──）

　膝ひざに置いた龍りゆう神じんの太刀たちに、そっと指を這はわせる。

　この太刀が望みを叶かなえてくれる。結ゆい蓮れんと自分を一つにしてくれる──。

　低く鳴く太刀を撫なでてやりながら、思わず笑えみがこぼれた。

「その時までに、結蓮の心を変えておかねばな……」

　彼女の心に居座ろうとしている男を取り除く。実に簡単なことだ。

　兵士が出ていき、静けさを取り戻もどした室内に、三み度たび鎧の鳴る音が近づいてきた。

　回かい廊ろうから部屋へと入ってきた足音が、きびきびと立ち止まる。

「──皇帝陛下。豊ほう家当主より緊きん急きゆうのお文ふみが届いております」

　落ち着いた声での報告に、崇すう怜れいはいつものように促した。

「読め」

「……おそれながら、陛下御おん自らお目をお通しいただきたいと申しております。結蓮様の処しよ遇ぐうに関し、極ごく秘ひにお伝えしたいとのことで」

　崇怜はゆっくりと振り向く。相変わらず自分たちを特別だと思っているらしい豊家の者たちを不快に思ったが、わざわざそう言ってきたのは気になった。太刀を置いて窓辺を離れる。

　今さら豊家の反応になど興味はない。ただ、結蓮を冷れい遇ぐうしてきた一族を彼女の前にひれ伏ふさせてやることだけが目的で使者を送ったのだ。極秘に伝えることとはなんだろう。

　膝をついて書簡を捧ささげている兵士からそれを受け取り、繙ひもといた。

　ずいぶんと長い文だった。結蓮を差し出すこと、豊家一門は新皇帝に従うこと──それらが言葉を変えながら延々と書き連ねてある。

（なんだ？　このくだらない文は）

　どこが緊急で極秘なのかと、眉まゆをひそめた時だった。

　顔を伏ふせて控ひかえていた兵士がふいに立ち上がった。目にもとまらぬ速さで太刀を抜き放ち、振りかぶって斬きりかかってくる。

「！」

　反射的にそれを受け止めた崇怜は、意外な思いで兵士の顔を見やり、目を見開いた。

「っと……、やっぱ剣けん術じゆつじゃ敵わねーか。おさすがです、雪せつ南なん王おう様」

　兜かぶとの眉ま庇びさしからのぞく顔が、不敵な笑みを浮かべる。

　崇怜は驚おどろきのあまり絶句したが、やがて、こみあげる愉ゆ快かいさにたまらず薄く笑った。

　結蓮の心を盗ぬすもうとしている男が──〝獲え物もの〟が、自らやってきたのだから。
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　振り下ろした太刀は難なく受け止められた。それも、素す手でで。

（これでも渾こん身しんの力でやってんだけどな）

　指で刃やいばを挟はさんだまま平然とこちらを見ている崇怜に、季すえ隆たかは内心舌を巻いた。

　実際に目にして実感する。こんなことが普ふ通つうの人間にできるはずがない。これも龍神の太刀の力なのだろう。

　すばやく目を走らせれば、窓辺に太刀が立てかけてあるのが見えた。

「……あれが噂うわさの、龍神の太刀ですか？」

　崇すう怜れいも同じようにそちらを一いち瞥べつする。その間、受けられた太刀はびくともしなかった。

「興味があるか？」

「ぜひ拝ませていただきたいですね」

「やめたほうがいい。目がつぶれるぞ」

「それはそれは。そんな凄すさまじい太刀、一体どちらで手にいれられたんです？」

　崇怜が、ふっと笑う。彼が軽く指に力を入れたと思った瞬しゆん間かん、季すえ隆たかの握っていた太刀の刃が粉々に砕くだけ散った。

　啞あ然ぜんとなる季隆を、彼は笑って見ている。

「なるほど。身上調査に来たというわけか」

　ほとんど柄つかだけになってしまった太刀を手に、季隆は肩かたをすくめた。さりげなく間合いをとる。話は聞きたいがいきなり攻こう撃げきされてはたまらない。

「興味があるのは本当です。私も呪じゆ禁ごん師しの端はしくれ。伝説の霊れい刀とうと聞けば食指が動きます」

「残念だが面おも白しろい話は聞かせられそうにないな。運命的な出会いだったというわけでもない。気づいたら傍にあったんだ」

「充じゆう分ぶん運命的だと思いますがね……。普通の人間に使いこなせるものじゃないのに、すっかり馴な染じんでいらっしゃるようですし。ずいぶん長いお付き合いなのでは？」

　龍神の太刀がどこにあったのか、そして彼はそれをどうやって見つけたのか。それは大いに興味があるところだ。

　意外にも崇怜ははぐらかすこともなく、ごく自然に会話を続けていた。

「付き合い自体は長いほうだな。だが初めはこれが龍神の太刀だとは知らなかったんだ。いろいろとけしかける声が聞こえても、自分の心がつぶやいているのだと思っていた。まさか龍神に誘ゆう惑わくされていたとは」

「何をけしかけられたのです？」

「それは君のほうが詳くわしいだろう？　封陰省の書庫に記録が残っているじゃないか。業ごう焰えんを放ったり、内ない宮ぐうで侍じ官かんや女官の変死事件が続いたり、玉ぎよく嬉きに官かん吏りを取り殺させたり……、多すぎて覚えていないな」

　彼はつまらなそうに言い、手に残っていた刃の欠片かけらを握にぎりつぶした。

　今さら過去の悪事を隠かくすつもりはないらしい。季隆はじっと見つめ、彼の言葉を反はん芻すうする。

「驚きましたね……。五年前、業焰を後宮に放ったのは雪せつ南なん王おう様だったんですか」

　あの時の凄せい惨さんな光景はよく覚えている。結ゆい蓮れんの怯おびえた顔や、安あん堵どのあまり見せた涙なみだも。

　思えば彼は季すえ隆たかの中では最初から容疑者の一人だった。皇こう帝ていの御み子こなら神通力を持っている。だからその中の、力の強かった者が犯人なのではないかと思っていた。しかしまさか龍神の太刀を持っていたとは、さすがに想像もできなかった。

「しかし、なぜまたそんなことをなさったんです？」

「さて。詳しくは忘れてしまったが……、軽い実験をしたというところか」

　崇すう怜れいは気だるげに長なが椅い子すに腰こしをおろす。ふと唇くちびるをつり上げた。

「だが業ごう焰えんにしたのは失敗だった。もう少し格上の妖怪だったら、さすがの太子も仕留められただろうに」

（おいおい……）

　弟をあんな目に遭あわせておいてそんな感想か、と内心引いてしまう。駆かけつけるのがあとほんのわずかでも遅おそかったら琮そう成せいは命を落としていた。だが崇怜にとってはどうでもいいことらしい。

「ではあれは、太子殿でん下かのお命を狙ねらってのことだった、と」

「琮成を襲えば赤の天てん女によが現れるかもしれないと、けしかけられたのでね」

　つまり、その時にはもう龍神の太刀を持っていたということか。その事実を頭に刻みつける。

「雪せつ南なん王おう様もお人が悪い。そんな昔から六ろく蓮れん天女のことをご存じだったなんて。琇しゆう有ゆう様に聞いたと仰おつしやったのは噓うそだったんですか」

「噓ではないよ。琇有も知っていたはずだ。私が蓮女の加護に接せつ触しよくしていたのを水すい盤ばんで見たのだから。単に気づいていなかっただけだろう」

（つまり噓じゃねーか）

　微び妙みように話がかみ合っていない。とにかく、たまたま崇怜の秘密を知ってしまった琇有は、知られたことに気づいた兄によって抹まつ殺さつされかけた、ということのようだ。

「それで、けしかけられて悪事に手を染められたということなんですね？」

「悪事？　人聞きが悪いな。そんなものをした覚えはないぞ？　実験だと言っただろう」

「連続変死事件の真相は、都合の悪いところを見られて口くち封ふうじなさったということなのでは？」

　変死事件の記録は確かに残っている。おそらくは琇有の時と似たような経けい緯いなのだろう。

　笑っただけで答えない彼に、さらに追つい及きゆうを重ねる。

「もしや、華か瑛えい様の許嫁いいなずけでいらした璉れん国の皇子に神かみ憑つきの太刀たちを渡わたしたのもあなたですか？」

　公主華瑛は、許嫁からもらった懐かい剣けんに封ふうじられていた妖よう怪かいに取り憑かれ、一時は命も危あやうかった。許嫁だった皇子いわく、朝ちよう廷ていに来た頃ころに誰だれかにもらったのだと言っていたが。

「確か──深しん撚ねんだったか」

　あっさりと崇怜は認めた。懐なつかしさすら感じているような顔で。

「あの頃はいろいろ試ためしていたのでな。だがあれは不発に終わったんじゃなかったかな？」

　罪悪感など欠片もない、まるで世間話をしているかのような口調だった。

　背筋が寒くなる。朗ほがらかで爽さわやかで凜り々りしい男前の皇子様が、まさかこんなに壊こわれた人だったとは思わなかった。

「……玉ぎよく嬉きの事件も、〝実験〟だったということですか」

　玉嬉がらみで最初に官吏の変死が続いたのも五年前だった。親友の景かげ親ちかが命を落としたあの時のことは嫌いやでも忘れることができない。

「玉嬉か。もう少し使えるやつだと思っていたんだが……。必ず父上に取り入って殺すからと言ったくせに、まだ見習いの封ふう陰いん官かんにやられてしまった。あげく、力を回復するまで匿かくまってくれと逃にげてきたんだぞ。国を滅ほろぼす魔ま性しようの妖怪が、聞いて呆あきれる」

「……さようで」

　かろうじて笑えみを貼はり付け、季すえ隆たかは怒いかりを押し殺した。

　景親を死に追いやった男が目の前にいる。八つ裂ざきにしてやりたかったが、深々と息をついてそれを堪こらえた。今はまだ、やることがある。

　長椅子にもたれていた崇すう怜れいが、軽く笑って見上げてきた。

「なかなか、話を聞き出すのがうまいな」

　見み透すかすようなまなざしに、ぎくりとした。さすがに相手も間ま抜ぬけではない。悟さとられないよう微笑ほほえんで拱きよう手しゆする。

「大変興味深いお話、お聞かせいただきありがとうございました」

　このへんが潮時だろう。聞きたいことは聞き出せた。

　後は、最後の仕上げのみ。

「用件はそれだけか？」

「いえいえ、まさか」

　季隆は笑顔で首を振ふると、袖そで口ぐちから抜ぬき出した霊れい符ふを掌てのひらで弾はじけさせた。

　召しよう喚かんされた呪具を構え、彼に向けて振り下ろす。しゃらん、と金具が鳴った。

「──もちろん、結ゆい蓮れんを取り戻もどしにきたんですよ」

　鈴すずの音が響ひびき渡る。結界が張られた合図だ。

　崇怜がしげしげと呪具を見つめた。

「確か、錫しやく杖じようといったか」

「よくご存じで」

「これで私に勝てると？」

「別に勝つつもりはありません。結蓮を返していただければすぐに帰ります」

「返すも何も、私のものだが？」

　困ったように笑う彼に、心がささくれ立ちながらも笑顔で応じる。

「またまた、ご冗じよう談だんを。何度も求きゆう婚こんを断られておいでですよね？」

「結蓮はわかっていないんだよ。私と一いつ緒しよになることのすばらしさを。これからゆっくり教えてやるつもりだ」

「それはそれは。懲こりなくていらっしゃる」

　微笑む彼に笑みを返しながらも、季すえ隆たかはじっと観察していた。

（この人……本当に正気なのか？）

　以前から妙みように自信家だと思っていた。地位や育ちからくるものかと思っていたが、結ゆい蓮れんにここまで執しゆう心しんするのは異常ではないだろうか。ゆるぎない微笑みが不気味に見えてくる。龍りゆう神じんに憑かれて正気をなくしているのではと疑ってしまう。

「昨夜もこんこんと諭さとしてやったんだが、ようやく少しずつわかってきたらしくてな。私の妻になると自分から言い出したよ」

　唇に笑みをのせ、彼は卓子つくえに置かれた香こう炉ろの煙けむりを楽しげに目で追っている。

「……あなた様がそう言わせたのでは？　たとえば、人ひと質じちを盾たてにとって」

「でまかせだろうと私は咎とがめた。だが結蓮は首を振った。噓じゃない、愛していると。何度もそう言ったよ。いじらしいほどにな」

　その光景が目に浮うかぶ。太子を人質にとられ、どんなに崇すう怜れいを憎にくいと思っていることだろう。そんな男に言いたくもないことを言って耐たえたであろう彼女が可哀かわい相そうでならなかった。

「それは、そう言わざるを得ないでしょうね。しかし意外でした。まさか雪せつ南なん王おう様ともあろう御お方かたが、無む理り強じいの愛を聞いて満足なさっておられるなんて」

「無理強い？　まさか。私は結蓮を悲しませることはしない。結蓮が拒こばめば何もするつもりはなかった。だが、肌はだを合わせても結蓮は拒まなかった。妻ならばこれくらい当然だ、と」

　その言葉に、さすがに耳を疑った。

（何言ってんだ、こいつ……!?）

　あれだけ彼女を執しつ拗ように欲しがっていたのだから、そうなる可能性も考えないではなかった。結蓮ならきっと逃げるという思いと、琮そう成せいのためなら自分を犠ぎ牲せいにするのではという思いと半々で心配していたのだが──。

　後者のほうを選んでしまったのか。動どう揺ようですぐには言葉が出てこない。

　結蓮の置かれた状じよう況きようを思い、だんだん笑顔を作るのが難しくなっていく。

「こんな時に……、ずいぶんのんびり構えていらっしゃるんですねえ」

　やっとの思いで口を開く。もっと早くに来てやればよかった。後こう悔かいが胸を渦うず巻まく。

　崇怜がくすりと笑った。

「結界に動揺が出ているようだ。いつまでもつかな？」

「……」

　席を立ち、彼は窓辺に向かう。つられるように目で追った季隆は、その背中に呪具を放った。

　即そく座ざに振り向いた崇怜がそれらをすべてはじき飛ばす。いつのまにか彼は龍神の太刀たちを手にしていた。その鞘さやに受けられたのだ。

　構わず懐ふところに飛び込み、季すえ隆たかは柄えの長い呪具で彼の胸を突つく。だが触ふれたと思った瞬しゆん間かん、身体からだが宙に浮いていた。そのままものすごい勢いで飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられる。

「っ！」

　兜かぶとが吹ふき飛び、身体が軋きしんだ。体勢を立て直そうとしたが、息が詰つまって動けない。

　崇すう怜れいがゆっくりと歩いてくる。なんとか半身を起こす季隆を楽しげに眺ながめていたが、ふと自身の胸むな元もとを見下ろした。

　袷あわせに引っかかっていたのは扇せん子すだった。開きかけのそれは、攻こう撃げきのあおりをくらったのか穴が開いてしまっている。

「これは君のものか？」

　季隆は唇くちびるの端はしをあげた。口の中を切ったらしく金かな臭くさい味がしたが気にならなかった。

　崇怜は一いつ瞬しゆん無表情になって見下ろしてきた。胸元にかかっていた扇子を手に取ると、ばさりと無造作に季隆の頭に放ほうりやる。

「攻撃を受けた一瞬で投げたとは、なかなかすばしこいな。扇子ではなく呪具だったなら一いち撃げきくらいはくらわせられたろうに。残念なことだ」

「……残念？　そうですか？」

　口からこぼれた血をぬぐいながら言い返すと、崇怜がうっすらと笑って見つめてきた。

「憎らしいな。動揺したと見せかけて、さほどでもなかったのか」

「めっそうもない。あなたのことがますます嫌きらいになりましたよ。雪せつ南なん王おう様」

　こちらも笑みを浮かべながらにらみつける。もっとも、口元も切れたようでうまく笑顔にはならなかった。

「私も君が嫌いだが、今日は会えて嬉うれしいぞ。迎むかえに行く手間が省けたよ」

「……は？」

　崇怜が太刀たちを抜いた。怪け訝げんに思いながら見上げた季隆の目の前で、銀色の刃やいばが煌きらめく。

　伝説の霊れい刀とうは、ごく普ふ通つうの太刀のように見えた。

　崇怜がしゃがみこみ、季隆と目線を合わせる。

「君という存在が結ゆい蓮れんの心を惑まどわしている。琮そう成せいのことだけ見ていた結蓮に、君が恋こいを教えてしまった。とんだ邪じや魔まをしてくれたものだ」

　薄うすく笑ってはいるものの、その目に浮かぶのはまぎれもない憎ぞう悪おだった。

　季隆は息を吞のんでそれを見つめ返す。世界を破は壊かいするという得物を手に入れた男が、恋こい路じを邪魔されたことに怒おこっているのだ。その太刀を突きつけられている今は笑い話にできそうになかった。

　刃に軽く息を吹きかけ、崇怜が微笑む。

「だが──君の首を見せれば結蓮も目が覚めるだろう。私を本当に愛するようになるはずだ」

　その言葉の意味を理解して、季隆は血の気が引いていくのを感じた。

　恐おそろしいと思った。自分の命が奪うばわれることよりも、恋しい相手にそんなことを平気でしようとする彼の精神が。

　こめかみを汗あせが伝っていく。こんなにも危険な素す顔がおを隠かくしていたのか。

「……そりゃあの子に振られるわけだ。理由がしみじみとわかりましたよ」

　崇すう怜れいが無言のまま太刀を握にぎり直す。かと思うと躊躇ためらいなく突き出してきた。

「!!」

　首をかすめたそれが背後の壁に突き刺ささる。顔の横で髪かみが風に躍おどった。

　崩くずれた壁の欠片かけらがぱらぱらと肩かたに降ってくるのを感じたが、とても動けない。

　軽々と太刀を引き抜き、崇怜がため息をつく。

「ずっと気に入らなかった。もう少し早くこうしておくべきだったよ。まさか結ゆい蓮れんが君のような男を慕したうとは思っていなかった」

　言うなり、頭をわしづかみにされ、首をそらすように上向かされる。無防備な首筋に冷たい刃が当てられた。

　ふと気づいたように彼は笑う。

「そういえば──、初めて会った時、君にこんなふうにされたな？」

「……！」

　もがこうにも身体に力が入らない。まずい、と唾つばを吞んだ時だった。

「──皇こう帝てい陛下!?　何やら物音がしましたが、いかがなされましたか！」

　兵士たちが数人、どやどやと駆かけ込んできた。二人を見つけ、はっとしたように身構える。

「曲くせ者もの！」

「皇帝陛下、ご無事でございますか!?」

　さらに騒さわぎを聞きつけてか次々に兵士がやってきた。主あるじの窮きゆう地ちだと見て、じりじりと取り囲んでいる。

　崇怜は興がそがれたように笑えみを消すと、立ち上がった。

「私は無事だ。その男を牢ろうに入れておけ」

「はっ！」

　季すえ隆たかはすばやく扇子を拾い、懐に入れた。我先にと兵士たちが群がってきて、乱暴に引き起こされる。

　部屋を出る間ま際ぎわ、振ふり向いて見ると、崇怜は窓辺に座って太刀を月光にかざしていた。

（俺のこと、一応意識はしてたんだな……）

　存在すら認にん識しきされていないと思っていたのに、あんな暗い目つきで見られるとは意外だ。

　連行されながら、ぼんやりとそんなことを思った。
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　夕ゆう餉げの席についた結ゆい蓮れんは、女官たちの様子がいつもと違ちがうことに気づいた。

　どこか緊きん張ちようしているような、怯おびえているような。さすがに顔にあからさまに出してはいないが、浮うき足立っているのがわかる。

「何かありましたか？」

　訊たずねると、彼女たちは迷うように目を見み交かわした。

（今日も崇すう怜れい様がいらっしゃるのかしら。それで怖こわがっているのかもしれない）

　幸いなことに、あれ以来崇怜が訪ねてくることはなかった。だが〝皇帝〟である彼はいつでも好きな時にここへ来ることが可能だ。

　崇怜がただの皇子将軍だった時は黄色い声をあげていたであろう女官たちも、簒さん奪だつ者となった彼のことは恐ろしいらしく、この前の訪問の時もびくびくしていた。今の彼女たちはあの時と似ている。

「お妃きさき様さまのお耳にお入れしていいものかわからないのですが……」

「教えてください。異変があれば把は握あくしていないといざという時に対応できませんので」

　つい武官の時のような口調で言ってしまったが、彼女たちはそれどころではないようだ。

「実は、皇帝陛下のもとに暗殺者が送り込まれてきたそうなのです」

「暗殺者……!?」

　意外な言葉に結蓮は目を見開いた。女官が深刻な顔でうなずく。

「雪せつ南なん府ふの兵に化けて侵しん入にゆうしたそうです。それが驚おどろいたことに、武官ではなく封ふう陰いん官かんだったそうですの。しかもたった一人で」

「封陰官!?」

　思わず声が高くなった。単独で乗り込んできそうな封陰官といえば一人しか思い浮かばない。

（まさか、季すえ隆たか様では……!?）

　たった一人で、しかも今の崇怜のもとに乗り込んでくるなんて無む謀ぼうすぎる。一体何を考えてそんなことをしたのだろう。

「確かなのですか、それは」

「内ない宮ぐうの女官が見たそうです。以前封陰省に世話になったとかで、顔を覚えていたそうで。雪南兵たちは当然見知っていなかったようですけれど」

「それで、どうなったのです？」

　勢い込んで訊ねる結蓮に、女官たちは恐ろしげに眉まゆをひそめた。

「すぐに囚とらわれたようです。牢に入れられているそうですが、この先どうなるかは……」

「皇帝陛下に逆らったのですもの。処しよ刑けいは間ま違ちがいないですわ」

　結ゆい蓮れんは息を吞む。確かに、囚われた以上ただでは済まされないだろう。ましてや釈しやく放ほうなんて絶対にありえない。

（季すえ隆たか様が……！）

　このままにはしておけない。結蓮は驚きから立ち直ると、宮きゆう殿でんから近い牢を思いつくかぎり頭に刻みつけていった。
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　夕餉が済み、女官達が片付けを終えるのを待ってから、結蓮は何気なさを装よそおって部屋を出た。

「お妃様、どちらへおいでですか？」

　傍そば付つきの女官が不思議そうに言うので、目を伏ふせて答える。

「皇帝陛下と太子殿でん下かのご無事を祈いのって、写しや経きようしようと思うのです」

「あ……」

　この場合の皇帝陛下というのがどちらを指すのか、彼女にもわかったのだろう。口元を袖そでで隠し、慌あわてたようにあたりを見回している。

　女官たちだって好きで崇すう怜れいに従っているわけではないはずだ。雪せつ南なん府ふから来た兵士たちと違い、彼女たちはもともと宮きゆう廷ていに仕えていたのだから。

　結蓮はそっと声をひそめる。

「どうか内密に。崇怜様に知られては罰ばつを受けてしまいます」

「お妃様……」

「もし万が一訪ねていらしたら、崇怜様のために写経をしていると伝えてください。潔けつ斎さいしていると言えば踏ふみ込んではこられないと思いますから」

　言い聞かせるように頼たのむと、結蓮の冷静な様子を見て落ち着いたのか、彼女はうなずいてくれた。

　潔斎のため湯ゆ殿どのに向かうと、見張り役の兵士が無言でついてきた。

「湯殿に行くだけですのでお供は結構です」

「いえ、お供いたします。皇帝陛下のご命令ですから」

「そうですか」

　逃にげるかもしれないから気をつけろとでも崇怜に言われているのか、兵士の目はかなり厳しい。お互たがいにこりともせずやりあい、結蓮は湯殿へ入った。

　あやしまれないよう一通り湯を使うと、湯船をかきまぜる湯かき棒を一つ失敬する。荷物の中に忍しのばせ、何食わぬ顔で湯殿を後にした。

　これで武器は確保できた。今度は写経のための部屋へと向かう。

「写経に行くだけですのでお供は結構です」

「いえ、お供いたします。皇帝陛下のご命令ですから」

「そうですか」

　同じやりとりを繰くり返しつつたどり着くと、中へ入って鍵かぎを閉めた。見張り役もここまでは入れないのだ。もう一度女官に言い聞かせ、一人で奥の部屋に向かうと、結ゆい蓮れんは棒を手に窓から外へ出た。

「──？　お妃様？　なにゆえ窓から……」

「御ご免めん！」

「ぐぅっ！」

　窓の外にいた別の見張り役を棒で倒たおし、目立たない場所に隠かくしてから、結蓮は暗い宮殿の庭を駆け出した。
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　じめじめと濡ぬれた石段を下りていくと、やがて牢ろう屋やがある場所に出た。

　どの獄ごくにも太い鉄の格こう子しが塡はまっており、それぞれに一つずつ点つけられた蠟ろう燭そくの明かりがぼんやりとあたりを照らしている。

（たぶんここだと思うのだけど……）

　おそらく崇すう怜れいは自身の手の届く範はん囲いに季すえ隆たかを置いておくはず。つまり宮殿に近い牢を使うと読んで場所をしぼりこんだ結蓮は、当てはまる牢をすべて下見し、警備態勢を見比べた上でここにあたりをつけたのだった。

　手近なところからのぞいてみたが、どこも使われていない。ここではなかったのだろうかと焦あせりながら一番奥の獄に手て燭しよくをかざしてみて、やっとうずくまっている影かげを見つけた。

「季隆様ですか……!?」

　格子の間から手燭を差し込み、奥を照らす。明かりの中で、壁かべ際ぎわに座った季隆が目を瞠みはってこちらを見ているのがわかった。

「え……何して……っ」

　慌てたように立ち上がって駆かけ寄ってくると、彼は格子にしがみつくようにして結蓮を見つめた。結蓮も同じように格子にかじりつく。

　鉄製の太い格子は間かん隔かくが狭せまく作られており、二人の間に冷たい壁かべとなって立ちはだかっている。その隙すき間まから懸けん命めいに顔をのぞかせた。

「封陰官が崇怜様のところに乗り込んできたと聞いて、季隆様ではと思って……、ご無事かどうか確かめに来ました」

「って……、どうやって!?　見張りとかいただろ？　牢屋の場所もどうやって調べたの」

「見張り役は気絶させて隠してきました。どの牢屋におられるかわからなかったので、位置や見張りの人員から予測して捜そう索さくしました。この牢屋の番人ももちろん気絶させてあります。鍵もここに」

　きびきびと報告する結ゆい蓮れんを彼は啞あ然ぜんと見ていたが、ふいに顔をこわばらせた。

「馬ば鹿か……！　何危ないことしてんだ！」

　小声だったが厳しい声だった。

　そう言われるのはわかっていたので結蓮はきゅっと唇くちびるを引き結ぶ。自分でも危険なまねをしているのは充じゆう分ぶん承知していた。

「すみません。でも、季すえ隆たか様が囚われておられると思ったら放ほうっておけませんでした。崇すう怜れい様は何をなさるかわからないので」

　季隆のことを語っていた時の崇怜の目を思い出すと、とてもじっとしてはいられなかったのだ。それも自分のせいで彼が憎にくまれているのだと思ったら、申し訳なくてたまらなかった。

　消え入りそうな声になってしまうと、それに驚いたのか季隆は黙だまり込んだ。

　鉄格子をつかんでいた手に、隙間の向こうから彼の手が重なってくる。結蓮が顔をあげると、彼は眉をひそめて見ていた。

「心配かけて悪かった。ただでさえ太子殿下のことで不安なのに、余計な気苦労かけちゃったね」

「いいえ……、お顔が見られて安心しました。ひとまずはご無事でよかっ……」
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　急いで首を振ふろうとして、結ゆい蓮れんは目を瞠った。

「すっ、季すえ隆たか様！　お怪け我がをなさっているのですか!?」

　暗くてよく見えずにいたが、格子のすぐ向こうにいる季隆の顔には痣あざができ、血がこびりついていたのだ。

　思い出したように口元に手をやり、彼は顔をしかめた。

「あー……。そうなんだよ。捕つかまって殴なぐられてさ」

「なっ……!?」

「ハハハ。これじゃ花街行ってももてねーな」

「……」

「うそうそ、行ってないからね！　いや、行ってるけど遊んでないから！」

　季隆が慌てたように言ったが、結蓮の耳には入っていなかった。

「おのれ……ッ、季隆様に暴力をふるうなど……！」

　怒いかり任せに鉄格子を握にぎりしめる。よほど気持ちがこもってしまったのかまるで飴あめ細ざい工くのようにぐにゃりと曲がった。

　余よ裕ゆうで人が出入りできそうなくらいの隙間が空いたのを見て季隆が目をむく。

「鍵持ってきた意味ねえだろ！　ちょ、早く直してっ」

「すみませんっ！　季隆様をそのような目に遭あわせた愚おろか者のことを考えたら、つい気持ちが昂たかぶってしまって」

「ああ……元気そうで安心したよ……」

　急いで鉄格子を戻もどすのを季隆が苦く笑しようして見ている。その顔を見たら結蓮は胸が詰つまってしまった。

　いつも見守ってくれていたあの顔だ。会えてほっとしたし、とても嬉うれしい。だから余計に怪我をしているのが悲しかった。

　しかもよくよく見れば、薄うすい衣ころも一枚にされた身体からだにも痛めつけられた痕あとが残っている。それに気づいて結蓮は息を吞のんだが、そのうち、ふつふつと怒りがこみあげてきた。

　牢ろう獄ごくを探して会いに来た自分も無む謀ぼうなら、人外の力を手に入れた敵将のもとに単身乗り込んできた彼はそれの上をいく無謀さだ。そう思ったら、言わずにはいられなかった。

「どうしてこんな危険なことをなさったのですか。今の崇すう怜れい様は普ふ通つうではありません。それなのに乗り込んでいらっしゃるなんて……！」

　急に責められて彼は少し驚おどろいたようだったが、すぐに冷静な顔になった。

「どうやらそうみたいだな。人間の力じゃなくなってた。話は聞いてたけどそれ以上だね」

「知っておられたのなら、どうして」

「確かめたいことがあったし……、それに、君に言ったことを破るわけにいかないし」

　なんのことかと結蓮が瞬またたいて見つめると、彼も見つめ返してきた。

「前に言ったろ。君がどこかに隠されたら捜さがし出して助けるって」

　すぐには何を言われたのかわからなかった。季すえ隆たかはそれ以上は言わず、ただ見つめている。結ゆい蓮れんは目を合わせたまま記き憶おくをたどっていたが、もしやと思い当たって口を押さえた。

　あれは、華か瑛えいが公主として皇こう宮ぐうにいた時のこと。身分違ちがいの恋こいに苦しんでいた彼女が何者かに取り憑つかれて昏こん睡すい状態に陥おちいり、その原因を探さぐっていた時だった。

『もし俺が同じ立場だったら、君が何者だろうと一いつ緒しよに逃にげる。どこかに隠されたら追いかけて助け出す。誰だれの娘むすめだろうが知ったことじゃない』

　あの時、彼は怒ったようにそう言ったのだ。どうして急にそんなことを言うのだろうと不思議に思ったものだった。いつになく真しん剣けんだったのが気になって心に残っていたけれど──。

　それを今ここで言われることの意味を、何度もかみ砕くだく。

　つまり、彼がこんな危険を冒おかした理由は。

「……私のために、ここへ……？」

「そうだよ」

　あっさり肯こう定ていされ、結蓮はたじろいでしまった。

「そんなこと、答えになっていません」

「なんで？」

「だって……」

　混乱のあまり、言葉がすぐには出てこなかった。

　そんなことをしてもらう理由はないのに。師し匠しようと弟で子しで、上官と部下で、親の決めた許嫁いいなずけという義理はあるが、いつもの彼ならばこんな事態になった時もっと冷静に行動したはずだ。

「どうしてそんなことをなさるのですか？　私のために危ない目に遭うなんて。そんなの、嫌いやです！」

　自分のせいでこんなまねをさせてしまったのだ。崇すう怜れいに簒さん奪だつをさせたのも自分が理由だったのを思い出し、恐おそろしくなる。どうしてこんなふうに道を踏ふみ外させてしまうのだろう。

　青ざめてうろたえる結蓮を、季隆は眉まゆを寄せて見つめている。

「嫌って言われてもね」

「そんな……、こんな、馬鹿なこと、どうしてなさるの」

　動どう揺ようのあまりお師匠様に暴言を吐はいてしまった。はっと気づいて結蓮は口をつぐむ。

　季隆が不ふ機き嫌げんな顔になる。やはり怒ったようだ。

　だが、彼が口にしたのは予想もつかなかった言葉だった。

「好きな女のために馬鹿になって何が悪い？」

（……え？）

　結蓮はぽかんとして彼を見つめ返した。

　なんだそれは。今、そういう話をしていただろうか？

　彼の顔がどんどん不機嫌になっていくので、慌あわてて言葉を探す。

「わ……」

「わ？」

　ずいっと顔を近づけられ、反射的に声を押し出した。

「悪いです」

「なんでさ。なんか文句ある？」

「あ……あります！」

「ほう。言ってみなよ」

　目を細めて促うながされ、考えをめぐらせる。だが混乱しているせいか何も思い浮うかばない。

　季すえ隆たかは結ゆい蓮れんが〝文句〟を言うのを待っているようだったが、困っているのがわかったのか、息をついて表情を戻した。

「ここに来る前、豊ほう家の本ほん邸ていに行ってきた」

　はっとして結蓮は顔をあげる。こんなことになって、皇宮の外はどうなっているだろうかと気になっていたのだ。

「崇すう怜れい皇子が君を妃きさきにするっていうんで、大おお騒さわぎしてたよ。太子を人ひと質じちにとられたら君は拒こばめないだろうって、お祖父じい様さまは言ってた。他ほかの人らもそう思ってたみたいだったし、実際、俺も思ったよ。殿でん下かのためなら、相手が憎い仇かたきでも妃になるだろうってね」

「……」

「でも、本当は違うだろ？　太子殿下命の君が、殿下を脅おびやかすやつの妃に大人しく収まるわけがない。──隙すきを見て崇怜皇子を殺すつもりなんじゃないか？」

　結蓮は驚いて彼を見つめた。

　そんな恐ろしいことは普通ならば考えもしないはずだ。皇族弑し逆ぎやくがどんな重い罪であるのかは、どの国でも共通の認にん識しきだろう。もちろん彼も承知のはずなのに。

　凍こおりついている結蓮を見て季隆は小さくうなずき、もう一度、格こう子し越ごしに手を重ねた。

「そう思ったから来たんだよ。一人で思い詰めるな。俺も一緒にやるから」

　ぎゅっと包まれた自分の手を見下ろし、結蓮は胸がいっぱいになって何も言えなかった。

　──どうしていつも、この人にはわかってしまうのだろう？

　何も伝えていない。ここ数日は会ってさえもいないのに。結蓮が考えること、したいことをこうして察してしまう。一緒にやると言ってくれる。

　きっと、いつも見てくれているからだ。そして理解してくれているからなのだ。こんな時だというのに、しみじみとそれを感じてしまう。

　しばらくどちらも黙だまっていた。ジジッ、と蠟ろう燭そくの芯しんがかすかに音を立てる。

　結蓮だけでなく、季隆のほうも何か考え込んでいるようで、いつものように軽口を叩たたいてくるそぶりを見せなかった。

「……天てん女によに選ばれたんだって？」

　どきりとして結ゆい蓮れんは顔をあげた。彼も知ってしまったのか。

「師匠に聞いたよ。あと、瑶よう花かちゃんだっけ？　今の天女様にも会った」

　ぶっきらぼうにそう言うと、それきり黙ってしまう。深々とため息をつく彼が苛いら立だっているように思えて、結蓮は急いで口を開いた。

「止めないでください。太子殿下と煌こう国を守れるのですから、私は本ほん望もうです」

　こんなところまで来てくれた彼だから、ひょっとして止められるのではと思ったのだ。けれどそれは許されない。彼を天の意志に背そむかせるわけにはいかなかった。

　季すえ隆たかは空いたほうの手で髪かみをかきあげ、もう一度ため息をついた。

「別に、止めないよ」

（え──）

　意外な一言に驚いて結蓮は見つめる。自分の考えすぎ、自うぬ惚ぼれすぎだったのか。

　彼は少し腐くさっているようで視線を落としている。

「そりゃ、本当はすぐにでも連れて逃げたいけどね。つか、本気でそうしようと初めは思ったけど……まあ今も若じやつ干かん思ってるけど」

　重なった手に力がこもった。はっとして結蓮はそれを見下ろす。

　それが無理だというのを彼もわかっているのだ。してはいけない、できるはずがない、と。

「私のことは天てん帝ていもご存じと聞きました。どこにも逃げる場所はありません」

「そうだな。それでも君がどうしても天女は嫌だっていうんなら連れて行くよ。最果てだろうがどこだろうが、行き方くらいならわかる。見つかったらまた別のところに逃げればいいし」

「……無理です。そんなこと」

　煌国だけの問題ならいざ知らず、神である天帝までもが関かん与よしている話だ。この世界に逃げ場などありはしない。逃げ出したところで不毛な逃とう避ひ行こうになるだけだ。

「無理かどうかはやってみないとわからないけど……。でも、それをやったら君は後こう悔かいするよね。逃げたいのは俺の都合であって、君の望みじゃない。だから攫さらうのはやめた」

　握にぎった手を引き寄せられる。まるで自分を見ろと主張するかのように。

　顔をあげた結蓮を、彼は真剣なまなざしで見つめていた。

「天女になりたいんならなればいい。ただし、誰かのためだとか偉えらい人に言われたからとか、そういう理由でやるのはだめだ。君が本当に望む答えを出すんだ」

「……」

「やっぱり逃げたいっていうんなら喜んで一緒に逃げてやる。天女になるとしても、ずっと傍そばにいてやるから。どっちを選んでもいいんだよ」

　少しも噓うそのない、真しん摯しな目だった。

　あまりにもまぶしくて結蓮は思わず目を伏ふせてしまったが、すぐに顔をあげ、まっすぐ見つめ返した。

「私……、逃にげたいと思ったことは一度もありません」

　うん、と季すえ隆たかが笑う。

「わかってるよ、初めから。それについては俺も迷ってない。君が選んだほうについていく」

「……」

　そう言ってもらえるのは夢のように嬉うれしかったが、同時に申し訳なくなった。

　ずっと傍にいてくれるのはたぶん無理だ。天女になったら寿じゆ命みようが人と変わってしまうと瑶よう花かは言っていた。それに──。

（私は龍りゆう神じんだと崇すう怜れい様が仰おつしやったし……。どのみち、季隆様とは一いつ緒しよにいられなくなる）

　きっとその時になったら寂さびしい思いをするだろうなと結ゆい蓮れんは思った。それならば最初から一人でいたほうが、心の痛手は少ないかもしれない。

　一人には慣れている。楽しくて賑にぎやかだったここ数ヶ月が非日常だっただけで、以前の生活に戻もどると思えば、どうということはない──。

　そんなことをつらつらとうつむいて考えていると、気き遣づかうような声が降ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……え？」

「あいつに……崇怜皇子に、ひどいことされてない？」

　カッと結蓮は目を見開いた。

「最初からされています。殿下や陛下を捕とらえたり季隆様にこんな仕打ちをしたり！」

「そうじゃなくて。……妃だからってことで、無理やり……嫌いやなことされたりとか」

　言いよどんだ彼を結蓮は首をかしげて見つめたが、はっと思い出して胸を押さえた。

「そういえば、痣あざを見られました」

「痣？」

「胸に蓮花の痣があるのです。天帝が蓮女に選んだ証あかしだと瑶花様は仰っていました。それを崇怜様に確かく認にんされて……。私を妃にすると仰っていますが、本当にそれだけが目的なのでしょうか。初めから痣のことを知っておられたようでしたし、天女としてもどうかされるおつもりなのでは……」

　あの時は武器が使えなくなって焦あせったりと他のことに気をとられていたが、考えてみれば気に掛かかる。瑶花の行方ゆくえを捜さがすため、それだけなのだろうか。

「私を人質にして、瑶花様を誘おびき出すおつもりなのでしょうか。──季隆様？」

　黙り込んでいることに気づいて目をやると、彼は躊躇ためらうように、だが真しん剣けんな顔をして見ていた。

「……見られたの？　直接？」

「あ……、……はい」

　あらためて思い出すと、不快さがよみがえってきた。

　衣ころもを一気に肩かたから下ろされた時のぞっとする感覚や、痣に触ふれられた時に感じた嫌けん悪お感かん。琮そう成せいのためならとあの時は思ったけれど、また同じことがあったら耐たえられるか今は自信がない。思わず胸むな元もとをぎゅっとつかむ。

（まだまだ覚かく悟ごが足りないということかしら……）

　季すえ隆たかはまだ黙っている。先ほどよりももっと厳しい顔だ。

　どうしたのかと結ゆい蓮れんは眉まゆをひそめ、やっと気づいて頭かぶりを振ふった。

「いえ、服を脱ぬがされて痣を見られただけです。それ以上のことは何もありませんでした」

「えっ。……あ、……そ、そうなんだ」

　表情が、ふっとほどける。しどろもどろで言葉を探していたようだったが、力が抜ぬけたのか大きく息をついた。

「いや、まあ、それでも素す直なおに喜べないけど。とりあえずよかったよ……」

「……はい」

　彼が見せた苦く笑しようがいつもよりぎこちないのを見て、胸がきゅっと詰つまる。やはり心配をかけていたのだ。あの時あれ以上のことが起こらなくてよかったと、その笑え顔がおを見たら思った。

　少し落ち着いたのか、季隆は考え込むような顔になった。

「でもそんな痣あったっけ？　気づかなかったな」

「え？」

「え？　……あっ、いや、見てないよ？　見てないけど、見る機会がたまたまあったっていうか。ほら、業ごう焰えんと戦った時、服が燃えて溶とけて……、でも見てない、ほんとに！」

　必死な様子で説明され、ようやく思い出す。結蓮は深々と一礼した。

「あの節は季隆様を思いきり張り飛ばしてしまい、本当に申し訳ありませんでした」

「いや、まあ、済んだことですから……」

　微び妙みような顔つきで目をそらした彼にもう一度礼をすると、結蓮は打ち掛けを肩から落とした。手て燭しよくを地面に置き、中に着ている衣の留め具をはずす。

「何してんの？」

「季隆様にも痣をお見せしようと」

　一いつ瞬しゆん間をおいて、季隆が目をむいた。

「は!?　いやいやいや！　そんなことしなくていいから！」

「ですが、崇すう怜れい様は確認なさったのに季隆様がご覧になっていないというのは不公平ですので」

「どういう理り屈くつだよ!?　おかしいって！」

　手を動かしながらも、きりりと結蓮は彼を見み据すえる。

「おかしくありません。あの方は敵です。敵に知られているのですから味方にも見ていただくべきです」

「ああそういうこと……って、納なつ得とくできるか！　別に疑ってないし、師し匠しようたちからも聞いたから事情は知ってる。無理して見せなくていいよ」

「でも」

「いいから脱ぐな！」

　格こう子しの隙すき間まから伸のびてきた手に腕うでをつかまれる。そうされては振り払はらうわけにもいかず、仕方なく手を止めたが、気持ちは収まらなかった。

「でも……嫌です」

「何がそんなに嫌なの」

　季すえ隆たかは面めん食くらっている様子だ。急に奇き行こうに走って一体何事かと思っているのだろう。

　結ゆい蓮れんはうつむき、なぜ自分がそうしたいのか考えた。

　──そういえば、何がこんなに嫌なのだろう？

「……崇すう怜れい様に触れられたままで、感かん触しよくが残っていて……、きっと、季隆様が見てくださったら、気持ちが晴れると思うのです」

　口に出してみると、ようやくこのもやもやの正体がわかった。琮そう成せいのためなら我が慢まんすると思っていたが、自分で思う以上に嫌だと思う気持ちがあったのだろう。

　季隆はその答えに意表をつかれたようだった。少しの間黙だまっていたが、「わかったよ」とため息まじりに髪かみをかきあげ、結蓮を見た。
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「この鉄格子、もう一回広げられる？　それ持ってるから」

「はっ！」

　隙間から手燭を渡わたし、格子に手をかけて思い切り左右に押しやる。人がくぐれるほどに隙間が広がった。

　結ゆい蓮れんは再び服を脱ごうとしたが、季すえ隆たかが手燭を地面に置いたのを見て顔をあげた。

（──えっ？）

　いきなり両りよう肩かたを引き寄せられ、足あし下もとがふらつく。その勢いのまま格子にぶつかるかと思ったが、広がった隙間から身を乗り出してきた季隆に抱だきとめられた。

「その痣は後で──全部終わってから見てあげるから。ちょっと今はこうさせて」

　落ち着いた声が、直接耳に注ぎ込まれたような気がした。固まっていた結蓮は、小さくうなずく。

　ふざけて抱き寄せられることはあったが、こんなふうに抱きしめられたことはない。びっくりして声が出なかった。

　結蓮の緊きん張ちように気づいていないのか、季隆は抱きしめる手に力をこめた。

「そんなことされて怖こわかったろ。もっと早くに来てやればよかったな。ごめんね」

「……」

　いつもの封ふう陰いん官服と違ちがって薄うすい衣一枚の胸からは、泥どろと血の臭においがした。

　きっと相当な怪け我がを負っているのだ。かなり痛めつけられたのかもしれない。そのことに怒いかりを覚えながらも、気き遣づかう声の優やさしさに胸が締しめ付けられて、何も言えなかった。

（あなたが謝ることじゃないのに）

　彼のほうこそ恐おそろしい思いや痛い思いをしただろうに、自身を二の次にして心配してくれる。

「……季隆様は、本当にお優しいですね」

「え？　何、急に。普ふ通つうのことしか言ってないだろ」

　彼は笑ったようだったが、結蓮は頭を振って繰くり返した。

「いいえ。お優しいです」

　そんなふうに言ってくれる人は今までいなかったのだ。なぜだか泣きそうになってしまい、そんな自分に驚いて、急いで涙なみだをこらえる。

「結蓮ちゃん？」

　案じるような声で呼ばれ、結蓮は少し身体からだを離はなした。壁かべの蠟ろう燭そくの明かりがちょうど彼の顔を照らしている。寄り添そっている今はそれがよく見えた。

「それに、目がお綺き麗れいです。あの時と同じで……」

「あの時って？」

「あの……口移しの気付けをした時です」

　せっかくの綺麗な目からなんとなく視線をそらしてしまうと、頭上で少し間があった。

「……あれ、気付けじゃないよ。今さらだけど」

　え？　と目を戻もどすと、季すえ隆たかがじっと見つめていた。

「あの時──君が泣きながら笑ったのを見た時から、ずっと惚ほれてる」

　ものすごく真しん剣けんな顔というわけでもなく、かといっていつもの悪ふざけの時の顔でもない。そんな表情をされるのは初めてで、結ゆい蓮れんは動どう揺ようのあまり何度も瞬まばたきしながら彼を見つめ返した。

「それはつまり……、私のことを、弟で子しではなく異性として好ましく思っておられるということでしょうか？」

「そうだよ。他ほかに惚れるっていう意味あったっけ？」

　あっさり、かつ堂々と肯こう定ていされ、たじろいだ。

「な……なぜですか？」

「なぜって？」

「そんなふうに言っていただける理由が思いつきません」

　すると彼はなぜか目を据すわらせて見つめてきた。

「あのね。人のことさんざん尊敬してるだのずっと好きですだの初はつ恋こいなんですだの言っといて、今さら何言ってんの。理由なんてこっちのほうが聞きたいわ」

「──!!　申し訳ありませんっ！　よく考えもせずに発言していました。なんというはしたないまねを……！」

「はいはい、謝らなくていいからちょっとこっちに来て。それでもって俺のことが嫌いやじゃないなら逃にげないでしばらくじっとしてて」

「え？　逃げるとは……」

　ぐいと引き寄せられる。不思議に思いながら見上げると、のぞきこむようにして季隆が顔を近づけてきたところだった。

「これも、気付けじゃないからね」

　つぶやきとともに唇くちびるが触ふれてくる。結蓮は驚いて身じろぎしてしまったが、抱きしめられていたので動けなかった。

　だが、かすめただけで唇はすぐに離れていった。

　季隆が下を向いて口元を押さえる。「いて……」と顔をしかめてうめいたのを見て、結蓮ははっと我に返った。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　彼は苦く笑しようを浮うかべてうなずくと、横を向いてため息をついた。

「怪我さえしてなけりゃ、もっと思い切り……」

　何やら恨うらめしそうだ。怪我が悪化したのかと結蓮がはらはらしていると、彼は諦あきらめたように身体を離した。

「もっとこうしてたいけど、そういうわけにもいかない。別の見張りが来るかもしれないし」

　そういえばここへきてからだいぶ時間が経たっている。気絶させてきた見張りが目覚めるかもしれない。

「早くお逃げください！　すぐに格こう子しを引き抜ぬきますので」

「いや、だから鍵かぎの意味は!?　どうせならそっち使おうよ！」

　埋うめ込まれた鉄格子を握にぎりしめる結ゆい蓮れんを慌あわてて止めると、彼はふと真面まじ目めな顔になった。

「でもちょっと待った。逃げる前にやることがあるんだ。それに話もしておきたい。師し匠しようと瑶よう花かちゃんからいろいろ聞いてきたから、君にも教えとくよ。今後の作戦」

　結蓮も表情を引き締める。彼が皇こう宮ぐうに乗り込んできたのは、真しん君くんと瑶花による作戦の一いつ環かんだったのだ。ならば内部にいる自分も話を聞いて手伝わなければ。

「お会いになったのですね。瑶花様に」

「そうなんだよ。いきなり現れて拉ら致ちされてさー。あれしろこれしろって命令されてこき使われて」

「……季すえ隆たか様は、私以外の女性のこともそんなふうにお呼びになるのですね」

　へ？　と彼は瞬またたいた。なんのことか一いつ瞬しゆんわからなかったらしい。

「ああ、瑶花ちゃん、って？　え、別に深い意味はないんだけど」

「私だけかと思っていました。他の女性のことは呼び捨てにされていたので。でも、違ったのですね……」

「ちょっと、なんでそんなにがっかりした顔してるの。この前は呼び捨てにしろとか言ってなかったっけ」

　戸と惑まどったように見ていた彼だが、はたと気づいたように目を見開いた。くらりと鉄格子に顔を伏ふせてしまう。

「おいおい……やきもちかよ。可愛かわいいな……」

「季隆様？」

「くそ……。怪我さえしてなきゃ……！」

「あの、どうなさったのです？」

　彼は何かを嚙かみしめているふうだったが、やがて気が済んだらしく顔をあげた。一つ咳せき払ばらいし、真面目な表情に戻る。

「結蓮ちゃんは逃げられそうか？」

「いえ──見張りがついています。もし逃げられたとしても女官の皆みなさんが咎とがめられるでしょうし、それに……」

「太子殿でん下かの身が心配、か」

　こくりと結蓮はうなずく。そのために崇すう怜れいの傍そばに留とどまっているようなものだし、逃げてしまっては意味がない。

　季隆は少し厳しい顔つきになって見つめてきた。

「正直言うと、それでも俺は逃げてほしいんだけどね。今までは無事でもこれからどうなるかわからない。崇すう怜れい皇子は普通の精神じゃなくなってる。傍にいさせたくないな」

「ですが、私が消えたら間ま違ちがいなく崇怜様を刺し激げきすると思います。それがどんな事態を引き起こすかと思うと……とても逃げ出せません」

　一番怖こわいのはそれだった。崇怜の力というものの全ぜん貌ぼうがわからない今、下手な出方はできない。一瞬にして皇宮を吹ふき飛ばされでもすればおしまいだ。

　季すえ隆たかはなおも難しい顔をしてしばらく考え込んでいたが、やがて息をついて顔をあげた。

「武器は持ってる？　身を守れそうなもの」

「小刀があります。一つは見つかってしまいましたが、もう一つ隠かくしていたので」

　得物の大きさを手で示して教えると、彼はうなずいた。

「一日──いや、二日だけ待てるか？　その間になんとかするから」

「何か策がおありなのですか？」

「とにかく、崇怜皇子が黒こく龍りゆうに取り憑つかれてるかぎりこっちに勝ち目はないわけだから、黒龍を引き離そうってことで動いてる。黒龍が現れたら師匠と瑶よう花かちゃん──いや、瑶花お嬢じようさんが引き受けるってさ」

「できるのですか？　引き離すなんて」

「それを探さぐるために崇怜皇子に会いに行ったんだよ。もともとあの身体は人間なんだ。魔ま性しように堕おちた龍神をずっと宿してれば必ずガタが来る。そこを狙ねらえば、あるいは……」

「双そう方ほうを引き離はなせる、と……！」

　季隆がうなずく。結ゆい蓮れんは緊きん張ちようがこみあげるのを感じた。

　彼が真しん君くんの立てた作戦を教えてくれる。それは結蓮にとって仰ぎよう天てんするような要素も含ふくまれていたが、彼らを信じて任せることにし、こちらも崇怜との会話で感じたことなどを報告した。

　慌ただしい情報交こう換かんを終えると、季隆は追い立てるように結蓮を促うながした。

「動揺させようとしてくるかもしれないけど、惑まどわされちゃだめだぞ。二日経ったら迎むかえにくるから。それまで堪こらえるんだよ。いいね」

「……はい」

　広げていた格子を元に戻し、手て燭しよくを受け取ると、結蓮は後ろ髪がみを引かれる思いで踵きびすを返した。

　今のうちに逃げてと言ったのだが、彼はまだやることがあるからと残ったのだ。

（大丈夫だろうか。用を終えられる前に見張りが来たりしないかしら）

　心配で何度も振ふり返ってしまう。早く行けというように格子から突つき出た手がひらひら動くのを見つめていたが、思い切って石段を駆かけ上がった。

　もし結蓮がここに来たことが知れたら、それこそ季隆はただでは済まされないだろう。今は崇怜を警けい戒かいさせないよう皇宮に戻ることが何よりの策だった。
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　牢ろう獄ごくの前を守っていた兵士らは、同じ雪せつ南なん府ふの兵士たちが大勢やってきたのを見て顔を見合わせた。中にはかなり高位の武官もおり、一行は緊きん張ちよう感かんに満ちている。

「ご苦労。異常はないか？」

　重々しく訊たずねられ、見張り役たちは急いで首を振った。

「はっ、何もありません」

　実際は何者かに襲おそわれてついさっきまで失神していたのだが、そんなことを報告しては首が飛ぶ。牢の様子にも変わったところはなかったため、知らん顔をしようと話し合って決めていた。

　疑うそぶりもせず、武官は牢へ続く階段を見やる。

「例の者のところへ案内せよ」

「はっ」

　見張り役たちは怪け訝げんに思いながらも彼らを地下へと導いた。

　暗く狭せまい通路に鎧よろいの鳴る音がこだまする。下にいるただ一人の囚とらわれ人にも聞こえていることだろう。

「あの……、今から取り調べですか？」

　あまりのものものしい空気に、好こう奇き心しんを堪えきれず訊ねると、武官は表情も変えず答えた。

「きゃつの首を持てとの皇こう帝てい陛下のご命令だ」

　簡潔すぎる返事に、見張り役の兵士は絶句した。

　おそらくその言葉も囚しゆう人じんに聞こえたはずだ。暗い地下に着くと、彼のいる牢の奥で立ち上がった気配がした。

　松明たいまつに浮うかび上がった顔が驚おどろきに染まっている。

「引きずり出せ」

　武官の命令と、鍵の開けられる音が地ち下か牢ろうに響ひびいた。
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　女官たちがあでやかな衣ころもや装そう飾しよく品を用意しているのに気づき、結ゆい蓮れんは思わず息を吞のんだ。

「今夜も皇帝陛下がいらっしゃるのですか？」

「さようでございます」

　女官たちが機械的に飾かざり立てていく。されるがままになりながら結蓮は緊張を押し殺した。

　牢獄に入れられた季すえ隆たかに会いに行ったのは昨夜のこと。二日待てという彼の言葉を信じていたが、まさかこんなに早くにまた崇すう怜れいが訪おとずれるとは。

（こちらにはほとんど来られないから、二日くらいなら大だい丈じよう夫ぶかと思ったのに）

　予想が外れたがこうなっては仕方がない。部屋を整えている女官たちに注意しながら、文ふ机づくえの下を探り、隠していた小刀を再び袖そでに入れる。

　念のためにと仕込んでいた武器は、これが最後だ。見つかったら完全に丸まる腰ごしになってしまう。

（用心しなくては……）

　袖の中でそっと小刀を握にぎりしめる。もし今夜もこの前のようなことになったら──そう思うと正直怖かったが、下手へたに怯おびえたりすれば崇怜に警戒を抱いだかせるだけだ。なんでもないふうを装よそおい、表情を消して彼の訪れを待った。

　陽ひが落ちる頃ころにやってきた崇怜は、先日と少しも変わらない笑えみを浮かべていた。

「待たせたな。寂さびしい思いをさせてすまない、結ゆい蓮れん」

「はい。まずは御ご酒しゆをどうぞ」

　結蓮は女官に合図をしたが、崇怜はそれを手で制した。女官たちがそのまま退室していく。

「せっかくだから今夜は二人きりで食事をしよう。卓たくに並んでいれば給きゆう仕じも必要ないだろう？」

　微笑ほほえんでそんなことを言われ、結蓮は驚いたが、それを隠してうなずいた。促されて席につきながらそっと袖の中で小刀を握りしめる。

「どうした？　緊張しているのか？」

　笑って見つめられ、急いで首を振る。あと一日の我が慢まんだ。あやしまれてはいけない。

　銀の長なが箸ばしをぎこちなく使って料理を口に運ぶ結蓮を、崇怜は時折じっと見ている。

　気づかないふりをしてやり過ごしていると、部屋の外で声がした。

「──皇帝陛下に申し上げます。例のものを持ってまいりました」

「入れ」

　許しを得て入ってきたのは鎧に身を包んだ兵士だった。おそらくは崇怜の腹心の一人なのだろう。立派な身なりをしている。

　彼は木の箱のようなものを両手で持っていた。

「確かにやつのものか？」

「は。間違いございません」

「下がれ」

　崇怜に指示されて近くの卓子つくえに置くと、彼は一礼して部屋を出ていった。

　扉とびらが閉まるのを見届け、結蓮は木箱に目を戻もどす。わざわざ食事の最中に運ばせてきたことが気になった。

「すまないな、結蓮。せっかくの二人の時間だというのに、仕事を持ち込んでしまった。怒おこっていないか？」

「いえ……、あれはなんなのですか？」

　皇帝に献けん上じようされるにしては、ずいぶんと薄うす汚よごれた粗そ末まつな箱だ。

　崇すう怜れいは黄金の酒しゆ杯はいを口に運び、微笑した。

「首だ」

「──え？」

「捕とらえていた罪人の首をはねさせてな。その確かく認にんのため持ってこさせたんだ」

　結ゆい蓮れんは最初、彼が何を言っているのか理解できなかった。あまりにもいつもと変わらない笑顔だったからだ。

　だが、彼はそんな冗じよう談だんを言う人ではないと気づいて、ぞっと戦せん慄りつが駆け抜ぬけた。

（……首……!?）

　心臓をわしづかみにされたような恐きよう怖ふを感じる。

　そんなものをわざわざ持ってこさせて平然と食事を続けている彼を、恐おそろしくて見ることができなかった。吐はき気がこみあげ、口を袖で押さえて堪える。

「ああ、怖こわがらせてしまったか。すまない。おまえは武官だからこういうのは慣れていると思っていた。気き遣づかいが足りなかったな」

　優やさしい声で言われても、返事ができない。

　武官だからという彼の言い分はもっともだったし、結蓮としても大たい抵ていのものなら目にしたところで動じない自信がある。だが今、彼に対して抱いた思いはそういった類たぐいの怯えではなかった。

（落ち着かなくては。これが動どう揺ようさせるやり方なのかもしれない）

　崇怜が立ち上がって木箱の置かれた卓子へと歩いていく。妙みようにゆっくりした足取りが不気味に思えた。

「先日、私のもとに刺し客かくが来てな。雪せつ南なん府ふの兵に扮ふんしていたせいで守りを突とつ破ぱできたらしい。すぐに捕らえたが、そんなことがまた起きてはいけないだろう？　旧朝ちよう廷ていの者らに対する見せしめをせねばと思ってな」

　彼の手が木箱の蓋ふたにかかる。結蓮は思わず顔を背そむけた。

「ところが面おも白しろいことに、その刺客は武官ではなかったんだ。てっきり手て練だれの暗殺者でも送り込まれたかと思ったのに……。その男はな、結蓮。なんと封ふう陰いん官かんだったんだ」

「……!?」

　びくりとして目を戻す。乗り込んできた封陰官といえば季すえ隆たかのこと以外考えられない。

「おまけに、おまえを返せと要求してきた。無礼な男だろう？　私の妻を寄よ越こせだなんて。後から現れたくせに……おまえの心を盗ぬすもうなどと……。そんな無礼者には死をもって償つぐなわせねばなるまい」

　平へい淡たんな声でつぶやき、崇怜が蓋を開けて箱の中身をのぞきこむ。

　少し間を置き、振ふり向いた彼は、笑っていた。

「おまえも確認するか？　結ゆい蓮れん」

　笑顔であって笑顔でないその顔から、結蓮は凍こおりついたように目がそらせなかった。

　彼は暗に、箱に入っているのは季すえ隆たかの首だと言っているのだ。

　顔から血の気が引いていくのが自分でもわかる。胸が激しく鼓こ動どうを打ち、呼吸が乱れたが、止められなかった。

（違ちがう……！　大丈夫、そんなはずはない……！）

　何かの間ま違ちがいだと必死に自分をなだめる。揺ゆさぶりをかけられているだけだ、動揺させる作戦なのだ。そう頭ではわかっているのに、冷静さが戻ってこない。

　あの箱はきっと空だ。いや、本当に首が入っているかもしれない。だとしたら一体誰だれの首が？　季隆ではない、別の誰か？　このためだけに罪のない誰かをそんなふうにしたのか？

　次々と疑問がこみ上げ、ぐるぐると心の中をうずまいていく。おそらくは、彼の狙ねらい通りの反応をしてしまっている。

（なんて人……!!）

〝季隆の首〟を持ってこさせたことで、結蓮がどんな対応をするのか見ているのだ。結蓮が動転し、絶望するさまを確認したいのだ。

　ここまでする人だとは思っていなかった。思うつぼだとわかっていながらも止められない。

　それまでは理性で抑おさえられていた憎ぞう悪おが噴ふきだしてくる。琮そう成せいを人ひと質じちにとり、朝廷の人々を恐怖に陥おとしいれ、国と皇帝を裏切った男。少女だった自分からささやかな幸せを奪うばった仇かたき──。

「やはり見るのは怖いか。なよやかなおまえに無ぶ粋すいなことを言ってしまったな」

　苦く笑しようしながら崇すう怜れいがまた箱へと向き直る。こちらに背を向けた彼を結蓮は凝ぎよう視しした。

「いいえ──、拝見します」

　今なら隙がある。彼はまったく警けい戒かいしていない。仕留められるかもしれない。

「そうか？　無理しなくともいいんだぞ？」

「ありがとうございます。大だい丈じよう夫ぶです」

　声は奇き妙みようなほど静かだった。袖の中で小刀を握りしめ、席を立つ。

　崇怜はまだ背を向けている。木箱の中身に気をとられているようだ。

　結蓮は平静なふりをして近づいた。足音が乱れては気取られる。焦あせってはいけない。自分に言い聞かせ、痛いくらいに小刀の柄つかを握りしめる。

　真後ろまで来た時、崇怜が肩かた越ごしに軽く振り返った。

「顔色が悪いぞ、結蓮。本当に大丈夫か」

　案じるように眉まゆをひそめた彼に、結蓮は目を伏ふせて小さく首を振った。

「申し訳ありません……やはり少し怖いです」

「そうだろう。ではやめておくか？」

　崇怜がうなずきながら箱へと視線を戻す。

　瞬しゆん間かん、結ゆい蓮れんは小刀を握った右手を一いつ閃せんさせた。崇すう怜れいの首めがけてそれを振り下ろす。

　かすめた、と思った時、目の前から崇怜が消えた。

「！」

　同時に後ろから腕うでをひねりあげられる。

「──本当にその気があるなら、もう少し殺気は抑えたほうがいいな」

　耳元に息がかかる。背後をとられたとわかり、結蓮は唇くちびるをかんで彼をにらんだ。

（仕損じた！）

　気づかれていたのだ。ちぎれそうなほどの力で手首を握にぎられ、小刀が指からこぼれる。床ゆかへ落ちてすべっていくのを見やり、思わず歯は嚙がみした。

　彼のほうが武人として上であることは承知していたし、癖くせなどもある程度は把は握あくしていたから、それをふまえて攻こう撃げきしたつもりだった。だが今の彼の動きや力の強さは、これまでの彼とはまるで別人だ。

　顎あごをつかまれて後ろを向かされる。傍そばにあった崇怜の顔はじっと切なげに見つめていた。

「おまえがなびいていないことくらいわかっていたさ。琮そう成せいと引き替かえに心を渡わたすような女なら、こんなに苦労はしていない」

「……っ」

　逃のがれようと必死にもがくと、一いつ瞬しゆん、腕の力がゆるんだ。

　結蓮はすかさず身体からだをひねり、距きよ離りをとろうとした。右みぎ腕うではつかまれたままだが、他ほかが自由ならなんとかなる。

　身を翻ひるがえして向き合った時、崇怜は微笑ほほえんでいた。

「だから──心が手に入らないなら、せめておまえの身体と一いつ緒しよになるよ」

「っ!!」

　尋じん常じようでない力で再び抱だき寄せられたと思った瞬間、胸に衝しよう撃げきを感じた。

　体当たりするようにして突つき出された短たん剣けんが、深々と胸に吞のみ込まれていた。

「……ぁ……っ」

　信じられない思いでそれを見下ろし、結蓮はその場に倒たおれ込む。

　錦にしきの打ち掛かけがみるみる血で濡ぬれていく。自分の身体が冷たくなっていくのを感じた。

　痛みでかすむ視界に崇怜が見える。見下ろす彼は微笑んでいた。

「大丈夫だ。おまえも知っているだろう？　龍りゆう神じんの娘むすめはこれくらいで死にはしない」

　目の前が暗くなる。頰ほおをなでられた気がしたが、すぐにそれもわからなくなった。

「早く、おまえの美しい姿を見せてくれ──」

　その声を最後に、すべてが闇やみに包まれた。







　第四章　龍神あらわる







　目が覚めた時、そこは宮きゆう殿でんの一室ではなかった。

　板張りの床に倒れていた結ゆい蓮れんは、起き上がろうとして顔をしかめた。

「痛……」

　そろりそろりと目線を下ろせば、胸から下にかけて衣ころもが蒼あおく濡れていた。崇すう怜れいに刺さされた時のままの衣い装しようだ。あれきり放置されていたらしい。

（でも、ここはどこだろう）

　二、三歩歩けば壁かべにぶつかってしまうほどの小さな部屋は、床も屋根も古ぼけた木で出来ている。どうやら小屋のようだったが、もちろん皇こう帝ていの宮殿にこんなものがあるはずがない。

　結蓮は歯を食いしばって身体を起こすと、あらためて小屋の中を見回した。

（どうしてこんなところに……？）

　これは牢ろうなのだろうか。新皇帝に刃は向むかった罪で投とう獄ごくされたということなのか？

　窓はないが板の隙すき間まから光がもれているので昼間なのだろう。壁に一つだけ扉とびらがついているのに気づき、よろよろと立ち上がる。

　牢だとしたら鍵かぎがかかっているだろうとは思ったが、やはり扉はびくともしなかった。

　力をこめるのを諦あきらめ、外の気配をうかがってみる。ざわめきのようなものが聞こえるような気もしたが、よくわからない。

「──目が覚めたか」

　突とつ然ぜん声が聞こえ、結蓮ははっとして振ふり返った。

　確かに部屋の中から聞こえた。誰もいないのに、なぜ──と目を凝こらして見ると、隅すみに何かが置いてあるのに気づいた。

（水すい盤ばん！）

　急いで駆かけ寄ってのぞきこむ。思ったとおり、そこには自分ではない顔が映っていた。

「気分はどうだ、結蓮」

　微笑んでそう言ったのは、龍りゆう袍ほうを身にまとった崇怜だった。

「おまえが目覚めるのを待っていたんだ。こちらの準備は整っている。待ち遠しかったよ」

「……なんの準備ですか？」

　結蓮の問いに彼は答えなかった。脇わきにいる誰かに指だけで指示を出すのが見える。

（何をするつもり？　これは──屋外だろうか）

　指示する仕草を読み取ろうと凝視したが、わからなかった。崇怜がこちらに視線を戻もどしたので、キッとにらみつける。

「結ゆい蓮れん。おまえはまだ、龍としての力に目覚めていない。目覚めなければ私たちは一つになれないんだ。手助けしてやるから、早く本当のおまえを見せてくれ」

　子どもに言い含ふくめるようにそう言って、彼はちらりと遠くのほうへ目をやった。何かを確かく認にんしたように満足げに一つうなずく。

　三み度たび視線を戻した彼は、妙みように高こう揚ようした目つきをしていた。

「龍神とは水の神。当然だが水を好む。だがほとんどの場合、火には弱い。もし炎ほのおに攻せめられたら、龍の本ほん性しように戻って己おのれを守らなければ危険だと本能で知っている。そういう生き物だ」

「……なんのお話です？」

「すぐにわかるさ」

　最後にもう一度微笑んで、彼の姿は消えた。水盤の水が黒く変色する。

　結蓮は眉をひそめ、水盤の前で考え込んだ。

「どういう意味……？」

　なぜ急に龍の本能の話などしてきたのだろう。彼がやたら一つになるだの一緒になるだの言っていたのを思い出し、わけがわからず額を押さえた。

　こんなところに閉じこめておいて、一つになるも何もないだろうに。一体なんのつもりなのだろう。

　ふと、それまでになかった匂においを感じ、顔をあげる。

（……？　なんの匂いだろう）

　何かが焦こげるような、きなくさい臭におい。

　風向きが変わったのかと思っていると、今度は薄うすく煙けむりが流れ込んできた。

（──え？）

　パチパチと爆ぜる音が聞こえ、結蓮は一瞬、耳を疑った。

　急いで壁に張り付いて外をうかがい、予感が当たったのに気づいて息を吞む。

　燃えているのは、この小屋だ。

「噓うそ……！」

　閉じこめられて出られないのに、火がかけられた──？

　崇すう怜れいの言葉がよみがえり、さすがに青ざめる。

　小屋の壁の端はしが黒く焦げていくのが見えた。とっさに水盤の水をかけるも、それだけで火が消えるはずがない。びくともしない扉に水盤を投げつけたが、やはり破れそうになかった。小屋自体に術でもかけられているのか、いくら力をこめても壊こわせない。

「誰だれかっ！」

　扉を叩たたいて叫さけんだが、どこからも返事はない。

　流れ込む煙はどんどん濃こくなり、熱気が増していく。

　炎が侵しん入にゆうしてくるのを、結ゆい蓮れんはなすすべなく見ているしかなかった。
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　雪せつ南なん府ふの軍勢に占せん拠きよされた朝ちよう廷ていでは、残された官かん吏りや武官らが各所に集められ、幽ゆう閉へいされていた。そのため多くの官府は無人となっており、時折見張りの兵士が見回っているだけで静まりかえっている。

　そんな中、内ない宮ぐうの片かた隅すみのとある官府で、ひそかに作戦が進行していた。

「まもなく陣じんの準備が整うとのことにございます。太子殿でん下か」

　報告を受けてうなずいたのは、監かん禁きんされているはずの太子琮そう成せいだった。

「そうか。発動の頃ころ合あいはそなたに任せる」

「はっ」

　一礼したのは相そう長官だ。朝堂での会議に出席していた彼も敵の手によって幽閉されたのだが、琮成を守って〝脱だつ出しゆつ〟してきていた。

　雪南府の軍勢による反乱が起こり、新皇帝として即そく位いするのを待つ崇すう怜れいが宮殿に入ってからというもの、朝官は皇城への立ち入りを制限され、朝廷も機能していない。しかし水面下ではすでに封ふう陰いん省しようが動いていた。

　標的はあくまで崇怜一人。彼を〝捕ほ獲かく〟するため、封陰官たちは数日かけて術式の陣を作っていたのだ。

「後はうまく崇怜をおびきだせりゃいいんだがな」

　卓子つくえの上にだらしなく寝ねそべって酒を飲んでいた真しん君くんが口をはさむ。もともとは彼が立てた作戦なのだが、今のところ自身が動く気はないようだった。

　琮成はしばし考え、真君をまっすぐ見つめた。

「私が囮おとりになれば誘さそい出せると思いますが」

　真君が酒に染まった顔でにやりと笑う。

「一歩間ま違ちがえりゃ、黒こく龍りゆうに食われるかもしれんぞ。おまえさんにできるか？」

　冗じよう談だんとは思えないその言葉に、一いつ瞬しゆんぎくりとしたが、すぐさま顔を引き締しめた。

「それが私の使命なら。もとより、陛下を置いてここへ来た時点でその覚かく悟ごはできております」

　控ひかえていた封陰官たちが緊きん張ちようした顔で見つめている。真君は笑えみをたたえたままじっと琮成を見ていたが、やがて身体からだを起こした。

「安心しな。碧へき眼がんの太子様に何かあったとなりゃ呪じゆ禁ごん師しの名折れだ。こいつらが死しに物もの狂ぐるいで守ってくれるさ。なあ？」

「はい。命にかえましても」

　相長官がおっとりと拱きよう手しゆし、封陰官たちも慌あわてたようにそれに倣ならう。琮成はうなずいてみせ、玻は璃りの塡はまった扉へと目をやった。

　現在、龍神の太刀たちに宿った黒龍は崇すう怜れいに憑いている。彼が各国の蓮れん女によの加護を襲おそい、この煌こう国の皇こう宮ぐうをあっというまに制圧し簒さん奪だつという行こう為いに及およんだのは、すべて黒龍の尋じん常じようでない力によるものだ。人の身ではとても対たい抗こうできはしないだろう。

　ならば彼から黒龍を引き離はなせばいい、というのが真しん君くんの言い分だった。そして琮そう成せいがいればそれは可能である、とも。

　碧眼を持って生まれた琮成は龍神の加護を厚く受けている。それは黒龍が取り憑つく〝器うつわ〟として魅み力りよく的だということでもあるらしい。現に黒龍は琮成の夢にたびたび現れ、誘ゆう惑わくして己の器にしようとしてきた。崇怜の支配下にありながら琮成の身体を狙ねらっているのだ。

　黒龍が崇怜に憑いている以上、こちらに対抗するすべはない。だが、崇怜の身体から出た時に捕とらえられれば、勝ち目はある。黒龍が琮成を狙って現れた瞬しゆん間かんを突き、捕獲して閉じこめるのだ。

　真君にその策を聞いた時、琮成は迷わず参加を申し出た。自分可愛かわいさで逃にげ隠かくれている時ではない。それに、相そう長官をはじめ封陰官たちのことは信しん頼らいしている。

　何より、太子として、兄である崇怜にこれ以上好きにさせておくわけにはいかなかった。

（たかが己の興味を満たすために国を壊こわすなど、許さぬ）

　そのために父皇こう帝ていを無造作に幽閉し、皇宮を混乱に陥おとしいれ、煌国六百年の歴史をひっくり返そうとしているのだ。配下や官吏らに慕したわれていた兄を尊敬していたが、今は怒いかりしかない。

　そんな敵方に囚とらわれている従妹いとこを思うと、胸が詰つまった。

（結ゆい蓮れんは無事だろうか……）

　彼女のことだから、太子のためにと気き丈じように耐たえているのだろうが──。

「しかし、嬢じようちゃんのことは心配だな。ただ単に妃きさきにするために囚われたとは思えん」

　真君がつぶやく。彼も同じことを考えているらしいと気づき、琮成は眉まゆを寄せた。傍そばに控える相長官も同意見のようだ。

「豊ほう家当主からの連れん絡らくによれば、橘たちばな君が崇怜皇子のもとへ向かったそうですが」

「ところが季すえ隆たかのやつめ、あっさりとっ捕つかまって首をはねられたそうじゃねえか。まったく、何しに行きやがったんだか……」

　酒を傾かたむけながらぼやいている真君を、琮成は真顔で見つめた。

「その噂うわさは事実なのでしょうか」

「さてな。事実だろうとそうでなかろうと、皇宮にいるこっちの味方側を動どう揺ようさせたんなら、崇怜の勝ちってことさ」

「……」

　それを伝えにきたのは、季隆と一いつ緒しよに皇宮に忍しのび込んでいた豊家の武官だった。

　数日前、結蓮の祖父の諭ゆ迅じんを訪ねた季隆は腕うでの立つ者を数人借りると、〝正規ではない方法〟で皇宮の中に入り、連れてきた腕うで自じ慢まんの武官たちに邪じや魔ま者ものを排はい除じよさせながら崇すう怜れいのもとまで乗り込んでいったらしい。しかしその場で捕らわれてしまった。

　それ以降、彼とはぐれた武官たちは皇宮の隅すみにひそんで情報を集めていたが、そこに流れてきたのが、季すえ隆たかを処しよ刑けいしたという一報だった。

　今やその話は皇宮中に伝わっているという。雪せつ南なん軍のもとで働かされている一部の官吏や女官たちは震ふるえ上がっていることだろう。逆らえば死が待っていると言われたようなものだ。

　しかし、琮そう成せいは気になっていた。

「殺して死ぬような男には思えないが……」

　思わず口に出してしまうと、真しん君くんがぶーっと噴ふきだした。何がそんなに面おも白しろかったのかげらげら爆ばく笑しようしている。

　面めん食くらう琮成に相そう長官がのほほんと言い添そえた。

「笑い上戸でいらっしゃるそうにございます」

「……そうか」

　どう対応していいかわからず、卓子の上でひーひーと腹をかかえている真君からなんとなく目をそらしていると、彼がふいに起き上がった。涙なみだをぬぐいながら愉ゆ快かいそうに扉とびらのほうを見やる。

「噂をすればってやつか。どれ、間ま抜ぬけ面づらを拝んでやるかのう」

「？」

　何事かと琮成もそちらを見た時、ちょうど扉が開いた。

　入ってきたのは雪南軍の鎧よろいをつけた男だった。一いつ瞬しゆん誰だれもが息を吞のんだが、すぐにほっと空気が緩ゆるむ。

「やっと来たか。のろのろしおって」

　真君のからかいに、兜かぶとを脱ぬいで軽く頭を振ふったのは季隆だったのだ。

「抜ぬけ出すのも楽じゃねえんだよ。仕事してきたんだからいいだろ」

　いなすように答えた彼が、琮成に気づいて目を瞠みはった。

「あれっ？　太子殿下、もうこちらにいらしてたんですか」

　そのけろりとした顔を見ていたら、琮成はなぜか言い様のないむかむかした感情に襲われた。

　けっして心配していたわけではない。ないのだが、こうもあっさり生せい還かんされると、気にしていた自分が何やら間抜けに思えてくる。

「殿下？」

　訝いぶかしげに見つめられ、仕方なしに気持ちを静めた。

「……〝随ずい身じん〟を置いてきた。脱だつ出しゆつしたとは気づかれていないはずだ」

「ああ、あの幻げん術じゆつですか。あれはお見事でしたもんねー」

「おまえこそ、死んだと皇宮中に話が回っているぞ」

　季すえ隆たかが皮肉な笑みになる。

「おそれながら、殿でん下かと同じ策です。身代わりの人形を置いて出てきました。それから敵方の兵から鎧を失敬してやっと包囲をくぐれて」

「斬きられたのは人形か……」

「あ、ちゃんと動いてしゃべれる人形ですよ？　私の身代わりですので」

　一歩間違えれば処刑されていたというのに、あっさりしたものだ。これくらいの場数は踏ふんでいるらしい。

「牢ろうを破るのに手間取ったのかと思っていたよ」

　相そう長官が口を挟はさむと、季隆は表情をあらためた。

「実は、結ゆい蓮れんちゃんが来たんです。俺を逃がすために鍵かぎを持ってきてくれて」

　琮そう成せいは思わず身を乗り出す。宮きゆう殿でんに閉じこめられているということしか彼女についてはわかっていなかったのだ。

「会ったのか」

「はい。錠じようだけ開けてもらって先に帰して、身代わり人形を残して俺も出たんですが。あ、もちろんこの作戦のことも全部話してきました」

「では、おまえが死んだというのが噓うそであるのも承知しているのだな？」

「はい。ただ、俺を処刑したと聞いて動揺してないか、それは心配ですね。噓だとわかってても冷静でいられるかどうか……。かなり張り詰めてましたし」

　それはそうだろう。何しろ敵の中に一人でいるのだから。緊きん張ちようで気を抜く暇ひまもないはずだ。結蓮の内心を思うと、つい声が厳しくなった。

「私があちらから抜け出すことも話したのだろう。なぜ結蓮も連れてこなかった」

「逃げてほしいって俺も言ったんですが……。やっぱりそれはできないと言われて。自分が逃げたら崇すう怜れい皇子を刺し激げきするから、と」

「ま、それもそうだな」

　真しん君くんのつぶやきに、少し頭が冷える。琮成は焦あせりをなだめようと黙だまりこんだ。

　その間にも季隆の報告は続く。鎧をはずしながら封ふう陰いん官かんの輪に入っていった。

「来る途と中ちゆう、包囲陣じんを手伝ってきたんです。西が手て薄うすだって聞いたんで、しばらくそこにいて、それで時間食っちゃいまして」

「ということは、もう発動できる状態になったのかな？」

「はい。後は崇怜皇子を宮殿の外に出すだけです」

　それが一番の問題だった。崇怜を包囲陣の中に誘さそい込み、黒こく龍りゆうと切り離すというのが作戦の要かなめなのだ。

「じゃあ橘たちばな君、疲つかれているところ悪いけど、すぐ包囲できるよう打ち合わせしておいてくれるかい」

「はい。あ、その前にちょっと着き替がえます。俺の官服は？」

　用意されていた封陰官服に着替え始めた季すえ隆たかを横目に見やり、琮そう成せいはじっと自分の掌てのひらを見下ろした。

　やはり自分が囮おとりになろう。父や官かん吏りたち、そして結ゆい蓮れんを囚われの身から解放するにはそれが一番早い。心を決めてそう口にしようとした時だった。

　回かい廊ろうのほうで気配がし、皆みな、はっとしてそちらを見た。すばやく庇かばう体勢をとった相そう長官の後ろから、琮成も扉を見つめる。

　足音を忍ばせて入ってきたのは豊ほう家から来た武官の一人だった。季隆を見つけて驚おどろいた顔をしたが、無事を労ねぎらう余よ裕ゆうもないようで、急せいた様子で報告した。

「雪せつ南なん王おうが宮殿の外に出ました！　というか、かなり前から出てます！」

「何っ」

「本当かい？」

　誰だれもが色めき立った。自ら崇すう怜れいが外に出てきたのだ。うまく誘い込めば術式を発動できる。

「それで、どこにいるの？」

「内ない宮ぐうの広場、と言ったらいいんでしょうか。外朝から内宮に入ってすぐのところの……。よくわからないんですが、官吏たちが集められてて、何か儀ぎ式しきをしているようです」

「儀式？　なんの儀式だろう」

　相長官が訝しげに眉まゆをひそめる。こんな時に崇怜が突とつ然ぜん行う儀式に、誰も心当たりはないようだ。

「自分も気になったので、遠目からですが見に行ったのです。雪南王が広場の上部に席を構えていて、官吏たちは周りに並ばされていました。そして、広場の中央に粗そ末まつな小屋があって、それに火がかけられていました」

「……なんなのだ、それは」

　琮成は思わずつぶやく。皇こう帝ていに即そく位いする過程でそんな儀式は存在しない。一体何をしようとしているのか。

　その時、それまで黙って聞いていた季隆が緊きん迫ぱくした声をあげた。

「そこに結蓮はいたか？」

「え」

「雪南王の隣となりに！　妃きさきにしようってんだから、何か儀式をする時には横に置いてるはずだろ」

　武官は季隆の剣けん幕まくにたじろいだように後あと退ずさった。

「そういえば……、いえ、臨席していませんでした」

　それを聞いた時の彼の顔がはっきり青ざめるのを、琮成は見た。

　狼ろう狽ばいと後こう悔かいをにじませ、季隆が真君を見る。それまでと打って変わって真君も真顔だった。

「まずいな。崇怜なら龍の弱点は把は握あくしとるだろう。炎ほのおにまかれたらさすがに無事じゃすまんぞ」

「……くそ！」

　悔くやしげに叫さけび、季すえ隆たかが脇わき目めもふらず部屋を飛び出していく。

　真しん君くんの言葉の意味にやっと気づき、琮そう成せいは愕がく然ぜんとした。

（結ゆい蓮れんを火ひ攻ぜめにしているというのか!?）

　まさかと思いたかった。破は壊かいの太刀たちを手に入れた反逆者とはいえ、結蓮を愛していたはずの兄がそこまで堕おちていたとは。

　だが真君や相そう長官の表情を見ては、それが現実だと認めざるを得なかった。

「思ったより早めの出番になるかもしれんのう」

　飄ひよう々ひようとひとりごちた真君の横で、相長官が封陰官たちに指示を出していく。彼らが急いで出ていくのを琮成は言葉もなく見送るしかなかった。

　ふいに肩かたをたたかれ、はっと我に返る。室内にはいつのまにか真君一人しかいなかった。

「おぬしはわしと行くぞ。しっかりせい、太子殿下」

　開け放たれた扉とびらを見やり、琮成は歯は嚙がみしながらうなずく。

（間に合ってくれ──）

　そう祈いのるしかできない自分が腹立たしかった。
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　隠かくれ家がを飛び出し、内宮の広場へと駆かける間中、激しい後悔で目がくらみそうだった。

　間ま違ちがいであってほしい。自分たちの考えすぎ、武官の勘かん違ちがいであってくれれば。本当は崇すう怜れいの隣で儀式とやらを見ていてくれたら──。

　けれども、それが単なる希望でしかないのはひしひしと感じていた。

（今のあいつなら、それくらいやる）

　石いし敷じきの道をすべるようにして曲がり、転びそうになりながら季すえ隆たかは無人の内宮を走った。

（わかってたのに……なんで無理にでも連れ出さなかったんだ、俺は）

　あの夜、一いつ緒しよに逃にげていればこんなことにはならなかったのに。

　今さら悔くやんでも遅おそすぎる。自分の判断間違いが彼女を絶体絶命の窮きゆう地ちに追いやってしまったのだ。

　彼女の強さを信じていた。武器を持っていると聞いて吞のん気きにも安心していた。二日間だけ我が慢まんしてくれなんて、無責任なことを言って行かせてしまった。

　その間に何もないだろうと思っていたわけではない。それなのに一人残してきた。自分の甘さを悔やんでも悔やみきれない。

（俺が行くまで無事でいろ。必ず──必ず助けてやるから）

　官街を抜ぬけると広場を囲む回廊が見えてくる。吹ふき抜けではないので向こう側の様子はわからないが、何か異様なことが起こっているのは感じられた。

　広場に出るには回り道するしかないが、時間が惜おしい。走りながら長ちよう袍ほうに仕込んでいた懐かい剣けんを抜き放ち、血を含ふくませる。

「木ぼく石せき丸まる！」

　地じ響ひびきを立てて巨きよ大だいな切り株が現れた。みるみる枝を伸のばしていくそれを伝い、季隆は回廊の屋根に駆け上がる。

　数段高いところに築かれたそこからは、広場の様子が一望できた。

　広場と内宮の奥をつなぐ大楼ろう門もんの二階に崇怜が一人でいるのが見えた。急きゆう遽きよしつらえた皇帝の席なのだろう。外朝に通じる楼門側には官吏たちが集められている。

　そして、広場の中央では小屋が激しく炎を吹き上げていた。

（あれか！）

　急いで別の懐剣を取り出す。鞘さやを払はらって腕うでの血を含ませ、水神を呼び出そうとした時だった。

　ドン、と重々しい音が大気を震ふるわせた。

　燃えさかる小屋を突つき破り、翠みどり色の巨大な水柱が噴ふきだした。

「!?」

　天高く突き立ったそれは翠すい玉ぎよくのような水すい滴てきをまき散らし、広場がきらめきに包まれる。

　あたりが水みず飛沫しぶきでけぶる中、小屋から飛び出した何かが竜たつ巻まきのように上空へ駆け上った。

（──そんな）

　大楼門の二階欄らん干かんから崇すう怜れいが身を乗り出す。官吏たちがぽかんと口を開けて空を見上げる。

　回廊の屋根の上で、季すえ隆たかは呆ぼう然ぜんとそれを見つめていた。

　翡翠ひすいを薄うすくけずったような鱗うろこ。瑠る璃り玉のごとき眼め。金色の角とたてがみ。

　美しい龍りゆうが、翠の水柱に守られるようにして身をくねらせている。

「翠すい龍りゆう……」

　彼女がいるはずの小屋から龍が飛び出した。それが何を意味するのか考えるまでもない。

　火攻めにされて生命の危険を感じ、とうとう本ほん性しように戻もどってしまったのだ。

　翠玉を溶とかしたような飛沫が降りしきる中、官吏たちが歓かん声せいをあげる。

「龍神だ……！　龍神が現れたぞ！」

「なんと神こう々ごうしい……これは奇き跡せきか!?」

「やはり我が煌こう国には龍神の加護があったのだ！」

　龍を見上げて叫ぶ彼らの顔は畏おそれと歓かん喜きに満ちている。突とつ然ぜん顕けん現げんした龍神を目にして純じゆん粋すいに驚き、喜んでいるようだ。

「ああっ。龍が落ちていくぞ！」

　その叫びに、季隆ははっと我に返った。

　上空で苦しげにのたうっていた龍が、力なく頭から地上に墜つい落らくしていく。思わず回廊屋根から飛び降りた。

　広場は翠色の水に浸ひたり、大きな池のようになっている。ところどころで壁かべのようになったり樹木のように屹きつ立りつしたりと形を変え、美しくも異様な光景に変へん貌ぼうしていた。

　足にからみつくようなその水の中を、季隆は落ちてくる龍めがけて走る。大楼門の前あたり、水が腰こしほども溜たまったところに落下してきた龍は、水面に到とう達たつする寸前、人の姿に変わった。

　季隆はとっさに彼女の下に飛び込み、身体からだごと受け止めた。重みで一緒に水に沈しずんだが、翠の水が守ったのか、痛みや重さは感じなかった。

「……っ、結ゆい蓮れんっ！」

　すぐに浮ふ上じようして抱だき上げる。服が燃えてしまったのか一糸まとわぬ姿の彼女は、蒼そう白はくな顔で目を閉じたまま動かない。

「結蓮ちゃん！　──おいっ！　しっかりしろ！」

　怪け我がをしている様子はないのに、いくら揺ゆさぶっても反応がない。水の中でゆらゆら揺れる腕の頼たよりなさが、恐おそろしい予感を起こさせる。

「──すばらしい……」

　頭上でわななくような声がした。

　ふり仰あおぐと、大楼門の二階から崇すう怜れいがこちらを見下ろしていた。

　陶とう然ぜんとしていた彼は、手すりから身を乗り出し、ひらりと飛び降りた。翠の水が邪じや魔まして近寄れないらしく、大楼門の下に着地する。

「なんと美しい姿だ。想像以上だ……！」

　高こう揚ようしたようにひとりごちる彼は、瞳ひとみを輝かがやかせている。

「あれが私のものになるのか。あの翠色のきらめく鱗……一枚一枚剝はいで集めたら、この世のどんな宝石すら敵かなわないに違ちがいない──」

　夢見るような目つきで茫ぼう洋ようとしていた崇怜の額に、どすっと音を立てて呪具が突き立った。

　彼は口をつぐみ、視線だけ動かしてこちらを見る。

　呪具を投げ放った体勢のまま、季すえ隆たかは燃えるようなまなざしで彼をにらみつけた。

「……ふざけんな。女の子の身体だぞ」

　怒いかりで息をするのさえ苦しいくらいだ。腕の中の結ゆい蓮れんをぐっと強く抱きしめる。

　どうして彼女がこんな目に遭あわなければならないのか。あの壊こわれた男と同じくらい、助けてやれなかった自分のことも憎にくくてたまらない。

　崇怜は無言だった。眉み間けんに呪具が突き立っているというのに動じた様子はない。

　薄く笑えんだ彼は、ひたすらに結蓮のことしか見ていなかった。

「もう一度、あの姿を見せてくれ、結蓮。そして私と一つになるんだ」

　ゆっくりと足を踏ふみ出し、水の中に入ってくる。彼女を奪うばうつもりだと察し、季隆は呪具を取り出し身構えた。

　しかし崇怜は一歩踏み出したきり動かなくなった。

　ぴん、と張り詰つめる音に気づき、季隆は振ふり返った。

「橘たちばな君！　彼女を避ひ難なんさせなさい！」

　翠の水の壁の向こうに相そう長官がいた。彼を起点として地面に光の筋が八方に伸びている。

（呪じゆ縛ばく結界！）

　崇怜が龍に気をとられていた隙すきに、封ふう陰いん官かんたちが結界を発動させたのだ。

　ここにいては彼らの術式の邪魔になる。急いで長袍を脱ぬぎ、結蓮をくるんで抱き上げた。

　──空を雲が覆おおい始めていた。




　　　　[image: ]




　誰だれかが呼んでいる。

　何度も、何度も。請こうように。

（誰……？）

　懐なつかしい声に惹ひかれ、あたりを見回す。

　金と銀で出来た樹木に、宝玉をちりばめて作った花。玉製の橋がかかる川──。

　夢の世界のように美しい光景だった。結ゆい蓮れんは無意識にそちらへと足を踏み出した。

「お嬢じようちゃん」

　先ほどからずっと呼んでいるのと同じ声が、すぐ後ろで聞こえた。

　振り向くと、若い男がいた。顔はよく見えないが笑っているのがなぜかわかる。

　彼の背後は一面の薄うす紅べに色いろだった。

　はらはらと舞まってきた桃ももの花びらを両手で受け止め、結蓮は彼を見上げる。

「そっちには行かないで。約束どおり迎むかえに来たんだから」

　相変わらず彼の顔は見えない。だが結蓮にはわかった。

（御み使つかい様だ）

　いつのまにか自分の身体が縮んでいる。少女の頃ころに戻っている。

　御使い様が笑って頭をなでてくれた。

「おいで。一いつ緒しよに行こう。お嬢ちゃん」

　結蓮はこくりとうなずき、差しのべられた彼の手をつかむ。

　名前を教えたはずなのに。覚えていないのだろうか。忘れてしまった？

　そう思って悲しくなった時。

「──結蓮!!」

　突とつ然ぜん大声で呼ばれ、結蓮ははっとして目を開けた。

　薄紅の嵐あらしが瞼まぶたの裏に消える。代わりに見えたのは薄うす暗ぐらい天てん井じようだった。

（……ここは？）

　卓子つくえや椅い子すの脚あしが見える。床ゆかに仰あお向むけになっているようだ。

「結蓮！　気がついたか？」

　ぐいっと頰ほおをつかまれた。視界に季すえ隆たかの顔が飛び込んでくる。

　初めて見るくらい強こわばった表情だった。ひどく青ざめている。

　夢の中の御使い様と同じように手を握にぎってくれている彼を、結蓮はぼんやりと見つめた。

「どこか痛いところは？」

　問いかけに無言で首を振る。どうして彼はこんなに必死な顔をしているのだろうと不思議に思った。痛いどころか身体中に精気がみなぎっているのに、おかしなことを訊きくものだ。

　だが唐とう突とつに気づいた。結蓮は飛び起き、後あと退ずさって彼から離はなれた。

（あ……私……）

「結蓮ちゃん？」

　季隆が驚おどろいた顔で見ている。その視線からも逃のがれたくて、身体を縮めるようにうずくまった。

　自分の身に何が起きたのか。思い出すと涙なみだがこみあげてきた。

「……私、本当に龍だったのですね。何も、知らなくて……」

　崇すう怜れいの言ったとおりだったのだ。火にまかれて、苦しくて──やっと身体が楽になったと思った時には空にいた。人々がそろって口を開け、自分のことを見上げていた。

「みんな……恐ろしそうに私を見ていました。私も、恐ろしいです。龍なんて……」

　自分でもこの感覚がわからない。重い殻からをやぶったような爽そう快かい感かんがあるのに、ふわふわとして頼りない。怖こわいのに、また天に昇のぼってみたいと感じている自分がいる。そう思ったら涙がぼろぼろこぼれた。

「自分が、恐ろしい……」

　そうだ、この人にも見られてしまったのだ。人ではないということを知られていても、実際にその姿を見られたことには別の怖さがあった。

「見ないでください。見ないで……」

　見られたくなかった。無防備に本ほん性しようをさらしたところなんて。

　肩かたからかけられていた長ちよう袍ほうをかきあわせ顔をうずめようとした時、凍こおりついたように黙だまっていた季すえ隆たかが動いた。

「──知ってたんだ！」

　長袍ごと結ゆい蓮れんを抱きしめ、彼は叫さけんだ。

「ごめん……ずっと前から、知ってたんだ。君が龍りゆう族だって……」

　苦しげなその告白に、結蓮は驚きのあまり涙が止まってしまった。

　どういうことだと見つめると、彼は躊躇ためらうように見つめ返してきた。

「君のお祖父じい様さまに聞いた。それをふまえての婚こん約やくだったから。最初から知ってたんだよ」

「え……」

　では、祖父は結蓮が龍神だと承知していたのか。

　意外な事実に呆ぼう然ぜんとしていると、季隆は察したようにうなずいた。

「君のお祖母ばあ様さまと母上は龍族で……、こちらの世界に生まれた龍族はいずれ眷けん属ぞくのもとに帰らなきゃいけないらしい。母上が君を残していなくなったのはそういうことだったんだ」

「……」

「お祖父様は、奥方と娘むすめを引き留められなかったのをずっと後こう悔かいしてた。だから孫まご娘むすめの君だけは絶対に手放したくなかったんだ。態度はあんなふうだけど、お祖父様は君のことを傍はたから見てて呆あきれるくらい愛してらっしゃる。それで、この世に留とどめる方法を探してくれって俺に頼たのんできたんだ」

　次々と明かされる事実に、言葉が出てこない。すぐには信じられなかった。

（お祖父様が……？）

　厳格で、面と向かえば辛しん辣らつなことしか言われなかった。当然のように嫌きらわれていると思っていたのに。

「俺も君を眷属のもとに帰したくなかった。だからその方法をずっと探してて……。文ぶん献けんなんかを片かたっ端ぱしから読んだりもしたけど、でも、見つからなかった」

　抱きしめていた腕うでを放し、季すえ隆たかの手が肩にかかる。悔くやしげな顔で目を伏ふせた。

「黙ってて悪かった。君がそれを知ったら、自分が龍だってことを思い出してあっさりいなくなるんじゃないかとか、いろんなこと考えて……。怖くて言えなかったんだ」

　結ゆい蓮れんはぼんやりと彼を見つめていた。まるで結蓮が今にもどこかへ行ってしまうとでも思っているのか、必死な様子で弁解する彼。そんなふうに、この世にとどまれる方法というのをずっと探してくれていたのだろうか。

「季隆様は……私のことが、怖くないのですか？」

　話だけ知っているのと実際目にするのとではまた違ちがうはずだ。自分でさえ自分のことが怖い。

　彼は目を見開いたが、すぐに苦く笑しようを浮うかべた。

「そんなわけないだろ。本気で訊いてるなら怒おこるよ？」

　その笑え顔がおと、ただそれだけの答えに、ふわっと心が軽くなる。

　頭をなでられ、夢の中の御使い様と同じ感かん触しよくだと思い出して、ほっとした時だった。

　突然、パリンと何かが砕くだけたような音が空気を裂さき、季隆が扉とびらのほうを振ふり向いた。

「今の音は？」

「……呪縛結界が破られたみたいだ」

「え……!?」

　厳しい横顔を、結蓮は息を吞のんで見つめる。

「一度は捕とらえたんだけどね。そう簡単にはいかないな、やっぱ」

「では、長官や封ふう陰いん官かんの皆みなさんは」

「何重にも結界張ってるから、大だい丈じよう夫ぶだとは思う。……まだ、ね」

　気配を探さぐるように彼は扉のほうをじっと見ている。こうしている間にも彼の仲間の封陰官たちは崇すう怜れいと交戦しているのだ。結蓮は表情を引き締しめ、彼を見上げた。

「季隆様は別の陣じんを敷しいておられるのでしょう？　私のことはいいですから、そちらにお戻もどりください」

　季隆が驚いたように視線を戻す。彼が何か言う前に結蓮は続けた。

「少し休んだら私もすぐに行きます。じっとしていれば動けるようになると思いますから」

「何言って……、こんなに弱ってるのに放ほうっていけるか」

「今は黒龍の封印が最優先のはずです。季隆様はその作戦に必要な方です。足を引っ張りたくありません」

　強い口調で言う彼に、頭を振って訴うつたえる。

「お願いします。もうこれ以上あの方を野放しにできません。国を守りたいのです。お願いです……！」

　封陰官が数十人がかりで張った結界陣を一人で破るような相手だ。彼らを援えん護ごしたいし、季隆もそう思っているはずだ。こんなところに引き留めておくわけにはいかない。

　季すえ隆たかが深々と息をついた。ぽすんと結ゆい蓮れんの頭を軽くたたき、そのまま髪かみをかき回す。

「ほんとに……頭に来るくらい自分のことを考えない子だな。これだけの目に遭あわされて、心も身体からだも傷ついてるのに。俺にろくに心配もさせてくれやしない」

「すみません、でも」

「今だけは傍そばにいてほしいって、言えよ」

「え」

「思ってるんだろ。心の底では」

　不ふ機き嫌げんな顔の彼に髪をぐしゃぐしゃにされながらも、結蓮は言葉を探した。

「いいえ……、今だけではなくて、いつもお傍にいたいと思っています。あなたの隣となりで一いつ緒しよに戦いたいです」

　ぴたり、と髪をかきまわしていた手が止まる。

「それが君の望み？」

　結蓮がうなずくと、彼は一いつ瞬しゆん黙だまり込み、ふいに顔を寄せてきた。

　額に温かいものが触ふれる。口づけられたのだと気づいた時には、季隆は立ち上がっていた。さっさと扉へ向かいながら振り向いて指を突つきつけてくる。

「帰ってきたら教育し直すからな。自分のこと二の次にばっかり考えずに、わがままも言える子にしてやる。それまでここに隠かくれてろ。いいね」
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「いえっ、私も加勢に」

「だーめ。武器もないのにどうやって加勢すんの。その恰かつ好こうで出てこられても目のやり場に困るわ」

　はっとして自分の姿を見下ろす。季すえ隆たかが貸してくれた長ちよう袍ほうを羽織っただけの今は、確かに戦せん闘とう向きではない恰好だ。

　慌あわてて前をかきあわせる結ゆい蓮れんに苦笑すると、彼は軽く手を振って扉を開けた。

「いいから、俺に任せときなって。追いかけてきたら本気でおしおきするからな」

　最後にもう一度釘くぎを刺さして彼は出ていった。

　静かになった部屋で、結蓮は長袍の合わせをぎゅっと握にぎりしめ、あたりの気配に耳を澄すました。

　ここはどのあたりなのだろう。戦闘の場からどれくらい離はなれているのかわからないが、声や物音は聞こえない。

　ふと、額に温度を感じて手をやった。季隆の唇くちびるが触れたところが、ほんのりと温かい。まだ感触が残っているのだろうか。

（季隆様は、私のことを気味が悪いとは思われないのか）

　額を押さえたまま、ぼんやりと考える。

（私は自分のことをそう思ってしまったのに）

　蒼あおい血が流れていると知っても、龍神だったとわかっても。離れていくどころかどんどん近づいてきて、あんなに強く抱だきしめてくれたりする。

　それを嬉うれしいと思う自分に気づき、結蓮は今度は頰ほおを押さえた。

（え？　私は、季隆様のことを……）

　初はつ恋こいの相手であり、五年前から好きだった憧あこがれの御み使つかい様と。

　怠なまけ者だけれど凄すご腕うでの、尊敬している上官兼けん婚こん約やく者の季隆と。

　同一人物であるのはわかっていたはずなのにうまく感情がすり合っていなかったけれど、初めて今すんなりと重なった気がする。

（私が何者であっても拒きよ絶ぜつなさらないのが嬉しいから……？）

　理由を探してそんなふうに結論づけようとしたが、考えた末、ふと気がつく。

（でも、それは季隆様だけじゃない。私が知らなかっただけで、ずっと守られていた……）

　六ろく蓮れん天てん女によに選ばれたのを憐あわれに思い逃にがそうとしてくれた琮そう成せい。龍神であることを知りながらもひそかに愛していてくれた祖父。

　次々と大切な人たちの顔が浮かぶ。皇后や太子妃ひたち、屋や敷しきにいる華か瑛えいと青せい慎しん、花街の紅こう夏かたち。あの人たちを守りたいとずっと思っていたはずだ。それなのに一人だけここにいていいわけがない。

（季すえ隆たか様はああ仰おつしやってくださったけれど、でも、やっぱりこのままではだめだわ）

　二人でいたせいで普ふ通つうの少女に戻っていた気持ちが、だんだん研とぎ澄まされてくる。結ゆい蓮れんは裾すそをさばいてきびきびと立ち上がった。

　まずは武器と服を調達しなければ。できれば鎧よろいも欲しい。どこで手に入れようかと頭を回転させながら扉に向かおうとして、どきっとして立ち止まる。

　すぐ傍の卓子つくえの上に太刀たちが横たわっていた。思わず目を見開く。

「母様の太刀……！」

　崇すう怜れいのもとに囚とらわれた時、取り上げられたはずなのに。季隆も何も言っていなかったし、さっきまではなかったはずだ。どうしてこんなところにあるのだろうか。

　柄つかの瑠る璃り玉が輝かがやいている。まるで呼ばれているようで、手が吸い寄せられた。

「──っ！」

　握った瞬しゆん間かん、身体中を衝しよう撃げきが駆かけ抜ぬけた。

　今までにない力が満ちていくのを実感する。自分の中から光が満ちあふれてくるようだ。

（これなら、戦える）

　自分が何者なのか、そんなことはもうどうでもいい。煌こう国の武官として、太子の近衛このえとして戦うことができればいい。

（それが私の使命だ！）

　結蓮は太刀を握りしめ、戦場へと駆け出した。
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　玻は璃りの砕くだけるような繊せん細さいな音が、立て続けに空気を揺ゆるがす。

　まるで玲れい瓏ろうな音楽のようだと崇怜は思った。

　荒あれ狂くるう黒こく龍りゆうの神気を目まの当たりにして恐きよう怖ふにおののく官かん吏りたちの悲鳴も、次々に結界を破られて焦しよう燥そうする封ふう陰いん官かんたちの怒ど鳴なり声も。

　後は、この場に結蓮が──あの美しい翠すい龍りゆうがいれば完かん璧ぺきだというのに。

　ぐぐっ、と身体に負ふ荷かがかかった。次の結界にからめとられたらしい。

　必死の形相で呪じゆ力りよくをかけている封陰官が目に入り、笑えみがこぼれた。

「懲こりないな……」

　黒龍を呼べば、その神気は勝手に荒れ狂って放たれていく。いくらもかからないうちに、パリン、と音を立てて結界が破れた。

　絶望にそまる封陰官たちを悠ゆう然ぜんと見やった崇怜は、突とつ然ぜんの気配に驚おどろいて振ふり返った。

　巨きよ大だいな火の玉が目の前に迫せまる。間かん一いつ髪ぱつで避よけたが、かすめた火に冠かんむりを焼かれ、髪がほどけた。

「──龍って火が苦手なんですよね？　雪せつ南なん王おう様」

　人を食ったような声が響ひびく。

　見なくとも誰だれなのかはわかった。一いつ瞬しゆん怯ひるんだことをいまいましく思いながら、崇すう怜れいは目を向ける。

　回かい廊ろうの屋根に季すえ隆たかが立っていた。ざまみろと言いたげににやりとしたところを見ると、結ゆい蓮れんにした仕打ちへの意い趣しゆ返がえしのつもりか。

「……そのようだな。結蓮に実験してみて証明されたよ。君も見ていただろう？　あの美しい龍を」

「見ましたとも。女の子の本ほん性しようを暴あばくなんて趣しゆ味み悪わるいんですね」

　笑みを浮うかべつつも目は殺気に満ちている。だがそれはこちらも同じだったろう。いい加減目め障ざわりで仕方がない。

「結蓮は私の妻だ。秘密など必要ない。本性がなんであれ、すべてを愛しているのだから」

「へー、見解が合いませんね。秘密があるから面おも白しろいのに。そんな愛の押し売り、鬱うつ陶とうしいって嫌きらわれますよ？」

「他人に心配してもらわなくていい。私と結蓮の問題だ」

　黒龍を呼ぶ。足あし下もとから黒い神気が噴ふき出し、ほどけた髪かみを激しく乱した。

「結蓮をどこへ隠した？　あれは私のもの。今すぐ差し出せ」

　ふん、と彼は笑った。
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　手にした霊れい符ふがはじけ、金色の錫しやく杖じようが現れる。

「しつこいんだよ。あんだけ振られてんだから……」

　結ゆい蓮れんには絶対に見せないであろう小こ馬ば鹿かにしたような顔で錫杖を構え、彼はふっと笑みを消した。

「──俺の嫁よめに粉かけんの、いい加減諦あきらめろ」

　凄すごみのある声に、崇すう怜れいの肌はだはぞくりと粟あわ立だつ。恐怖ではなく快感を覚えたのだ。

（言こと霊だまもあやつれるのか。面白い）

　ここにも好こう奇き心しんを満たしてくれる者がいたとは──。

　風が威い力りよくを増していく。

　砦とりでのように取り巻く風が吹ふき荒れる中、二人はそれぞれの思いを抱いだいてにらみ合った。

























　煌こう国の都、桃とう霞か。

　その名の通り、春になるとそこかしこに植えられた桃花が都を染めあげ、霞かすみがかって見えるという美しい城市まちだ。

　皇こう帝ていのおわす皇こう宮ぐうから都の大門までを貫つらぬく大通りを玉ぎよく天てん大たい街がといい、それを軸じくにして大路小路で区切られた〝同どう〟と呼ばれる居住区に人々は暮らしている。

　そのうちの一つ、七しち翠すい同どうのとある建物の前に、一人の女武官が立っていた。

　──時刻は、まもなく午ひる。

　全身を鎧よろいで固め腰こしに立派な太刀たちを佩はいた彼女は、見ただけで震ふるえが走ると評される人間離ばなれした美び貌ぼうを憂うれいに曇くもらせ、その建物を見上げた。

「ここが、季すえ隆たかどののお屋や敷しき……」

　彼女──豊ほう結ゆい蓮れんは今、緊きん迫ぱくした事情を抱かかえてここに駆けつけたところだった。

　結蓮は煌国禁軍所属の、太子に仕える近衛このえ武官だ。現在は訳あって封ふう陰いん省しようという部署に出向している。龍りゆう神じんの末まつ裔えいを玉座にいただく煌国にあって、悪あつ鬼き妖よう怪かいから皇帝を守る術師たちの役所だ。

　その封陰省で結蓮の直接の上官にあたる橘たちばな季隆という人物が、時間になっても出勤してこない。彼は次官という重要な役職にあり、しかもある事情から身体があまり丈じよう夫ぶではない。もしや何かあったのではと、同どう僚りように描かいてもらった地図を手にこうして訪ねてきたのだった。

（思っていたよりも大きなお屋敷だけど……、門番の一人もいないのかしら）

　怪け訝げんに思いながら傾かたむきかけた門もん扉ぴを叩たたく。ややあって扉とびらが開き、十四、五歳ほどの少年が出てきた。

「──おはようございます、奥様。今日はどのような御ご用よう向きで？」

　無表情で挨あい拶さつをしたのは季隆の従者の翡翠かわせみ丸まるだ。その呼ばれ方に結蓮は一いつ瞬しゆん詰つまったが、咳せき払ばらいすると一礼した。

「季隆どのがまだ出勤されていないので、お迎むかえにまいりました。もしや急なご病気か何かでしょうか？」

　すると翡翠丸は、心なしか悲しげな目になって結蓮を見た。

「あの……？」

「──どうぞ中へ。ご案内します」

　彼の深刻な様子に嫌いやな予感を覚えつつも、結蓮は屋敷の中に足を踏ふみ入れた。

　どこからか流れてくる二に胡この音色と、結蓮の鎧が奏かなでる金属音が奇き妙みような調和を響ひびかせている。近くに土地神の廟びようでもあるのか、香こうの匂においが漂ただよっていた。

（璉れん国ふうの建物なのかしら。随ずい分ぶんと変わった造りのお屋敷……）

　入り口をくぐると広い土間になっている。竈かまどがあるところを見るとどうやら厨ちゆう房ぼうのようだ。その先には細長い通路が奥へ続いていて、両側に紙貼ばりの引き戸がいくつも並んでいる。どこもかしこも少し──いや、かなり寂さびれた様子だ。

　興味深く見回しながら進む結ゆい蓮れんを、翡翠かわせみ丸まるは引き戸の一つを開けて中に招いた。そこが季すえ隆たかの居室らしい。

「──奥様、言いにくいんすけど……」

　奥の寝しん所じよらしき部屋に続く帳とばりをかきわけながら、翡翠丸がためらいがちに切り出す。

「実は、若さんは……」

「……！　まさか、重い病なのですか!?」

　顔色を変えた結蓮に、翡翠丸は頭かぶりを振ふって寝台を指した。

「いえ、そこで爆ばく睡すい中っす。朝から一度も起きてません」

「──!?」

　急いで駆かけ寄って見てみれば、寝台の紗さや絹ぎぬの向こうで見慣れた顔が気持ちよさそうに寝ね息いきをたてている。

　病のやの字も見当たらない実に平和な寝顔を結蓮は呆ぼう然ぜんと見つめたが、やがて、すっと冷ややかな目つきになった。

「……あなたという人は……っ」

　低くうめくなり、夜具ごと彼を寝台から引きずり出す。どこかぶつけたのか、ぎゃっと悲鳴が聞こえたが、構わずそのまま引き戸をぶち開けた。

「ギャ──────!!」

　通路から土間、そして屋敷の外へと引きずられていく彼の、断だん末まつ魔まのような叫さけびが響き渡わたる。

「いやあああああっ朝日がまぶしい！　目にしみるうぅぅ!!」

「朝日ではありません、もう午です！」

　心配して駆けつけた自分が馬ば鹿かだったと心底思いながら、結蓮はいつものように小言を炸さく裂れつさせたのだった。
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　厨房で竈に鍋なべがかけられているのか、ほかほかと良い匂いがただよっていた。浄きよめられた卓たくには清潔な取り皿が並ぶ。よくある庶しよ民みんの食しよく卓たく風景である。

　そんな中、遅おそすぎる朝食の席についた青年が、優ゆう雅がに扇せん子すで煽あおぎながら眠ねむたげな顔で愚ぐ痴ちっていた。

「ったく、なんで君は朝からそんなに元気なの。寝台にまで襲しゆう撃げきかけるか、普ふ通つう。一応まだ嫁よめ入いり前だろー？　だめだよ、女の子がそんなことしちゃ」

「誰だれのせいですか」

　こちらだって好きで寝室に突とつ撃げきをかけたわけではない。ぴしゃりと返し、結ゆい蓮れんは眉まゆをひそめて彼を見た。

　ちょっとつり目がちで、一見冷たそうにも見える端たん整せいな横顔。半はん端ぱな長さの髪かみはあちこち撥はねており、ゆるく着き崩くずれた着物は胸むな元もとがはだけている。見る者が見れば色いろ香かただよう美び丈じよう夫ふであろう身なりの彼は、朝ちよう廷ていの高官というよりは遊び人の公子という印象だ。それが残念で仕方がなく、結蓮はひそかにため息をつく。

（まったく……。どうしてこの人はこんなに不ふ真面まじ目めなのかしら。きちんとしていれば一応は有能な人なのに……）

　彼こそが結蓮の現在の上官、橘たちばな季すえ隆たかである。隣りん国ごく・璉れんからの留学生でありながら封陰省の次官を務める彼は、将来を嘱しよく望ぼうされた優ゆう秀しゆうな青年官かん吏りなのだ。……これでも。

　しかも、その将来有望な彼に目をつけた結蓮の祖父の命令で、二人は婚こん約やくすることになってしまった。名門出身の結蓮にとっては避さけて通れない、いわゆる政略結けつ婚こんだったが、それは表向き。実際には互たがいの事情を鑑かんがみた末の偽ぎ装そう婚こん約やくだ。ただし、これは二人だけの秘密である。

「俺のせいだね。なるほど」

「──は？」

　意味ありげな声で言われ、結蓮は訝いぶかしげに彼を見た。季隆がふいに立ち上がり、卓のそばに控ひかえる結蓮と目を合わせてにやりと笑う。

「妻として、夫を起こしにきてくれたんだ？」

　からかうような、それでいてどことなく嬉うれしげな笑え顔がおに、結蓮はひんやりとした眼まな差ざしのまま訂てい正せいを入れた。

「妻ではありません。ただの婚約者です」

　ふっと、季隆が軽く目を細めて顔を近づけてくる。

「そんな目で見ても無む駄だだ。余計にぞくぞくするだけだから」

「変態ッスね」

　翡翠かわせみ丸まるが無表情のまま口を挟はさむ。従者に冷たくされるのは慣れているらしく、季隆は気にしたふうでもなくさらに結蓮に詰つめ寄ってきた。

「夫ふう婦ふのおはようの挨拶は？」

「……」

（近い……）

　もう少しで互いの前まえ髪がみがくっつきそうである。未み婚こんの若い男女の戯たわむれにしては少々度が過ぎているが、結蓮は動じることなく無言で見返し、さっと身を退いて太刀たちを抜ぬいた。

「──うぉっ!?」

　突とつ然ぜん鼻先にぎらりと光る刀とう身しんが現れ、季すえ隆たかがぎょっと目を瞠みはる。結ゆい蓮れんはあくまで冷静に部下としての挨拶をした。

「おはようございます。早急に朝の身み支じ度たくをお願いします。上官どの」

　彼のこの手のおふざけにはもう慣れてしまった。何かにつけ軽口をたたく人なので、いちいちまともに相手をしてはいられない。

　見るからに切れ味鋭するどい刃やいばに目が釘くぎ付づけになったまま、季隆はごくりと喉のどを鳴らしたが、やがてフッと不敵に笑った。

「さすがは柚ゆう梨り軍でも五本の指に入ると謳うたわれるだけあるな。見事な太刀たちさばきだ……。そ、そういう硬こう派はなところが君の魅み力りよくだよねー」

「若さん、顔引きつってます」

　翡翠かわせみ丸まるに冷静に追い打ちをかけられ、季隆が大げさにため息をつく。ぱたりと扇子を卓に置いて彼は嘆なげいた。

「なんだよなんだよ、冷たいやつらだな。おまえらみたいなのをボケ殺しっていうんだよ。食卓を明るく彩いろどろうという俺の努力を無にするなんて」

「埃ほこりまみれで恰かつ好こうつけても、全然さまになってないっすよ」

「まあね、外まで引きずり出されたからね！　とにかくおまえはご主人様をいじめて楽しんでないで朝飯を温めてこい」

「へい、ただいま」

　見た目に似合わぬ返事をして翡翠丸が出ていく。手しゆ巾きんで顔の汚よごれをぬぐっていた季隆が呆あきれたように目線を戻もどした。

「ほんとに結蓮ちゃんは真面目なんだからなぁ。さっきみたいなこと、俺以外の人にはしちゃだめだよ。いろんな意味で危ないし」

「あなたが寝ね坊ぼうして遅ち刻こくなどしなければ、私とて寝室に無断で入ったりしません」

「そっちじゃなくて、やたらと太刀を抜くなってこと。明確な敵が相手ならいいけど、朝廷でもああいうことしてたらとんでもないことになるよ」

　ややあらたまった顔つきで季隆が腰こしを下ろす。促うながされて自分も卓につきながら、結蓮は眉をひそめて彼を見つめた。

「あなた以外にあんなふざけたことをする人なんて、めったにいませんが」

「アハハ、そりゃそうだ。──って、少しはいるの？」

「それは、まあ……。ですが太刀を抜いての対応はしていませんし、大だい丈じよう夫ぶです」

〝大だい富ふ豪ごうの娘むすめで皇后の妹で太子の叔母おば〟という絢けん爛らんたる出自の結蓮のもとには、時折熱ねつ烈れつな求愛者が現れる。もちろん当人同士でどうこうすることではないから、変に進展したことはない。

　ふうん、とつぶやいた季隆が、軽く笑って顔をのぞきこんできた。

「次からはそういう時、俺に言いなよ。代わりに対応するから」

「あなたが？」

「婚約者だろ。一応」

「でも、それは……」

　偽いつわりの婚約だ。そう言おうとして、言葉を吞のみこんだ。

　いつも軽けい薄はくな態度でふざけてばかりいる彼だが、意外と頼たよりになることを結ゆい蓮れんは知っている。だが──。

「……そこまでは、甘えられません。今でさえ世せ間けん体ていのために婚約者を演じてもらっているのに」

　季すえ隆たかは驚おどろいたように瞬またたいた。

「そんなこと気にしてるのか。言っただろ、俺は俺の事情で縁えん談だんを受けたんだって。これは婚約じゃなくて契けい約やくなんだから、気に病やむことないんだよ」

「ですが、そもそも私との縁談がなければ、あなたが不利な条件を吞むこともなかったわけですから」

　今年十七になる結蓮に婿むこを取らせようと、祖父は躍やつ起きになっている。だが名家に嫁とつげば武官を辞やめなければならない。太子の傍そばを離はなれたくない結蓮の思いを汲くんで、彼は縁談を受けてくれたのだ。

　しかしそれ以前の問題として、権門豊ほう氏との縁談を断れば朝廷にいづらくなるのは明白だ。どうしても朝廷にいなければならない事情があるらしい季隆には、初めから選ぶ答えは決まっていたようなものだった。それについては結蓮も心から申し訳なく思っているのだ。

　神しん妙みような顔で固辞する結蓮を、季隆は「ははーん」と目を細めて見つめた。

「もしかして、俺みたいななまっちろいのに代わりにやらせるより自分で対応したほうが早いんだからほっとけ、とか思ってない？」

「そんなこと……。少ししか思っていません」

「思ってるのかよ」

「少しだけです」

　大真面目に繰くり返し、結蓮はきりりと表情を引き締しめて一礼する。

「ご心配、ありがとうございます。でも大丈夫です。これまでも私一人で対応してきましたし、季隆どののお手をわずらわせるつもりはありませんから」

　名門の生まれとはいえ、結蓮は〝はみだしっ子〟だ。特に武官になってからはなんでも自分でやってきたし、これからもそのつもりだった。

「……君はもうちょっと、わがままってものを覚えたほうがいいね」

　行ぎよう儀ぎ悪わるく卓子つくえに頰ほお杖づえをついたまま、季隆が面おも白しろくなさそうな顔になる。

「私は充じゆう分ぶんわがままだと思いますが」

「そうじゃなくて……もっと俺を頼りなさいって言ってるの」

　口調はいつものまま、眼差しに少しだけ真しん剣けんな色を宿して季すえ隆たかが卓たくの向こう側から手を伸のばす。

「……言ってる意味、わかんないか？」

　指で軽く顎あご先さきを持ち上げられ、結ゆい蓮れんは驚いて彼を見た。

（いつものおふざけじゃない……？）

　その一いつ瞬しゆん落ちた沈ちん黙もくを破るように、ぱしーん、と勢いよく引き戸が開いた。

「お待たせしましたー。朝飯っす」

「おっ……おう」

　鍋なべをさげて戻ってきた従者を見て、季隆がさっと手を引っ込める。結蓮も我に返り、席を立った。

「配はい膳ぜん、お手伝いします」

「どもっす。じゃあこれ、お願いします」

「了りよう解かいです」

　渡わたされた鍋を台に置き、中の粥かゆを器うつわに注ぐ。やわらかな匂においが立ち上る中、結蓮は眉まゆをひそめて考え込んだ。

（私、何か気にさわるようなことを言ってしまったのかしら。なんだか季隆どのは怒おこっていたような……）

　そっとうかがってみる。しかし当の季隆はいつもの顔に戻っており、付け合わせの大根の酢す漬づけが少ないと翡翠かわせみ丸まるに文句をつけていた。

（……気のせいね、きっと）

　変わらない吞のん気きな様子にほっとして、結蓮は彼の前に粥の器を置いた。

「君、朝は食べてきたの？」

「はい。少し」

「じゃあお腹なか減っただろ。一いつ緒しよに食べようよ。遠えん慮りよしなくていいからさ」

　重ねて促され、結蓮はしばし迷ったが、ありがたくごちそうになることにした。

　きざんだ茸きのこや青菜が入った粥に、黄こ金がね色いろのとろりとしたつゆがかかっている。口に入れると、なんともいえない優やさしい味がした。

「おいしい……」

　思わずこぼれたつぶやきに、季隆が満足そうな笑えみを浮うかべる。

「それはよかった。作った甲か斐いがあったよ」

「これもあなたが？」

「まあね。惚ほれ直した？」

「いえ、最初から惚れてはいませんが、料理は大変美味です」

「ちょ……、そんな真顔で返すのやめてくれない」

　季すえ隆たかが軽く顔を引きつらせたが、結蓮のほうは料理上手な彼にひたすら感心していた。

（以前いただいたお饅まん頭じゆうもおいしかったけれど、このお粥もすばらしい味……。璉れん国の料理かしら）

　彼の故国である璉国は、広大な中海と峻しゆん険けんな山脈とで大陸から隔へだたった、独自の文化が息づく国だ。もちろん食文化も似ているようでかなり違ちがっている。こういう味付けの粥は煌こう国にはないものだ。

「奥様、おかわりは？」

「いただきます」

　翡翠かわせみ丸まるの問いに颯さつ爽そうとうなずいて、新しい器に粥が注がれるのを見ていた時だった。

　ふいにどこからかガターン、というけたたましい物音が聞こえてきた。

「──おうおうおう！　白はくさんよぉ！　今日こそは貸した金、きっちり耳そろえて返してもらおうかァ！」

　続いて聞こえたのは、どすの利きいた男の声だ。壁かべ越ごしだというのにはっきり聞き取れるほど明めい瞭りようなその声に結ゆい蓮れんが驚いていると、今度は悲鳴のような甲かん高だかい男の声がした。

「ああっ、なんですかあなたたちっ。こんなところまで押しかけてくるなんて」

「あぁん？　なんじゃいその言いぐさ。天下の大俠きよう客かく、楊ようの親分から受けた恩を、まさか忘れちゃいねえだろうなァ！」

「そ、そんな、恩だなんて……、うちの鋭えい鋭えいちゃんを助けてくれたのは感謝してますけど、そのお礼に銀百文も払はらえなんて、ひどいじゃないですかっ」

「あぁ!?　タダで人助けしろってか。世の中そんなに甘いわけねーだろがァ!!」

「ひいいぃぃ!!」

「──まーた始まった……」

　呆あきれたように季隆がつぶやく。何事だと問おうとした結蓮に、彼はひらひらと手を振ふってみせた。

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。そろそろ解決するころだから」

「……？」

「奥様、おかわりは」

「いただきます」

　とりあえず次の粥を所しよ望もうして、結蓮は再び耳を澄すます。

　と、今度はドォン！　という轟ごう音おんとともに建物が揺ゆれた。

「あんたらぁーッ！　そんな天道に背そむくようなことばかりやって、恥はずかしくないのかい!!」

　第三の声は気合いのこもった女性の怒ど鳴なり声だった。

「なんだ!?　ババァはすっこんでろ！」

「誰だれがババァだい！　璉れん人ひとを甘く見てると痛い目にあうよ！」

　ドタンバタンガチャン、と凄すさまじい音が鳴り響ひびいた。続けて男たちの悲鳴がこだまする。屋や敷しきがみしみしと軋きしむ──。

　そんな騒そう動どうがしばらく続き、やがて、感服したような叫さけび声がした。

「おみそれしやした、姐ねえさん……！　どうか俺たちを舎しや弟ていにしてください！」

「フン。わかりゃいいんだよ。あんたら、金こん輪りん際ざい悪事はやめな。いいね！」

「へい!!」

　それきり奇き妙みような騒動は終わったらしく、あたりは静かになった。

　粥を食べながら聞き入っていた結ゆい蓮れんは、真面まじ目めな顔で季すえ隆たかに訊たずねた。

「今日はお祭りですか？」

「第一声それ!?」

「いえ、何かお芝しば居いでもやっているのかと思って」

　そうでもなければいきなりあんな騒動が巻き起こることが理解できないと首をかしげていると、季隆がため息をついて教えてくれた。

「この長屋に住んでるのはみんな璉れん人ひとでね。異国人だからって、ああしてタチの悪いやつにつけ込まれることがあるんだよ。こっちも慣れてるからあんな感じで追い返すんだけど。ちなみに鋭えい鋭えいってのは隣となりの夫ふう婦ふが飼ってる小こ亀がめ。ここ壁かべが薄うすいからなー、びっくりしただろ」

「長屋とはなんですか？」

「……あー、そっか。まずそこからか。お嬢じよう様さまには縁えんのない場所だもんな。──ここに来る時に見ただろ、長い土間の両側にいくつも引き戸があったの」

「はい。たくさんお部屋がありました。めずらしい様式の建物ですね」

「あの一つ一つにそれぞれ別の家族が住んでるんだよ。家賃を払って部屋を借りてね。つまりは集合住宅ってわけ」

　え、と結蓮は思わず瞬またたいた。

「この趣おもむきのある豪ごう邸ていは、季隆どののお屋敷ではないのですか？」

　ひくっ、と季隆の笑みが引きつる。

「おいおい……豪邸とか嫌いや味みか？　どう見ても今にも崩くずれそうなオンボロ長屋でしょうが」

「では、季隆どのの私宅は……」

「この部屋だけだよ」

　ぐるりと指で室内を示され、結蓮は驚おどろいて見回した。

「そうだったのですか……。話に聞いたより随ずい分ぶん大きいとは思いましたが……」

「そうだったんですよ。しっかりしてるように見えて、やっぱりお嬢様育ちの世間知らずだなー君は」

　冷やかすような呆れたような目で見られ、結蓮はかしこまって軽く一礼する。

「修しゆ行ぎようが足りず、お恥ずかしいかぎりです」

「奥様、おかわりは」

「いただきます」

　翡翠かわせみ丸まるの問いにうなずいて、結ゆい蓮れんはひそかに心の帳面に今聞いた知識を書き込んだ。太子のために市し井せいの見聞を深めようと励はげんでいる身である。ありがたく苦言をいただいておくことにした。

　まだ一いつ杯ぱい目めの粥かゆを匙さじでかきまぜながら、季すえ隆たかがため息まじりにぼやく。

「わかってたつもりだったけど、やっぱり価値観が全然違うんだな。給金前借り五十年分の意味がしみじみわかったよ」

「前借りなどしていませんが」

「同じだろ。給金五十年分の請せい求きゆう書が東とう宮ぐう府ふ宛あてにきてるんだから」

　太子のために結蓮はしばしば妖よう怪かい退治の任務をこなしている。その際に建物を破は壊かいしてしまうことが度たび々たびあり、修理費用は尋じん常じようでない額にふくらんでいた。

「正確には五十二年と半年分です」

「また増えたの!?」

「言っておきますが、踏ふみ倒たおしているわけではありませんよ。詫わび状を添そえて修理職人を向かわせていますし」

　やれやれ、と季隆が嘆たん息そくした。

「わかってるよ。君は真面目な子だもんな。太子殿でん下か命なあまりに婚こん礼れいを三回もぶっちぎっちゃうくらいにさ。四人目としては気が気じゃないよ」

「……」

　そう、彼は四人目だ。

　その前の三人とは、三人とも婚礼当日に破談になった。それというのも──。

「だいたい、殿下も罪だよな。君の婚礼の夜に毎度毎度邪じや魔ま入れてさ。おかげで君はあれこれ板いた挟ばさみだし借金は増えるし──」

　うつむいていた結蓮は、途と端たんにカッと目を見開いて立ち上がった。

「殿下に罪などありえません！　不敬千せん万ばんなことを言うとひっ捕とらえますよ！」

「わ……、わかったよ、俺が悪かった。謝るからそんなに嚙かみつかないでよ。ほんとに殿下命なんだから……」

　季隆が顔を引きつらせて後ずさる。結蓮は憤ふん然ぜんとして座り直した。

「近衛このえが殿下命で何が悪いのですか」

「いや、悪くないけどさ……」

「奥様、おかわりは」

「いただきます」

「って、それ何なん杯ばい目だ!?」

　ようやくこのやりとりに気づいたのか季すえ隆たかがぎょっとしたように割り込んだ。結ゆい蓮れんは少し考えてから答える。

「十二杯目か十三杯目くらいです」

「自分でも覚えてないくらい食ってんじゃねーか！」

　よほど動どう揺ようしたのか綺き麗れいな煌こうことばも忘れて季隆が叫んだ。ほぼ空に近い鍋なべを抱かかえた翡翠かわせみ丸まるが無表情で主あるじを見る。

「自分が一杯しか食ってないからって、そんなに怒おこらんでも」

「違ちがうわ！　やめなさいって、そんなに食べたらお腹なかこわす……ていうかいつのまにそんなに食べてたの!?　俺しゃべりに夢中で全然気づいてなかったし！」

　彼のあまりの慌あわてぶりに、結蓮は急いで匙を置いた。確かに上官の家に来てこれはない。きびきびと頭を下げる。

「申し訳ありません！　あまりにもおいしいので、思わず理性が飛んでしまいました」

　季隆は虚きよを衝つかれたように言葉を吞のんだ。しばし黙だまり込み、なんともいえない顔つきになって、ぽりぽりと頰ほおを搔かく。

「まあ……あれだ。……四度目の婚礼はすっぽかしちゃだめだよ？」

　顔をあげて見れば、彼は苦く笑しようめいた笑みを浮うかべている。心なしか照れているように見えて、それに急に話が飛んだような気がして不思議に思いながらも、結蓮はうなずいた。

「はい。……たぶん」

「たぶんかい！」

「それはそうと、これは璉れん国の朝あさ粥がゆなのですか？」

　さっきは突とつ然ぜんの芝居ならぬ珍ちん騒そう動どうで訊きくのを忘れていたため、あらためて訊ねてみる。季隆は諦あきらめたようにため息をついてうなずいた。

「璉風と煌風の合わせ技わざってところかな。昨夜、長屋のみんなを集めて煮に込こみ鍋をやったんだよ。その時の出汁だしが残ってたから味を調ととのえて餡あんかけにしてみたんだ」

「……その煮込み鍋、とは璉国の料理なのですか？」

「まあ、そうだね。鍋にいろいろ具材を入れて煮込んで味を付けて、それをみんなで囲んで食べるんだよ。こうして、食しよく卓たくに持ってきてさ」

　身み振ぶり手振りで季隆が説明してくれる。結蓮は興味深くうなずきながら聞いていたが、ふと気になって彼を見た。

「いつもそうしてご近所の方に食事をふるまっておられるのですか？」

「たまにね。ここに住んでるのはみんな大なり小なり苦労してるし、一番の出しゆつ世せ頭がしらとしてはほっとけないだろ。同じ璉人なんだから」

　それまでおしゃべりにかまけていたぶんを取り戻もどそうとでもするかのように、季隆はぱくぱくと粥を口に運び始める。なんの気負いもなくそう言った彼を、結蓮は静かに見つめた。

（不ふ真面まじ目めな人だけれど──ごく普ふ通つうに人を助けるところは、尊敬してしまうわ）

　きっと彼は璉れん国の人であろうとなかろうと、誰だれかが困っていたら手を差し伸のべるだろう。短いつきあいだが結ゆい蓮れんにも彼のそういう面がわかるようになっていた。

「家計が苦しいといつも言っておられたのは、そういう理由もあったのですね」

「いや、まあ、それだけじゃないけどねー。長屋の住人全員を養ってるわけじゃないし。裏の畑でいろいろ作ってるから菜っ葉とか根菜はだいたいそろうし」

「そうだったのですか……。気づかなくてすみませんでした。次からは食材持参でうかがいます」

「まだ食うつもりか！」

　驚きよう愕がくしたように季すえ隆たかが目を瞠みはる。遠えん慮りよしたつもりが厚かましかったかと、結蓮は慌てて口を押さえた。

「……すみません。季隆どののお料理を食べると、なんだか幸せな気持ちになってしまうので、つい……」

　その煮込み鍋とやらが楽しそうで羨うらやましくて、思わず言ってしまった。親しい者たちと集まって食事をするなんて、結蓮の私生活では考えられないことだから。──だがさすがにそれは部下として出過ぎたまねだろう。

　ぽつりとつぶやいたきり黙り込んだ結蓮を、季隆も黙って見ていたが、やがて優やさしく目を細めた。

「今度は結蓮ちゃんも呼ぶよ。一いつ緒しよにやろう。煮込み鍋」

　ぽん、と頭を軽くたたかれ、結蓮は顔をあげる。目が合った季隆がにっこりと笑った。たまにこうして子どものような扱あつかいをされるのだが、不思議と嫌いやな感じはしない。

　料理自体も楽しみだが、その集つどいにまぜてもらえるのが嬉うれしかった。

「はい……！」

「うん、いい返事だ」

　はにかむ結蓮に、季隆も上じよう機き嫌げんでうなずく。──と、空になった鍋を片手に翡翠かわせみ丸まるが口を挟はさんだ。

「お楽しみのとこ申し訳ないんすけど、お役所には行かなくていいんすか？」

　はた、と結蓮は我に返る。──そうだった。おいしいものを食べて満腹になっている場合ではない。

「おっと、忘れるところだった。んじゃ行こうか、結蓮ちゃん」

「ちょっと待ってください」

　ぶらぶらと扇せん子すを片手に出ていこうとする季隆を、結蓮は鋭するどく引き留めた。

「そんなだらしない恰かつ好こうでどちらへ行かれるつもりです？　私たちがこれから向かうのは皇こう帝てい陛下のおわす朝ちよう廷ていですよ」

　寝ね起おきの頭そのままに官服もまとわず向かう場所ではない。しかし季すえ隆たかは悪びれた様子もなく堂々としている。

「別にいいだろ。このままでも恰好いいんだし」

「よくありません！　あなたはそもそも朝官の自覚があるのですか？　朝廷とは神聖な場所であり、あなたは高官として他ほかの者に模も範はんをしめすべき立場で──」

「ああもう、わかったわかった。ほんと仕事のことになると途端に顔つきが変わるよねー結ゆい蓮れんちゃんは」

「あなたは変わらなすぎです！　もっと緊きん迫ぱく感かんをもって日々にのぞんでくださらないと困ります」

「ハハハ、ごめんねー」

　まったく反省の感じられない謝罪をして寝しん所じよへ向かいながら、季隆がぼそりとつぶやく。

「……いつもさっきみたいな顔してれば可愛かわいいのに」

「──？　何か？」

「いーや、なんでも」

　おお怖こわい怖い、とおどけながら、彼は再び寝所へ行こうとする。その背中を見送っていた結蓮は、ふと思い立ち、むんずと彼の襟えり首くびをつかんだ。

「おぉ!?　な、なに？」

「身み支じ度たくをお手伝いします。お一人だけでやらせては夕刻になっても終わらなそうなので」

　ぎょっとしたように振ふり向いた季隆に、ちらりと視線をやる。

「そうですね、まずは──その寝ね癖ぐせだらけの髪かみを整えてさしあげます」

　一応は自分の上官である人が、身なりが整っていなかったばかりに誰かに侮あなどられるのは嫌だ。──彼を放ほうっておけない理由はたぶんそれなのだろうと、結蓮は自分を納なつ得とくさせる。

　季隆が、ふふっと笑みをこぼした。横顔にどことなくくすぐったそうな苦く笑しようが浮かんでいるのを見て結蓮は瞬またたいたが、しかしこちらに視線を戻した彼はいつものふざけた表情になっていた。

「ふーん。なるほど。妻として夫の朝の身支度を手伝ってくれるんだ？」

　にやりと意味ありげに顔をのぞきこんでくる彼に、また始まった、とため息をついて言い返す。

「妻ではありません。──ただの相棒です」

　そう答えた声が思いがけずやわらかいものになってしまい、結蓮は急いで顔を引き締しめたのだった。

























　夕刻に差し掛かかるころ、煌こう国の都桃とう霞かは人々のにぎわいの中にあった。

　おりしも今日は月に二度の市いちが開かれている。朝から夕方まで安価で品物が手に入れられる好機だ。この時刻にしてはめずらしく主婦の姿が目立つのはそのせいだろう。

　そしてここにも一人、市の争そう奪だつ戦に命をかける者がいた。

「今回の敵さんたちはなかなか手て強ごわそうだ……。俺、もしかしたら生きて帰れないかも」

　深刻な顔で人ひと混ごみをうかがっている上官を、結ゆい蓮れんは真顔で見上げた。

「私も同行しましょうか。二人で行ったほうが食材も二倍手に入るわけですし」

「ハハ、食いしん坊ぼうだな、結蓮ちゃんは。まあそこが好きなんだけどね」

「そういうことではなく、あなたお一人で行かせるのが心こころ許もとないと言いますか」

「愛いとしの許嫁いいなずけをあんな戦場に向かわせられない。行くのは俺だけでいいよ」

　彼は結蓮の手をたぐりよせると、にっこり笑って顔を近づけてきた。

「もし無事に帰れたら、今度こそ結けつ婚こんしてくれる？」

　結蓮は冷静に見つめ返すと、おもむろに一礼した。

「やはり私も同行したほうがよさそうです。あなたお一人では太刀たち打うちできそうに見受けられません」

「ひ弱な子を見る目つきやめて！」

　顔を引きつらせ、彼は大げさな調子で嘆なげき始めた。

「もー、なんでそんなに冷たいの。ここは可愛く笑って『無事に帰れるおまじない』って口にちゅっとしてくれるところだろー」

「なにゆえ私がそのようなことをしなければならないのでしょうか？」

「夫ふう婦ふだからに決まってるだろ」

「まだ夫婦ではありません。ただの許嫁です」

「俺はすぐにでも夫婦になったっていいんだよ？」

　くいと指で顎あごをもちあげ、にやりと笑う。結蓮はやれやれという思いでそれを見上げた。

（まったく、口を開けば軽口ばかり……）

　彼、橘たちばな季すえ隆たかは、上官であり親の決めた許嫁でもある。飄ひよう々ひようとしていて怠なまけ者な彼となぜか同居まですることになり、この頃ごろは仕事帰りにこうして買い物をするようになっていた。今のやりとりもなんのことはない、主婦でにぎわう市に繰くり出そうというだけの話なのである。

「っと、やばい、遊んでる場合じゃなかった。売り切れたら話にならない」

　やっと目的を思い出したのか季隆が踵きびすを返す。結蓮もついていこうとした。

「季隆どの、やはり私も」

「いいからいいから。荷物持ちはここで待機。上官命令！」

　びしっと指をつきつけて言うと、彼は颯さつ爽そうと主婦たちの波へ入っていった。

　仕方なく結蓮はその場に留とどまる。人の数倍怪かい力りきな自分は荷物持ちの役をするのは当然だったし、部下として上官命令には逆らえない。

　しばらくそうして待っていると、どこからか荒あら々あらしい足音が近づいてきた。

　見れば、一人の若者が駆かけてきたところだった。結ゆい蓮れんを見るや、敵意のこもった目をしてにらんでくる。

「捜さがしたぞ、豊ほう結蓮!!」

「？」

「ここで会ったが百年目！　今こそ積年の恨うらみを晴らしてくれるにゃ！」

　いきなりそう叫さけんだ彼は、年の頃ころなら十六、七くらいだろうか。まったく見覚えのない顔だ。

「どちら様ですか？」

　冷静に問うと、彼は目をむいた。

「にゃっ……!?　き、貴様、このオレを見忘れたと言うのかにゃ！　あれだけひどい仕打ちをしておきながら……ッ」

「……？」

　結蓮は困こん惑わくして彼を見つめた。そんな奇き妙みような話し方をする知り合いに、いくら考えても心当たりがない。

　若者はなおも怒いかり心頭といった様子でにらみつけてきた。

「落とし前をつけろにゃ！」

「……落とし前？」

「おまえのせいで、オレは家を追い出されたのにゃ。責任とっておまえの家に住まわすくらいのことはしろにゃ！」

「私の家に……？　それはできません。見も知らぬ人を住まわせるわけには」

「だから、面識あるって言ってるにゃ！　おまえがきれいさっぱり忘れすぎなんだにゃッ。さっさと思い出せええぇ！」

　彼が詰つめ寄ってきたので、結蓮はさすがに応戦しようとしたが──。

「はーい、旦だん那な様さま参上ー」

　ゆるい声とともに、若者の顔に後ろからべしゃりと掌てのひらがかぶさる。

　結蓮が驚おどろいて見ると、彼の背後に籠かごを抱かかえた季すえ隆たかが立っていた。市の争奪戦から戻もどったらしい。

　そのままぐいと横へ押しやられ、若者が悲鳴をあげた。

「にゃ、にゃにをするっ!?」

「おまえこそ何してんだ。俺に断りもなくうちの嫁よめを口説いてんじゃねえよ」

「いえ、私はまだあなたの嫁では──」

「はい、愛しの妻におみやげ。俺は今からこいつをシメるから、ちょーっと持っててね」

　有う無むを言わせず結ゆい蓮れんに籠を渡わたすと、季すえ隆たかは若者に目を戻す。にらまれた若者が少し怯ひるんだように後ずさった。

「オ、オレはこの女に用があるんにゃ！　邪じや魔ますると承知しないにゃ！」

「わかったわかった。それはいいから、まず俺を倒たおしてからにしろ」

　聞き流すように言いかけた季隆が、ふと瞬またたいた。

「つか、おまえそれどうした？　変なとこから耳生えてるぞ」

　はっとしたように若者が頭の横のあたりを押さえた。

　指の隙すき間まから、ふさふさとした毛並みの耳が生えている。もちろん人間のものではない。

「妖よう怪かい──！」

　結蓮はさっと身構えた。いつでも抜ぬけるように太刀に手をかける。

　すると若者はくるりと宙返りし、姿を変えた。

　現れたのは黒い毛並みの大きな猫ねこだ。尻尾しつぽが二本ついているのを見て、結蓮は目を見開いた。

（あ……、あの時の……）

　猫の姿のまま彼が口を開く。

「オレはおまえに退治された猫びよう鬼きだ。あの時おまえはオレの尻尾を一本奪うばい、封ふう印いんした。忘れたとは言わせないぞ」

「……ほんと？」

　小声で訊きいてきた季隆に、ようやく思い出して結蓮はうなずいた。

「とある素そ封ほう家かの娘むすめ御ごに猫鬼が取り憑ついて悪さをしているとの奏上があり、退治に出かけたことがあります。同席していた呪じゆ禁ごん師しが尻尾を封印したはずです」

「違ちがうっ。オレははめられたんだっ！」

　猫はくるりと宙返りし、再び若者の姿に戻った。

「オレは取り憑いても悪さをしてもいないにゃ！　罠わなにはめられたのにゃっ！」

「人の姿になるとにゃーにゃーことばになるのか。面おも白しろいなー」

「感心してないで聞けにゃ！」

　若者がくわっと目をむく。威い嚇かくするようなそれを受け流し、季隆が顎をなでた。

「何か事情がありそうだな」

「はい。私が戦った猫鬼は見上げるほど大きかったのですが、先ほどの猫は大きいとはいえ普ふ通つうの猫のようでしたね」

「尻尾を一本奪われて力が弱まってるんだ。実際、普通の猫程度の力しかないみたいだし」

　その状態で、退治された相手に堂々喧けん嘩かをふっかけてきたのだ。身体からだの一部を奪われた妖怪は取り戻そうとする本能があるが、それとは別に理由がありそうだ。

　事情を話すよう促うながすと、若者は難しい顔つきで語り始めた。

「もともとオレは、一いつ匹ぴきで気ままに暮らしていたのにゃ。でもある日、金持ちの家の娘むすめに見つかって、拾われて無理やり飼かい猫にされたんだにゃ」

「無理やり、って」

「ちょっと抜けてる娘なのにゃ。妖怪とも気付かず『かわいー』とか言いやがるし、オレの毛並みは黒なのにシロなんて名前を付けやがるし……」

　むっつりした様子で言いながらも、彼はどことなく表情をゆるめた。

「ふーん。シロちゃんはご主人のことが好きなんだな」

「だ、黙だまって聞くにゃ！　とにかく、オレはそれ以来、妖怪であることを隠かくして生きてきたんだにゃ。もちろん悪さなんか一いつ切さいしてない。それはもう吞のん気きな家猫として生活してたんだにゃ」

　シロと名乗った青年は、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「だけど、どうしてだか、あいつの叔父おじってやつに見破られてしまったのにゃ。それで退治の要よう請せいを出されて……」

「この子が乗り込んできた、と」

　季すえ隆たかが結ゆい蓮れんを見やる。シロが悔くやしげにうなずいた。

「けどさ、おまえは納なつ得とくできないだろうけど、一応筋は通ってるぞ？　おまえが妖怪なのは間ま違ちがいないし、叔父って人が退治の要請をしたのも無理ないっつーか──」

「あの男は、屋や敷しきの財産を狙ねらってるんだにゃ！」

「財産？」

　シロの目が爛らん々らんと光り出した。みるみる怒りが満ちていく。

「あの男には借金がいっぱいあるんだにゃ。屋敷の主人たちは人が好いいから気付いてなかった。でもオレにはわかってたにゃ。あの男は、オレが見み抜ぬいてることに気付いたんだにゃ。それで家を乗っ取るのを邪魔されないよう、オレを追い出すために退治させたんだにゃ！」

　結蓮は思わず季隆を見た。それが事実だとしたら聞き捨てならない話だ。

「家の主あるじも奥方も病にかかって死にかけてるって聞いたにゃ。あいつは……晶しよう晶しようは世間知らずだから、あの男に騙だまされて家を乗っ取られそうになってるんだにゃ。きっと一人で困ってるにゃ……」

「調べたのか？　その、晶晶お嬢じようさんのために？」

　シロはうなずくと、ぎろっと結蓮をにらんできた。

「晶晶を助けるには、もとの力を取り戻す必要があるにゃ。そのためには取られた尻尾がいるんだにゃ！」

　それで尻尾を返せと要求しに来たのか。ようやく合が点てんがいき、結蓮は眉まゆをひそめた。

「お話はわかりました。ですが、私は尻尾がどこに封じられているのか知らないのです。同席していた呪禁師の方にお任せしたので」

「にゃんだと!?　じゃあ、オレの尻尾は戻ってこないっていうのかにゃっ！」

「残念ながらそうなります」

　がくっ、とシロが力ちから尽つきたようにへたりこんだ。

「どうしたらいいにゃ……。尻尾がなかったら、オレはただの猫だにゃ……」

　うつむく彼の耳が、しゅんとたれている。さすがに気の毒になり、結ゆい蓮れんは彼を見つめた。

　事情を知らなかったとはいえ、退治してしまったのは間違いなく自分だ。その叔父の策略に乗せられてしまった結果、彼の主人は危機に陥おちいっている。それに対しては責任を感じていた。

　ふう、と息をついて季すえ隆たかが座り込む。シロをのぞきこむようにした彼は真面まじ目めな顔で言った。

「おまえ、わかってるのか？　尻尾が戻るってことは、正しよう真しん正しよう銘めい妖よう怪かいに戻っちまうってことだ。また妖怪として追われるかもしれないぞ」

「それでも構わないにゃっ！」

　がばっとシロが顔をあげる。

「あいつを……晶しよう晶しようを助けるためなら、誰だれに追われようと怖こわくなんかない。命だって惜おしくないにゃ！」

「シロどの……」

　なんという忠義心だろう。その熱い思いに結蓮は心を打たれた。

　ただその一心で主人を助けにいこうとしている者を、妖怪とは呼ばない。彼は立派な忠猫だ。

「わかりました。その一件については私にも責任があります。力をお貸ししましょう」

　きりっと顔を引き締しめて申し出ると、シロが驚おどろいたように立ち上がった。

「本当かにゃ！」

「はい。晶晶どのの叔父が悪わる巧だくみをしているのであれば、放ほうっておくことはできません。──季隆どの、そういうわけですので、これから出向いてきます」

　報告するなり踵きびすを返そうとする結蓮を、季隆がすかさず引き留める。

「待ちなさいって。俺も一いつ緒しよにいくよ」

「え？　ですが」

「そんな悪者のところに、愛いとしの許嫁いいなずけだけ行かせるわけにはいかないだろ？」

　そう言って彼はにっこり笑った。
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「医者？　いらんいらん！　これまでもいろんな医者に診みてもらったが、みんな匙さじを投げたんだ」

　主を名乗る男は、そう言って白衣の二人組を追い払はらうよう手を振ふった。

「そう仰おつしやらずに。もし流行はやり病やまいだったら大変です。この家から病人が出たと近きん隣りんで噂うわさになればご主人もお困りでしょう？」

　若い男の医者が笑え顔がおで言うと、彼はぐっと詰つまったようだった。一帯ではこの家は名家で通っている。世せ間けん体ていが気になるのだろう。

「……さっさとしてくれ。わしは忙いそがしいんだ！」

　男がしぶしぶ承知したので、二人はすみやかに屋敷へ入った。

　さりげなくあたりを見回しながら白衣姿の季すえ隆たかがささやく。

「ここまではうまく行ったね」

「次は晶しよう晶しようどのの身み柄がら保護ですね」

　結ゆい蓮れんも油断なく目を配りながらうなずいた。

　医者を装よそおって屋敷にもぐりこむという作戦はひとまず成功のようだ。どすどすと荒あら々あらしく前を歩く男が晶晶の叔父だろう。使用人の姿がないところを見ると、家を乗っ取るのに邪じや魔まだから暇ひまをだしたというところか。

（季隆どのいわく、呪禁術を会え得とくしているか術師の仲間がいるのではということだったけれど、それらしき人は見当たらない）

　晶晶の叔父はシロの正体を看破している。そこに何か謎なぞがありそうだ。

　案内された部屋には、壮そう年ねんの男性が寝しん台だいに横たわっていた。彼が晶晶の父親のようだ。土気色の顔色で力なく目を閉じている。

「義姉あねは隣となりの部屋だ。早く済ませろよ」

　言い捨てると、晶晶の叔父はまるで嫌いやなものでも見たかのようにそそくさと出ていこうとする。

　部屋をぐるりと見回した季隆が、すかさず声をあげた。

「お待ちください、病の原因がわかりました」

「何？　馬ば鹿かな、今来たばかりで何を言い出すんだ」

「一目見ればわかりますとも。ばればれですよ、ご主人」

　言うなり彼は、晶晶の父親の枕まくら元もとにあった小さな壺つぼに向けて呪じゆ具ぐを投げた。バリンとくだけたそれから、灰色の煙けむりが立ち上る。

「よくある呪じゆ詛その術式だ。仕し掛かけは素人しろうとでも作れる、けど中身は結構強力だな。たぶん用意したのは人間じゃない……」

　その瞬しゆん間かん、晶晶の叔父おじの足あし下もとから何かが飛び出した。

「!?」

　黒い影かげのようなそれはすべるように部屋の外へ出て行く。

「あれだ！」

　鋭するどく叫さけぶなり季隆が身を翻ひるがえして追っていく。結蓮も急いで追いかけた。

　黒い影のようなものは、もやもやと形を変えながら飛んでいく。どうやら離はなれに向かっているようだ。

「今度は娘むすめに取り憑つくつもりだ！　急げ！」

「はっ！」

　結ゆい蓮れんは回かい廊ろうの欄らん干かんに飛び移ると、勢いをつけて屋根によじのぼった。

　回廊の屋根はまっすぐ離れの建物に続いている。この上を走れば先回りできるはずだ。

　瓦かわらを蹴け散ちらしながら駆かけ抜ぬけ、速度をゆるめず飛び降りる。

　思ったとおり、黒い影よりも先に離れの前にたどりつくことができた。結蓮は影を迎むかえ撃うつべく太刀たちを構える。

「っ！」

　突とつ然ぜん、強い風が吹ふきつけ、頰ほおに痛みを感じた。何事かと目を凝こらそうとすると、今度は黒い塊かたまりがぶつかってきた。

「よけろ！　風の刃やいばだ、斬きられるぞ！」

　シロの声だ。結蓮はとっさに身体からだを沈しずめ、相手の攻こう撃げきを避よけた。

　見れば、傍そばに黒くろ猫ねこがいる。そして目の前には蒼あおい水の膜まく。季すえ隆たかが結界を張ってくれたらしい。

　黒い影の向こうで彼がにやりとしたのが見えた。

「やるな、子こ猫ねこちゃん」

「ふん。おぬしもな！」

　同じく身を伏ふせていたシロが鼻を鳴らす。二人に助けられたと気づき、結蓮は急いで体勢を立て直した。

（風を刃にしてあやつる妖よう怪かい……）

　じっと息を殺して見つめると、ぼんやりしていた輪りん郭かくが徐じよ々じよに見えてきた。

　地面にうずくまるようにしてこちらに殺気を向けている。

　一いつ瞬しゆん目が合ったと思ったとたん、すごい速さで足下を駆け抜けていった。

「！　逃にがすか！」

　風の刃が吹きつけるのも構わず、結蓮は黒い影に太刀を突つき立てた。手て応ごたえがあった瞬間、いっそう強く風が吹きつけたが、それもすぐに収まる。

　封ふう印いん用の壺を手に走ってきた季隆が、結蓮を見てほっと息をはいた。

「……お疲つかれ」

　血が出ているであろう頰を急いでぬぐい、結蓮はこくりとうなずく。

　足下で絶命しているのは、歳を経た巨きよ大だいな鼬いたちだった。




　　　　[image: ]




　こうして一件は落着し、妖怪と組んで一家の乗っ取りを謀はかった晶しよう晶しようの叔父は役人に突き出された。

　晶しよう晶しようの両親も医者の診たところによるとまもなく回復するだろうとのことで、一安心である。

「ま、屋や敷しきの修理は大変そうだけどねー……」

　離れにつながる回廊は、屋根上を全力疾しつ走そうしたせいでほぼつぶれている。庭にはぼこぼこと穴が開いているし、建物も半はん壊かい状態だ。

「帰ったらまた始末書だわ……」

　戦いの跡あとを見回しながら季すえ隆たかが力なくつぶやいていると、背後でおっとりした声がした。

「……シロ？」

　十五、六くらいの年ねん齢れいの少女がいた。おそらく彼女が晶晶だろう。結ゆい蓮れんの足下の黒猫を驚いたように見ている。

「おまえ、シロでしょう？　帰ってきてくれたのね。ずっと捜さがしていたのよ」

　どうやら彼女はシロが妖怪であることも、退治されてしまったことも知らないようだった。

「お父さまもお母さまもご病気になって、わたし一人で心細かったわ。おまえがいてくれたらどんなにいいかと、毎日考えていたのよ。急にいなくなるなんて、悪い子ね」

　晶晶が目をうるませながら語りかける。猫ねこ姿のシロはそれをじっと見上げ、にゃーん、と切なげに鳴いた。まるで、許してくれ、とでも言うかのように。

　結蓮は複雑な気分でそれを見守っていた。シロは出ていったのではなく、罠わなにはめられたのだ。しかし今の彼にそれを説明することはできない。

　差し伸のべた手にじゃれつくシロを見つめ、晶晶が微笑ほほえんで首を振る。

「いいのよ。怒おこってなんかいないわ。こうして帰ってきたんですもの。ねえ、シロ。もうどこにも行ってはだめよ。わたしたち、ずっと一いつ緒しよよ」

　シロはさかんにじゃれついている。主人に会えたのが嬉うれしくてたまらないようだ。晶晶がくすぐったそうに目を細める。

「ねえ、シロ。わたしね、お嫁よめにいくの」

　ぴたっとシロが動きを止めた。

「前々から決まっていた許嫁いいなずけでね、すごく優やさしくていい人なの。お父さまとお母さまが回復なさったら結けつ婚こんしようと決めていたのよ」

　晶晶は頰をそめた。急に大人しくなってしまったシロの異変に気付いた様子もなく、愛いとしげに抱だき上げる。

「シロ。わたしがお嫁にいっても、ついてきてくれるでしょう？」

　シロは銀色の目でじっと晶晶を見つめ、にゃー、と可愛かわいらしく鳴いた。







　一同は慌あわただしくなった屋敷をひそかに抜けだし、帰路についた。

「ご主人についてなくていいのか、シロ」

　人ひと形がたになったシロが軽く首をふる。

「いいんだにゃ。オレみたいな妖怪が嫁よめ入いり先までついていって、もし何かあったら、あいつは困るにゃ。ついていくわけにはいかないにゃ」

「けど、すげー捜してるぞ？」

　屋敷のほうからは、晶しよう晶しようがシロの名を呼ぶ声が聞こえている。

　シロはしばしそちらへ意識を向けているようだったが、再び歩き出した。

「あいつが幸せになれれば、オレはそれでいいにゃ」

「シロどの、どちらへ？」

　結ゆい蓮れんの呼びかけにも、彼が足を止めることはなく──。

「もともと一いつ匹ぴきだったんだにゃ。また気ままに生きていくにゃ」

　去っていくその背中には、かすかな哀あい愁しゆうが漂ただよっていた。
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「……って言ってたくせに、なんでここに来てんだよ？」

　厨ちゆう房ぼうの裏口にもたれ、季すえ隆たかが眉まゆを寄せて杓しやく子しを振ふり回す。

　すぐ外にある石造りの台に、一匹の黒猫が悠ゆう然ぜんと寝ねそべっていた。

「落とし前だ」

「はあ？」

「そもそもオレが晶晶のところを追われたのは豊ほう結蓮のせいだ。だからここに世話になっても文句はないはずだ」

「あるわ！　自分からご主人のとこを出てきたんだろうが」

　季隆が杓子を突きつけたが、シロは知らん顔でそっぽをむいている。

　この頃ごろ、豊家別べつ邸ていには時折シロが出しゆつ没ぼつするようになっていた。

　といっても特に何かをするわけでもない。たまに魚をもらって喜んでいるくらいである。

「言っとくけど、おまえの弱点なんかとっくにお見通しなんだぜ？」

　くく……と季隆が不敵に笑いながら、懐ふところから何かを取り出す。とたん、シロの目がらんっと輝かがやいた。

　彼の目の前にぶら下がったのは、小さな飾かざりのついた紐ひもだ。

「ほらほら……好きなんだろ、これが」

「ギャーッ」

　飾りをゆらゆらと揺ゆらされ、シロが興奮した様子で飛びかかっていく。

　厨房の中から一部始終を見ていた結蓮は、その微笑ましい光景に思わずくすっと笑った。

（可愛い……）

　無心に遊んでいる猫。なんと楽しそうなのだろう。

　シロが遊びにくるたびに物もの陰かげから見ているのだが、季すえ隆たかと彼はいつもああして戯たわむれている。それが少し羨うらやましい。

　一度でいいから、あの飾りで自分も猫と遊んでみたい──。

　ふいに季隆が振り向いた。かと思うといきなりシロに向かって嘆なげき出した。

「ほらな！　おまえがくると結ゆい蓮れんちゃんがいつもひそかに喜んでんだよ！　あれ絶対心の中で『かわいー』って言ってるし！」

　結蓮は、はっと顔を引き締しめた。

「そんなこと考えたこともありません」

「噓うそつけ！　じゃあその可愛い顔はなんなんだよ。猫相手に頰ほおまで染めてさぁ。俺に対してそんな顔してくれたことないじゃない」

「私は武官です。可愛いものになど一いつ切さい興味がありません」

「だからその顔で言っても説得力ないんだって。なんか納なつ得とくいかねー！」

　もうおまえ帰れ！　と猫に八つ当たりしている彼だが、猫用の夕飯まで作ってやるほど世話を焼いているのは結蓮も知っている。

（季隆どのこそお好きなのでしょうに）

　結蓮は懸けん命めいに顔を引き締めながら、なおも飾りにじゃれついているシロを見つめた。

　あらたな来客が増えた別邸は、さらに賑にぎやかさを増していた。







　あとがき







　こんにちは、清家未森です。

　三ヶ月連続刊行の第二弾だんは、上下巻の上巻です！

　こういう形で書かせてもらうのも初めてのことで、どうなるのかなと書く前は思っていましたが、とにかく楽しんでいただけたらいいなと願っております。

　今回は結構、激動の展開だったのではと……。だからというわけではないですが、明るい内容の短編も収録されています。四巻で出てきたしゃべる猫ねこはここが初出でした。こちらもお楽しみいただけたら嬉うれしいです。

　Ｉｚｕｍｉ先生、担当様、そして刊行にあたってお世話になった皆みな様さま、いろいろと至らず本当に申し訳ありません……！　ありがとうございました！

　今回も読んでくださった読者の皆様、厚くお礼申し上げます。どうか下巻までお付き合いくださいますよう……よろしくお願いいたします！





清家未森　　
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六蓮国物語　翠竜と赤の天女（上）

　書き下ろし




六蓮国物語　花嫁武官のお宅訪問

　「Premium The Beans VOL.1」




六蓮国物語　怪猫の恩返し

　「Premium The Beans VOL.2」
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